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其
の
六
十
六

窓に映った街並み、筑後うきは

　

福
岡
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
「
う
き
は
市
」
。
そ
の
中
心
部
が

「
筑
後
吉
井
」
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
有
馬
藩
の
城
下
町
・
久
留

米
と
天
領
日
田
を
結
ぶ
豊
後
街
道
の
宿
場
町
で
あ
る
。
重
厚
な
白

壁
の
街
並
み
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
蝋ろ

う
そ
く燭

は
じ
め
、
酒
、
麺

類
、
菜
種
油
な
ど
の
製
造
で
財
を
築
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
「
吉よ

し

井い

銀が
ね

」
と
呼
ば
れ
る
豪
商
た
ち
が
誕
生
し
た
所ゆ

え
ん以
で
あ
る
。
明
治
二
年

（
一
八
六
九
年
）
の
大
火
後
、
火
災
に
耐
え
る
白
壁
土く

ら蔵
造
り
の

家
々
が
建
造
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
福
岡
県
で
最
初

に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
の
は
平
成

八
年
（
一
九
九
六
年
）
で
あ
る
。

　

街
並
み
に
加
え
、
現
在
は
筑
後
川
温
泉
、
一
の
瀬
焼
の
窯
元
、
水

田
の
原
風
景
で
あ
る
棚
田
、
日
本
名
水
百
選
な
ど
の
観
光
名
所
が
町

お
こ
し
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
よ
う
だ
。
今
回
お
伝
え
す
る
映
像

は
、
一
の
瀬
焼
な
ど
の
骨こ

っ
と
う董
店
ウ
イ
ン
ド
ー
に
映
っ
た
風
景
で
あ
り
、

そ
こ
に
反
映
す
る
街
並
み
が
美
し
い
光
景
を
見
せ
て
く
れ
る
。
多
く

の
旅
人
が
街
並
み
を
歩
く
姿
は
、
時
代
を
反
映
さ
せ
て
心
地
よ
い
も

の
で
あ
る
。

（
写
真
・
文　

樋
口
健
二
） 
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巻　頭　言

1 巻頭言

Prefatory Note

A recent analysis of academic journals’ publications by nationality of the authors revealed that Japan is in 
the top ten countries in terms of number of publications and citations in almost all fi elds of studies. Th e major 
exception to this is in the fi eld of hospitality & tourism management where Japan occupies the 26th place and 
well behind much smaller countries such as New Zealand (5th place) Hong Kong (6th place), Taiwan (9th 
place) and South Korea (11th place). 

In my opinion, the fundamental reasons for this are the following:

1.   The Japanese society and its government have never taken the tourism and hospitality industries 
seriously and did not devote suffi  cient resources to promote them. Th is resulted in little societal respect 
for those employed in them and a trivial desire for young educated individuals to choose a career in 
them.

2.   Having neither pressure from the government nor demand from potential students and their parents, 
the majority of the Japanese universities did not choose to off er undergraduate and graduate degree 
programs in hospitality and tourism management.

3.   Th e universities that did off er such programs addressed and taught the subject of tourism not from a 
managerial and/or operational perspective but from a sociological, anthropological, geographic, or 
leisure studies, viewpoint. 

4.   Because of the above, the students who graduated from these programs were not suffi  ciently qualifi ed 
to work in these industries and couldn’t fi nd jobs in them. Th is caused a further decline in the status of 
these programs both within and outside the universities.

5.   Th e decline in the status of the programs discouraged talented students to enroll in graduate programs 
overseas and choose an academic career in the fi eld of hospitality or tourism management. Th erefore 
the total number of Japanese academics in this fi eld is at present exceptionally low compared to others 
and the size of the country. For example, both Taiwan and Korea have 10-20 times the number of 
academics in this fi eld than Japan.

6.   The faculty members who currently teach in the majority of the existing programs in Japan being 
educated in other than management or business disciplines, are not familiar with the managerial issues 
important to these industries and therefore neither research them nor publish their work in hospitality 
or tourism management journals.  

Given the above facts, what can be done to ameliorate the situation?

a.   Increase the government’s fi nancial support to the industry
b.   Encourage talented students to obtain terminal degrees in hospitality and tourism at elite universities 

Why Japanese Academics Publish Scantily
in Hospitality & Tourism Management Journals?

Abraham Pizam, Ph.D.
Dean, Rosen College of Hospitality Management

University of Central Florida
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overseas by providing them with full scholarships in exchange for serving in Japanese universities at 
the completion of their studies.

c.   Create paid externships in the hospitality and tourism industries for current faculty members who 
would work full-time for 4-8 months in order to increase their knowledge of these industries.

d.   Set up joint partnerships between Japanese faculty members and colleagues from overseas to do 
comparative managerial research in hospitality and tourism and publish jointly in appropriate 
international journals. 

According to a model presented to Japan Tourism Agency in 2008 (Table), majority of Japanese researchers 
in this academic field appear to be in Phase 1 and 2.  The next logical step for evolution would be to import 
knowledge and research methods from other disciplines as shown in Phase 3. Therefore cross-disciplinary 
research would take Japan to a new phase, and we sincerely look forward to an emergence of Japanese tourism 
& hospitality management researchers to contribute to accumulation of global knowledge to reflect its national 
status.

Table: Historical Transition of Academic Researchers
in the Hospitality and Tourism in the United States.

表： 米国における観光・ホスピタリティ経営学術界研究モデルの歴史的変遷

2

Source: Abraham Pizam, PhD, Univ. of Central Florida, Presentation at Tourism Resources Division,
Japan Tourism Agency. Tokyo in 2008
出典：2008年観光庁観光資源課でのセントラルフロリダ大学アブラハム・ピザム教授発表資料

Phase

段階

Period

時期

Researchers’ 
Identity

研究者の特性

Research Type

研究内容

Unit of 
Analysis

対象数

Methods of 
Analysis

研究手法

Generaliza-
bility

普遍性

Theoretical 
Contribution

理論上貢献度

1. Story Tellers
物語の語り部
モデル

1930-1950 Ex 
Practitioners

元 実 務家、元
旅行会社社員

Case Studies

事例研究

Single

単一

N/A

手法なし

None

なし

None

なし

2. Profilers
プロフィール
分析家モデル

1940-1970 Ex 
Practitioners 
& Academics

元 実 務家、元
旅行会社社員
および大学教員

Quasi-
Empirical 
(Surveys)

準実証的 
（質問調査）

Multiple

複数

Univariate

単変量解析

None

なし

None

なし

3. Copy Cats
他の社会科学
分野研究手法
の模倣モデル

1970-2005 Academic & 
Professional 
Researchers

大学教員および 
職業研究者

Empirical & 
Conceptual

実証的および 
概念的

Multiple

複数

Bi-Variate & 
Multi-
Variate

二変量および 
多変量解析

Limited or 
Full

限定的 
または多数

Extension of 
Existing 
Theories

既存理論からの 
延長

4. Innovators
独自実証研究
による他学術
分野への輸出
モデル

2000- Academic & 
Professional 
Researchers

大学教員および 
職業研究者

Empirical & 
Conceptual

実証的および 
概念的

Multiple

複数

Multi-
Variate

多変量解析

Limited or 
Full

限定的 
または多数

Original

独自、独創的

221巻頭言.indd   2 14/04/02   13:20



セントラルフロリダ大学   ローゼン・ホスピタリティ経営学部・学部長
アブラハム・ピザム

巻　頭　言

3 巻頭言

Prefatory Note

なぜ、日本の学者は世界のホスピタリティ・観光経営英文査読付き学術誌に
ほとんど出版がないのか？

　最近入手可能になった国別の学術研究誌出版数データベースで、日本はその国力に見合って、多くの学術分野
で世界10位以内にランクしていることが分かった。だが、ホスピタリティ・観光経

・ ・

営の分野は26位と例外的な結果
であり、ニュージーランド（5位）、香港（6位）、台湾（9位）、韓国（11位）ともっと小さな国家・地域に比しても大き
く遅れている。

　私の見解では、その根本的理由は以下に列挙するとおりである。
1.　日本社会と政府は観光・ホスピタリティ産業を主要産業と位置づけたことが過去になく、それら産業育成
に十分な資源を割いてこなかったが故に、それら産業界従事者への敬意があまり育成されず、高度な教育
を受けた若者の就業希望が産業規模ほどにはない。

2.　政府、学生および両親から強い圧力がかからなかったため、多くの日本の大学は学士および大学院水準
でのホスピタリティ・観光経

・ ・

営プログラムを提供しなかった。
3.　観光関連プログラムを持つ大学は、経営や現場運営面での教育をせず、社会学・文化人類学・地理学・
余暇研究等の観点からの教育を実施した。

4.　上記理由により、これらプログラムを卒業した学生たちはこれら産業で有益で十分な知識スキルを教わっ
ておらず、当然ながら観光ホスピタリティ産業界への就職率は低迷。それがさらにこれら観光学部学科群
の大学内外での地位低下につながった。

5.　これらのプログラムの低迷により、有能な卒業生を海外のトップ大学院進学で観光・ホスピタリティ経
・ ・

営
の学術研究者として育成する人材開発戦略も低迷した。この悪循環により国力に見合うだけの世界水準
の学術研究者が育っておらず、その総数は例外的に低迷。例えば、現時点で台湾や韓国には、世界水準
で観光・ホスピタリティ学術研究に貢献できる学者は日本の10～20倍存在する。

6.　経営学・商学以外で育成された教員が教える学部学科にいる大多数の学者には、産業界にとって何が重
要な経営問題かの視点が欠如するが故に、ホスピタリティ・観光経

・ ・

営査読付き英文学術誌に向けての研
究もしなければ投稿・出版もしない。

　上記事象に鑑みて、状況改善のためには何をすればよいかを、提言する。
1つ目：  政府から産業界への財務的な支援を強化する
2つ目：  修了後日本に戻って日本国内大学で勤務することを条件に、優秀なトップ学生複数名を海外の先進

大学院に留学させ博士号取得に向けて全額支給奨学金を付与する
3つ目：  既存学部学科の教員・研究員たちを、4～8カ月の期間、産業界にエクスターンシップ（外部研修）制

度で受け入れてもらい、産業界の知識・経営問題を体感させる
4つ目：  当分野の日本の研究者と海外の研究者でパートナーシップを構築して、比較経営研究を実施し、適

切な国際的学術誌に共同執筆する

　2008年観光庁主催「観光関係人材育成のための産学官連携検討会議」で発表した「米国における観光・ホ
スピタリティ経営学術界研究モデルの歴史的変遷」（表）に鑑みると、日本の学術研究者は第1、第2フェーズの方々
が大多数に見える。すると次の合理的ステップは、他の学問領域（特に経営系）の知見を取り込みながら、研究活
動を広げていくこととなる。われわれは、日本の研究者が海外の研究者や他の研究領域の研究者との学術的な
交流を活性化して、その研究内容を経営・科学の観点で世界レベルに引き上げ、世界の知識蓄積活動に参加し
てくれて当研究分野を日本がいるべき本来の地位に引き上げることを楽しみに待っている。　　　  ＜編集室訳＞
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意
見
や
見
解
の
多
様
性
担
保
と
い
う

観
点
で
各
種
の
刺
激
的
な
多
方
面
の
見

解
を
掲
載
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
長
期
的
に

見
て
各
領
域
の
学
術
界
が
前
進
し
て
い
く

手
法
で
あ
る
と
一
般
的
に
見
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
観
光
関
連
学
界
は
歴
史
的
に

か
な
り
重
要
な
自
己
変
革
を
行
う
べ
き

時
期
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
引
用
し
て
、
そ

の
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い

の
判
断
を
読
者
と
学
術
界
の

皆
様
に
委
ね
る
形
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

こ
こ
で
は
、
世
界
に
お
け
る
通
常
の
査

読
付
き
学
術
研
究
の
形
式
、
す
な
わ
ち
、

（
１
）
導
入

（
２
）
過
去
の
研
究
・
検
索
分
析
に
よ
る

当
該
研
究
の
独
自
性
証
明
と
仮
説

国際的な視野から見た
観光研究

特 集

1
4

（
３
）
デ
ー
タ
収
集
方
法
と
定
量
的
解
析

手
法
の
選
択
に
つ
い
て
の
必
要
性

（
４
）
仮
説
検
定
、ま
た
は
分
析
内
容
説
明

（
５
）
分
析
結
果
の
議
論

（
６
）
結
論
・
限
界
・
将
来
研
究
示
唆

　

と
い
う
形
は
取
ら
な
い
。

世
界
の
観
光
研
究
潮
流

～
最
新
の
激
流

米
国
で
の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究

界
が
、
ど
う
い
う
歴
史
的
変
遷
を
た
ど

っ
て
現
在
の
定
量
的
な
実
証
研
究
に
至
っ

た
か
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ピ
ザ
ム
氏
が
述

べ
て
い
る
（Pizam

 2008, H
ara 2010

）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
わ
れ

わ
れ
の
暮
ら
し
や
業
務
処
理
方
法
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
点
は
ど
の
分
野
も
同
じ

で
あ
る
が
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
こ
の
電
子

的
な
手
法
が
、
八
十
年
以
上
続
く
観
光
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
分
野
の
査
読
付
き

論
文
研
究
発
表
の
世
界
を
大
き
く
変
え

る
と
い
う
兆
し
は
十
分
に
あ
っ
た
。
ま
ず

査
読
付
き
学
術
誌
へ
の
提
出
と
査
読
手

法
が
、
郵
便
や
封
筒
を
使
う
手
法
か
ら
、

学
術
誌
編
集
局
の
ウ
ェ
ブ
へ
の
電
子
的
投

稿
と
な
り
、
査
読
も
全
て
電
子
メ
ー
ル
の

リ
ン
ク
送
付
に
よ
り
直
接
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
と
い
う
形
式
に
一
変
し
た
。

過
去
の
学
術
論
文
検
索
も
、
図
書
館

で
学
術
誌
を
複
数
抱
え
て
に
ら
め
っ
こ
し

て
い
た
十
五
年
前
の
様
子
か
ら
、
研
究

世
界
の
潮
流
の
変
化
・
方
向
性
に

呼
応
し
な
い
日
本
観
光
学
術
界
に

迫
り
来
る
危
機
と
変
革
への
戦
略
試
案

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
部  

副
学
部
長

原  

忠
之
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室
で
電
子
的
に
検
索
を
し
て
大
学
が
出

版
社
と
包
括
契
約
を
し
て
い
る
場
合
に

は
、
即
座
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
環
境

と
な
っ
た
。
参
照
論
文
に
つ
い
て
も
、
自

分
で
文
章
入
力
す
る
形
式
か
ら
、
参
照
論

文
管
理
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
労

力
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
術
論
文
もGoogle Scholar

（
注
１
） 

を

利
用
す
れ
ば
、
査
読
付
き
論
文
に
限
る

と
い
う
条
件
で
主
要
単
語
を
入
れ
て
検
索

す
る
と
、
世
界
中
の
膨
大
な
空
間
か
ら
さ

っ
と
複
数
の
査
読
付
き
論
文
タ
イ
ト
ル
が

検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
便
利
な
発
展
に
よ
り
、
い
ず
れ
は

登
場
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
高
速
化
し
た

検
索
能
力
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
し
た
サ

ー
ビ
ス
が
、
こ
の
一
～
二
年
で
現
実
の
も

の
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
研
究
成
果
の
電
子

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で
あ
る
。

◎
研
究
成
果
の
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

現
在
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
英
文
査
読

付
き
学
術
誌
の
論
文
が
、
い
く
つ
か
の
団

体
に
よ
り
急
速
に
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

さ
れ
始
め
た
。
そ
の
便
利
さ
と
有
益
性
に

よ
り
、
同
時
期
に
複
数
の
団
体
が
同
様
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
今
ま
で
不
可
能
で
あ
っ
た
ラ

ン
ク
付
け
が
急
遽
、
可
能
と
な
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
検
索
結
果
が
可
視
化
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
も
た
ら
す
結
果
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
こ
と
が
全
て
一
目
瞭
然
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ

れ
は
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
だ
け

で
は
な
く
、
全
学
術
分
野
に
つ
い
て
可
能

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

• 

分
野
別
査
読
付
き
学
術
誌
そ
の
も
の

の
ラ
ン
ク
（
影
響
度
ベ
ー
ス
）

• 

分
野
別
の
国
別
研
究
論
文
ラ
ン
ク

• 

世
界
の
学
者
の
生
産
性
と
影
響
度
相

対
比
較
ラ
ン
ク

• 

国
内
で
の
学
術
分
野
別
国
際
競
争
力

ラ
ン
ク

大
学
や
学
部
経
営
者
、
あ
る
い
は
各

国
の
教
育
省
・
文
部
省
が
、
知
り
た
い
が

以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
ラ
ン
ク
デ
ー

タ
が
世
界
中
の
誰
で
も
客
観
的
な
定
量
デ

ー
タ
と
し
て
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
激
流
で
あ
る
が
、
日
本

語
で
日
本
人
と
議
論
し
て
い
る
日
本
在
住

の
研
究
者
に
は
そ
の
存
在
そ
の
も
の
も
当

然
全
く
見
え
な
い
激
流
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
点
は
、
こ
の
電
子
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
は
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経

営
分
野
を
狙
い
撃
ち
し
た
も
の
で
は
な
く
、

全
て
の
学
術
研
究
分
野
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
、
つ
ま
り
世
界
中
の
全
て
の
学
術
研

究
者
の
研
究
分
野
が
例
外
な
し
に
可
視
化

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
は

や
、「
こ
の
分
野
は
特
別
な
分
野
で
」
と

隠
れ
た
り
、
弁
解
し
た
り
が
一
切
で
き
ず
、

参
加
者
た
ち
の
同
意
不
同
意
も
な
く
、
世

界
の
学
術
研
究
競
争
力
可
視
化
が
一
気
に

実
現
し
て
し
ま
っ
た
現
実
世
界
で
あ
る
。

そ
の
現
実
の
衝
撃
度
は
、
実
際
に
ど
の

よ
う
な
デ
ー
タ
が
無
料
で
世
界
中
ど
こ
で

も
誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
か
を
見

る
こ
と
に
よ
り
理
解
で
き
る
。
い
く
つ
か

の
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

◎
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
事
実
検
証

全
学
術
分
野（
包
括
）で
の

国
際
競
争
力
国
別
ラ
ン
キ
ン
グ

ま
ず
は
、
理
系
文
系
全
て
含
め
た
、
世

界
査
読
誌
論
文
発
表
数
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
み

る
。
こ
の
ラ
ン
ク
で
は
、
そ
の
経
済
力
に

ふ
さ
わ
し
く
、
日
本
は
総
合
的
に
世
界
第

五
位
の
地
位
に
あ
る
。
英
語
を
母
国
語
と

す
る
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
諸

国
よ
り
も
発
表
論
文
数
が
多
く
、
ま
た
人

観光は、多様な学問領域とつながりを持った研究分野です。さらに、近年は国際化の流れのなかで、

世界中の研究者が知見を交換し、積み上げ、新しい複合的な学術的知見を構築していくようになっています。

その実現を、ICT（情報通信技術）環境の進展がさらに後押ししています。今号では、当財団が実施してきた

自主研究の成果等を交えながら、国際的な視野からわが国の観光研究学界の置かれている状況を概観し、

地域計画、交通運輸、マーケティング、造園学といった学問領域と観光との関わりについて紹介します。

海外における観光研究の知見の日本への移入や適用、日本からの発信手法や

今後の観光研究の方向性についての提言を試みます。

5 特集◉国際的な視野から見た観光研究
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口
比
で
考
慮
す
る
な
ら
ば
中
国
よ
り
も
は

る
か
に
人
口
当
た
り
査
読
付
き
発
表
論

文
数
は
多
い
。
ま
た
、
影
響
力
、
す
な
わ

ち
質
を
示
唆
す
る
一
論
文
あ
た
り
の
被
引

用
回
数（Citations per docum

ent

：

そ
の
学
術
論
文
が
後
に
登
場
し
た
論
文

何
件
に
引
用
さ
れ
た
か
）
も
、
ト
ッ
プ
群

の
米
国
や
一
部
欧
州
北
欧
諸
国
ほ
ど
で
は

な
く
て
も
、
そ
こ
そ
こ
高
い
数
値
を
示
し

て
い
る（
表
１
）。
全
体
を
俯
瞰
し
た
後
で
、

少
し
ず
つ
個
別
分
野
検
証
に
入
っ
て
い
く
。

生
化
学
・
遺
伝
子
・
分
子
生
物
学
分
野

の
国
際
競
争
力
国
別
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
日

本
に
国
際
競
争
力
が
あ
り
そ
う
な
分
野
で

あ
る
、
生
化
学
・
遺
伝
子
・
分
子
生
物
学

と
い
う
選
択
項
目
を
選
び
、
同
様
な
国
際

競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
て
み
る
（
表
２
）。

世
界
の
査
読
付
き
研
究
論
文
の
第
二

6

Table1: All subject area, All Subject Category 1996-2012 Top 30 only
表1  国と地域別順位  全学術分野（包括）1996-2012  上位30

（SCImago Journal & Country Rank）

Table2: Country Ranking : Biochemistry, Genetics and Molecular Biology, 
All Categories of selected area 1996-2012 Top 10 Only 1996–2012

表2  国別順位：生化学・遺伝子・分子生物学分野  1996-2012  上位10
（SCImago Journal & Country Rank）

＊H指数：被引用回数H以上の論文が少なくともH編あることを表し、論文の量と質（被引用回数）を同時に表す指数
出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索

出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索

Country
国

Documents
論文数

Citable 
documents

引用可能論文数

Citations
被引用回数

Self-Citations
自己引用回数

Citations per 
document

1論文あたりの
被引用回数

H index
H指数＊

1 アメリカ 7,063,329 6,672,307 129,540,193 62,480,425 20.45 1,380
2 中国 2,680,395 2,655,272 11,253,119 6,127,507 6.17 385
3 イギリス 1,918,650 1,763,766 31,393,290 7,513,112 18.29 851
4 ドイツ 1,782,920 1,704,566 25,848,738 6,852,785 16.16 740
5 日本 1,776,473 1,734,289 20,347,377 6,073,934 12.11 635
6 フランス 1,283,370 1,229,376 17,870,597 4,151,730 15.60 681
7 カナダ 993,461 946,493 15,696,168 3,050,504 18.50 658
8 イタリア 959,688 909,701 12,719,572 2,976,533 15.26 588
9 スペイン 759,811 715,452 8,688,942 2,212,008 13.89 476

10 インド 750,777 716,232 4,528,302 1,585,248 7.99 301
11 オーストラリア 683,585 643,028 9,338,061 2,016,394 16.73 514
12 ロシア 586,646 579,814 3,132,050 938,471 5.52 325
13 韓国 578,625 566,953 4,640,390 1,067,252 10.55 333
14 オランダ 547,634 519,258 10,050,413 1,701,502 21.25 576
15 ブラジル 461,118 446,892 3,362,480 1,151,280 10.09 305
16 台湾 398,720 389,411 3,259,864 790,103 10.41 267
17 スイス 395,703 377,016 7,714,443 1,077,442 22.69 569
18 スウェーデン 375,891 361,569 6,810,427 1,104,677 20.11 511
19 ポーランド 346,611 339,712 2,441,439 652,956 8.25 302
20 トルコ 306,926 291,814 1,935,431 519,675 8.24 210
21 ベルギー 299,077 285,735 4,696,153 701,283 18.16 454
22 イスラエル 224,674 215,590 3,663,004 530,340 17.78 414
23 オーストリア 214,844 204,243 3,047,983 433,709 16.67 378
24 デンマーク 208,227 198,923 3,876,514 573,278 21.56 427
25 イラン 202,807 197,571 832,211 337,637 8.49 135
26 フィンランド 190,192 184,924 3,091,345 506,506 18.55 372
27 ギリシャ 180,688 171,529 1,827,577 324,747 12.28 266
28 メキシコ 166,604 162,116 1,346,721 295,320 10.00 232
29 チェコ 163,740 160,193 1,265,709 313,836 9.28 239
30 香港 162,812 156,923 2,004,708 294,791 14.07 292

国 論文数 引用可能
論文数 被引用回数 自己引用回数 1論文あたりの

被引用回数
H index
H指数

1 アメリカ 989,902 948,273 30,412,789 15,307,125 32.36 856
2 日本 270,090 264,950 5,397,932 1,445,746 20.17 410
3 イギリス 234,343 221,371 6,648,786 1,376,548 29.94 524
4 ドイツ 225,601 218,140 5,810,398 1,346,339 27.51 471
5 中国 200,368 196,508 1,528,805 617,048 11.48 201
6 フランス 159,003 153,293 3,959,285 783,464 25.63 410
7 イタリア 135,317 128,046 2,797,211 588,291 22.32 357
8 カナダ 128,095 123,633 3,316,869 608,966 28.26 396
9 スペイン 88,800 84,361 1,648,176 356,968 20.83 275

10 インド 83,831 81,070 746,211 263,904 12.07 161
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位
で
あ
り
、
全
体
の
論
文
発
表
数
か
ら

い
う
と
七・
六
％
と
、
日
本
の
対
世
界
人

口
比
率
よ
り
高
い
比
率
を
確
保
し
て
お

り
、
こ
の
学
術
研
究
分
野
の
国
際
競
争
力

を
見
せ
つ
け
る
よ
う
な
見
事
な
数
値
で
あ

る
。
世
界
の
研
究
者
た
ち
が
客
員
研
究
員

と
し
て
留
学
し
た
い
と
考
え
る
場
合
、
渡

航
先
候
補
と
し
て
は
米
国
が
圧
倒
的
で
は

あ
る
が
、
日
本
で
最
新
の
先
端
研
究
を
学

び
た
い
と
い
う
需
要
が
出
る
の
は
自
然
な

ほ
ど
に
、
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
影
響
力

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

社
会
科
学
分
野
の
国
際
競
争
力

国
別
ラ
ン
キ
ン
グ

次
に
文
系
分
野
の
社
会
科
学
と
い
う

大
項
目
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
分
野
に
は

「
文
化
人
類
学
、
考
古
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
開
発
学
、
教
育
学
、
地
理
学
、

法
学
、
図
書
館
学
、
言
語
学
、
政
治
科
学
、

社
会
学
、
交
通
、
都
市
計
画
」
等
が
含

ま
れ
る
が
、
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

含
ま
れ
て
い
な
い
（
表
３
）。  

絶
対
数
お
よ
び
被
引
用
回
数
も
か
な

り
落
ち
て
く
る
が
、
米
英
で
全
世
界
の
約

半
分
の
査
読
付
き
論
文
（
四
八
％
強
）
が

発
表
さ
れ
て
い
る
分
野
で
、
何
と
か
全
世

界
の
一・一
九
％
程
度
の
論
文
発
表
数
を

確
保
し
て
い
る
。

観
光
・レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営

分
野
の
国
際
競
争
力
国
別
ラ
ン
キ
ン
グ

次
に
文
系
分
野
に
お
い
て
「
商
学
・
経

営
・
会
計
学
」
と
い
う
大
項
目
が
あ
り
、

こ
の
分
野
に
お
い
て
日
本
は
世
界
十
位
の

地
位
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
分
野
に
は

「
労
使
関
係
学
、
会
計
学
、
経
営
学
、
人

7 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集1 世界の潮流の変化・方向性に呼応しない日本観光学術界に迫り来る危機と変革への戦略試案

事
管
理
、
情
報
学
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

戦
略
論
」
等
が
含
ま
れ
、
そ
こ
に
独
立
項

目
と
し
て
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
経
営
」
と
い
う
小
項
目
が
存
在

す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
小
項
目
を
選
択
し

て
検
索
し
て
み
る
。
こ
の
「
観
光
・
レ
ジ

ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
が
観
光

関
連
の
最
小
グ
ル
ー
プ
項
目
と
な
る
。
こ

の
小
項
目
検
索
に
よ
り
、日
本
の
「
観
光・

レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
の

学
術
活
動
が
世
界
の
研
究
界
で
ど
う
い
う

立
ち
位
置
に
い
る
の
か
、
世
界
中
の
研
究

者
や
政
府
に
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の
か
が

確
認
で
き
る
（
表
４
）。

こ
の
分
野
は
上
位
三
カ
国
（
米
英
豪
）

で
過
半
数
の
論
文
を
叩
き
出
し
て
い
る
分

野
で
あ
る
が
、
英
語
が
問
題
で
は
な
い
の

は
、
非
英
語
圏
で
あ
る
中
国
、
台
湾
、
韓

国
等
ア
ジ
ア
諸
国
や
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
、

イ
タ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
等
が
日
本
よ
り

上
位
に
あ
る
こ
と
で
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、

論
文
被
引
用
回
数
も
三
十
カ
国
比
較
で

見
る
と
、
日
本
よ
り
下
位
は
ス
イ
ス
、
イ

ン
ド
、
独
の
三
カ
国
だ
け
で
、
相
対
的
な

質
の
面
も
現
状
は
改
善
の
余
地
を
示
し

て
い
る
。
過
去
十
七
年
間
で
世
界
に
向
け

て
発
表
さ
れ
た
論
文
が
九
十
六
本
と
い
う

出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索

Table3: Country Ranking : Social Sciences, 
All Categories of selected area 1996-2012 Top 20 Only

表3  国と地域別順位：社会科学分野  1996-2012  上位20
（SCImago Journal & Country Rank）

国 論文数 引用可能
論文数 被引用回数 自己引用回数 1論文あたりの

被引用回数
H index
H指数

1 アメリカ 366,059 346,143 2,681,453 1,578,032 9.55 264
2 イギリス 122,872 115,732 833,851 323,045 8.87 163
3 カナダ 45,372 43,447 302,755 70,808 9.14 130
4 オーストラリア 42,832 40,880 230,384 66,752 7.86 105
5 ドイツ 37,541 35,474 162,853 41,625 6.10 110
6 フランス 34,587 33,228 95,958 25,398 3.84 77
7 中国 29,225 28,733 72,014 38,754 5.74 69
8 オランダ 22,323 21,236 173,751 39,697 11.06 111
9 スペイン 21,168 20,509 71,750 22,592 6.66 70

10 イタリア 14,839 14,153 71,411 16,244 7.89 72
11 ブラジル 14,019 13,623 25,739 9,568 5.56 49
12 インド 12,540 11,952 34,408 11,588 3.86 52
13 日本 11,976 11,539 51,556 12,813 5.64 62
14 スウェーデン 11,525 11,148 80,505 17,664 10.09 81
15 トルコ 11,299 11,064 33,201 11,556 7.26 56
16 イスラエル 10,396 10,074 63,608 15,317 7.91 68
17 南アフリカ 10,366 10,048 43,060 15,302 6.11 58
18 ベルギー 9,670 9,224 55,452 10,437 8.80 74
19 スイス 8,522 8,050 52,326 8,094 9.22 71
20 台湾 8,513 8,350 54,364 16,972 11.02 72
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こ
と
は
、
一
年
当
た
り
平
均
六
本
に
満
た

ず
、
こ
れ
は
欧
米
の
生
産
性
の
高
い
助
教

授
（assistant professor

）
一
名
が
調

子
の
良
い
年
に
一
年
間
で
発
信
で
き
る
数

で
あ
る
。
観
光
立
国
と
い
う
概
念
が
登
場

し
た
の
が
二
〇
〇
三
年
で
あ
り
、
そ
の
時

点
で
は
日
本
全
体
全
て
の
観
光
系
学
部

学
科
合
わ
せ
て
年
間
で
一
件
と
い
う
牧
歌

的
な
、
世
界
学
術
界
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
な
い
状
態
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び

る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
が
十
年
前
で
あ
る
。

世
界
の
学
術
界
に
対
し
て
発
信
し
、
世
界

水
準
で
の
研
究
学
界
の
発
展
に
貢
献
す
る

と
い
う
、
理
系
で
は
当
た
り
前
の
モ
デ
ル

が
、
ほ
ぼ
全
く
無
視
さ
れ
て
い
た
時
代
で

あ
る
。
こ
の
時
代
の
変
遷
に
よ
る
国
際
競

争
構
造
の
変
化
は
、
比
較
す
べ
き
指
標
を

持
ち
出
す
と
、
よ
り
議
論
が
明
確
で
客

観
的
に
な
る
た
め
、
次
に
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
い
う
枠
組
み
と
歴
史
的
貢
献
度
の
推
移

を
俯
瞰
し
て
み
よ
う
。

8

観
光
・レ
ジ
ャ
ー・ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

経
営
分
野
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
地
域

で
の
競
争
の
歴
史
的
な
推
移
と
考
察

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
特
定
の
地
域
や
複
数

国
家
の
み
を
指
定
し
て
、
あ
る
学
術
研
究

分
野
に
お
け
る
比
較
競
争
国
と
の
研
究
成

果
・
生
産
性
の
歴
史
的
推
移
等
を
当
然
可

視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
日
本
は
ア

ジ
ア
で
初
め
て
観
光
学
と
い
う
学
術
分
野

の
学
科
を
作
っ
た
と
い
う
歴
史
的
意
義
を

有
し
て
い
る
」（
某
韓
国
系
学
部
長
談
）
が
、

そ
の
後
、
学
術
モ
デ
ル
で
先
行
し
た
先
行

優
位
性
を
保
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
素

朴
な
疑
問
も
、
こ
れ
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

は
一
目
瞭
然
に
結
果
が
出
て
く
る
。

つ
い
て
は
、
同
じ
十
七
年
間
の
期
間
で

東
ア
ジ
ア
諸
国
内
で
の
「
観
光
・
レ
ジ
ャ

ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
分
野
に
お

け
る
査
読
付
き
論
文
発
表
数
が
ど
の
よ

う
に
推
移
し
た
の
か
を
グ
ラ
フ
化
し
て
み

よ
う
（
図
１
）。

実
は
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ご
ろ

ま
で
は
決
定
的
な
差
は
存
在
し
な
か
っ
た

の
が
明
白
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
六
年
ご
ろ

に
比
較
対
象
の
台
湾
、
中
国
、
韓
国
の
生

産
性
が
飛
び
上
が
っ
た
の
が
見
て
取
れ
る
。

観
光
庁
が
発
足
す
る
直
前
の
二
〇
〇
七
年

Table4: Country Ranking : Business, Management and Accounting, 
"Tourism, Leisure and Hospitality Management" 
1996-2012 Top 30 Only

表4  国と地域別順位：観光・レジャー・ホスピタリティ経営分野  
1996-2012  上位30 （SCImago Journal & Country Rank）

出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索

国 論文数 引用可能
論文数

被引用
回数

自己引用
回数

1論文あたりの
被引用回数

H index
H指数

1 アメリカ 3,810 3,642 26,026 10,813 10.41 57
2 イギリス 2,109 2,033 15,821 4,831 10.35 45
3 オーストラリア 1,430 1,384 9,197 2,459 11.64 40
4 カナダ 796 760 6,557 1,130 11.47 37
5 ニュージーランド 423 403 3,215 502 12.42 27
6 香港 416 401 1,800 372 7.70 19
7 スペイン 387 377 2,825 709 13.12 26
8 中国 330 327 1,453 425 12.58 15
9 台湾 274 270 973 300 17.58 12

10 オランダ 268 261 2,189 378 12.99 26
11 韓国 243 240 1,245 147 11.42 17
12 スウェーデン 226 218 1,251 224 10.61 18
13 フランス 223 202 1,117 186 7.44 16
14 イタリア 193 189 684 152 7.10 12
15 ドイツ 192 189 882 201 6.53 15
16 ギリシャ 176 174 1,018 179 17.00 16
17 トルコ 171 167 994 240 11.82 15
18 ノルウェー 165 160 802 133 10.37 16
19 イスラエル 143 141 1,216 235 8.89 18
20 フィンランド 133 129 594 161 7.41 12
21 ポルトガル 121 114 605 113 10.26 13
22 シンガポール 118 116 816 113 8.62 15
23 南アフリカ 105 99 485 165 7.85 12
24 デンマーク 104 103 701 67 13.36 15
25 スイス 101 97 467 49 5.80 11
26 日本 96 94 537 65 6.94 11
27 オーストリア 95 94 571 96 7.37 14
28 マレーシア 93 91 286 51 8.10 10
29 インド 89 88 508 97 6.30 12
30 タイ 80 78 369 53 7.57 11
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ご
ろ
に
、
世
界
に
お
け
る
学
術
競
争
の
基

本
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
て
自
主
的
な
学
術

研
究
鎖
国
体
制
に
自
己
変
革
を
仕
掛
け

て
お
け
ば
、
そ
の
後
爆
発
的
に
世
界
に
向

け
て
の
研
究
発
信
が
増
加
し
、
三
者
で
熾し

烈れ
つ

な
地
域
間
競
争
を
行
う
中
国
・
韓
国
・

台
湾
の
後
塵
を
拝
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

こ
の
時
期
は
日
本
国
内
で
観
光
学
部

新
設
が
相
次
い
だ
時
期
で
あ
り
、
ま
た
、

観
光
庁
の
前
身
で
あ
る
国
土
交
通
省
総

合
政
策
局
が
、
世
界
の
潮
流
に
い
ち
早

く
気
づ
き
、
観
光
産
業
強
化
に
は
ミ
ク
ロ

レ
ベ
ル
で
経
営
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す

べ
く
世
界
の
主
流
で
あ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
コ
ア
と
す
る
モ
デ
ル

が
世
界
の
優
秀
な
研
究
者
・
留
学
生
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

で
き
る
か
と
い
う
観
点
で
も
か
な
り
厳

し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
る
。

優
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
優
れ
た
研
究

者
が
集
積
す
る
高
等
研
究
機
関
に
お
け

る
「
知
識
創
造
」
が
そ
の
源
泉
と
な
る
が
、

そ
の
基
本
モ
デ
ル
で
あ
る
世
界
学
術
界
へ

の
貢
献
と
い
う
意
味
で
は
日
本
よ
り
も
魅

力
的
な
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
経
営
」
分
野
の
留
学
先
が
二
十
五

カ
国
存
在
し
、
香
港
、
中
国
、
台
湾
、
韓

国
の
魅
力
の
ほ
う
が
過
去
六
年
間
で
は

る
か
に
上
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
が
明
白
で
あ
る
。
こ
の
現
状
で
は
「
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」

分
野
で
日
本
に
来
る
留
学
生
は
、
上
位

二
十
五
カ
国
に
行
け
な
か
っ
た
か
、
あ
る

い
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
飲
食
店

等
で
の
就
労
の
ほ
う
に
魅
力
が
あ
る
学
生

な
の
で
は
、
と
い
う
見
方
も
否
定
し
難
い

ほ
ど
の
数
値
で
あ
る
。

世
界
学
術
界
に
貢
献
す
る
研
究
活
動

が
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、「
知

識
創
造
」
行
為
が
ほ
ぼ
存
在
せ
ず
、
学
会

は
ほ
と
ん
ど
他
の
研
究
者
が
見
い
だ
し
た

知
識
を
引
用
し
て
語
る
と
い
う
、「
知
識

移
転
」
行
為
が
大
多
数
で
あ
る
と
想
定
で

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
案
し
た
時
期
で
あ
る
。

そ
の
内
容
を
反
映
し
て
自
己
変
革
し
た
学

部
学
科
が
あ
れ
ば
、
そ
の
後
の
日
本
の
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営

分
野
学
術
研
究
界
は
こ
こ
ま
で
世
界
の
潮

流
に
取
り
残
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
点
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。

図
１
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
日
本
語

で
日
本
人
と
だ
け
議
論
し
て
い
る
人
に
は

お
そ
ら
く
現
時
点
で
も
見
え
な
い
内
容
で

あ
り
、
今
ま
で
ど
お
り
に
自
主
鎖
国
体
制

を
継
続
す
れ
ば
実
態
は
隠い

ん
ぺ
い蔽

可
能
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
過
去
二
年
間

の
世
界
の
激
流
で
、
世
界
中
の
研
究
者
・

研
究
資
金
供
給
者
・
教
育
行
政
担
当
者

全
て
に
こ
の
情
報
が
簡
単
に
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
外
的
環
境
の

急
変
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

浦
賀
に
黒
船
が
き
た
際
に
、江
戸
幕
府（
国

内
学
術
界
全
体
）
と
各
藩
（
各
学
術
分

野
）
の
戦
力
実
態
が
世
界
中
に
定
量
的
に

暴
露
さ
れ
て
し
ま
っ
た
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

の
激
流
で
あ
る
。
表
４
と
図
１
を
並
べ
て

み
る
と
、
観
光
産
業
以
外
に
も
輸
出
産
業

足
り
得
る
も
う
一
つ
の
産
業「
教
育
産
業
」

の
枠
組
み
で
、
日
本
国
内
の
「
観
光
・
レ

ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
分
野

9 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集1 世界の潮流の変化・方向性に呼応しない日本観光学術界に迫り来る危機と変革への戦略試案

Chart1: Competition in East Asia in Tourism, 
Leisure & Hospitality Management Research Output

図1  東アジアでの「観光・レジャー・ホスピタリティ経営分野」
年間研究論文数推移

（1996年から2012年：日本・中国・韓国・台湾の比較）

Japan 3 0 4 2 1 1 4 1 1 5 8 4 9 7 17 10 19

China 0 6 4 3 1 4 3 6 3 11 19 11 25 35 48 75 76

South Korea 1 1 3 1 3 3 6 7 7 12 15 11 17 32 30 44 50

Taiwan 1 1 1 0 0 2 0 4 4 7 29 11 16 32 40 51 75

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

出典：http://www.scimagojr.com
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10

き
る
。
つ
ま
り
ピ
ザ
ム
氏
の
言
う
「
語
り

部
モ
デ
ル
」
で
あ
り
、
世
界
水
準
か
ら
見

る
と
六
十
年
遅
れ
と
な
る
。

今
ま
で
は
、
世
界
の
学
会
活
動
か
ら
は

日
本
語
を
理
由
に
自
主
鎖
国
体
制
を
敷
き
、

そ
れ
ら
の
不
都
合
を
隠い

ん
ぺ
い蔽

し
、
世
界
の
学

会
と
真
剣
に
擦
り
合
わ
せ
た
こ
と
の
な
い

自
分
の
意
見
を
熱
血
教
師
の「
知
識
移
転
」

で
学
生
に
聞
か
せ
る
モ
デ
ル
で
回
し
て
き

た
わ
け
だ
が
、
世
界
と
の
学
術
競
争
で
は

そ
れ
で
は
決
定
的
に
劣
後
し
、
日
本
国
内

文
科
系
分
野
の
な
か
で
も
最
低
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
が
過
去
二
年
で
世
界
中
の
人
間

に
暴
露
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

日
本
の
観
光
分
野
研
究

の
問
題
点
確
認

た
だ
デ
ー
タ
を
見
る
だ
け
で
は
、
日
本

の
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
経
営
」
分
野
が
学
術
研
究
分
野
と
し
て

は
実
質
上
崩
壊
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
た
だ
け
で
、
後
味
の
悪
い
事
実
確
認

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
後
半
は
日
本
の
当
学
術
研
究

分
野
が
そ
の
国
力
に
ふ
さ
わ
し
い
学
術
貢

献
を
行
う
体
制
構
築
の
戦
略
策
定
を
三

つ
の
ス
テ
ッ
プ
、
す
な
わ
ち
、

（
１
）
現
状
問
題
点
確
認

（
２
）
将
来
の
方
向
性
と
理
想
像
提
起

そ
し
て
、

（
３
）
実
現
に
向
け
た
国
家
戦
略
試
案

の
形
で
提
示
し
、
ど
の
程
度
の
期
間
で

ど
の
程
度
努
力
す
れ
ば
輝
か
し
い
栄
光
を

確
保
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

は
世
界
二
十
六
位
の
ま
ま
、
シ
ェ
ア
で
い

え
ば
世
界
の
論
文
発
表
数
の
〇・八
五
％
。

二
〇
〇
七
年
以
降
に
多
く
の
観
光
学
部

学
科
が
設
立
さ
れ
、
現
時
点
で
は
四
十
五

大
学
程
度
に
学
部
学
科
が
存
在
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
英
文
査
読
付
き
学
術

論
文
掲
載
が
年
間
総
数
十
九
本
な
ら
ば
、

世
界
の
学
術
界
に
対
し
て
論
文
一
本
も
出

◎
現
状
俯
瞰

直
近
の
デ
ー
タ
は
二
〇
一
二
年
で
あ
る

た
め
、
こ
の
単
年
度
デ
ー
タ
を
表
５
と
し

て
引
用
す
る
。

二
〇
一
二
年
は
日
本
の
「
観
光
・
レ
ジ

ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
学
術

界
に
と
っ
て
は
過
去
最
高
の
年
間
十
九

本
と
貢
献
し
た
が
、
単
年
度
で
の
順
位

Table5: Country Ranking : Business, Management and Accounting, 
"Tourism, Leisure and Hospitality Management" 
2012 Top 30 Only

表5  国と地域別順位：大項目（商学・経営・会計学）の小項目（観光・レ
ジャー・ホスピタリティ経営分野） 2012単年　上位30

（SCImago Journal & Country Rank）

国 論文数 引用可能
論文数

被引用
回数

自己引用
回数

1論文あたりの
被引用回数

H index
H指数

1 アメリカ 531 500 146 72 0.27 57
2 イギリス 239 228 81 36 0.34 45
3 オーストラリア 232 226 54 25 0.23 40
4 カナダ 92 89 22 5 0.24 37
5 中国 76 74 32 12 0.42 15
6 台湾 75 75 9 5 0.12 12
7 スペイン 71 70 10 1 0.14 26
8 ニュージーランド 62 60 15 1 0.24 27
9 韓国 50 50 4 0 0.08 17

10 スウェーデン 48 45 15 10 0.31 18
11 香港 47 46 16 3 0.34 19
12 ドイツ 42 41 25 9 0.60 15
13 イタリア 41 39 11 5 0.27 12
14 オランダ 40 39 18 4 0.45 26
15 フランス 38 36 11 3 0.29 16
16 ポルトガル 36 34 4 1 0.11 13
17 ノルウェー 32 31 6 0 0.19 16
18 トルコ 32 32 3 2 0.09 15
19 フィンランド 31 30 10 4 0.32 12
20 マレーシア 31 29 9 1 0.29 10
21 南アフリカ 30 30 14 7 0.47 12
22 ベルギー 24 24 12 4 0.50 9
23 ギリシャ 24 23 4 1 0.17 16
24 スイス 23 22 10 4 0.43 11
25 デンマーク 22 22 12 3 0.55 15
26 日本 19 19 1 0 0.05 11
27 タイ 18 18 1 0 0.06 11
28 オーストリア 15 15 16 5 1.07 14
29 イスラエル 13 13 2 1 0.15 18
30 シンガポール 13 12 8 1 0.62 15

出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索
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11 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集1 世界の潮流の変化・方向性に呼応しない日本観光学術界に迫り来る危機と変革への戦略試案

し
て
い
な
い
学
部
学
科
が
過
半
数
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
被
引
用

回
数
が
三
十
カ
国
中
最
低
で
あ
る
点
、
論

文
は
発
表
し
て
も
、
世
界
の
同
業
研
究
者

に
与
え
る
影
響
が
低
い
点
も
う
か
が
え
る
。

さ
て
、
米
国
の
例
で
も
、
研
究
系
（
テ

ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度T

enure T
rack   

System

）（
注
２
）
教
員
が
お
ら
ず
、「
知

識
移
転
」
の
教
育
機
関
業
務
に
徹
底
し
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ（Com

m
u-

nity Colleges

）（
注
３
）
の
ケ
ー
ス
は
存

在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
場
合

は
専
門
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
相
対
的
に

世
界
標
準
を
十
分
俯
瞰
し
た
効
果
的
な

内
容
で
仕
上
が
っ
て
い
る
ゆ
え
、
大
学
レ

ベ
ル
で
研
究
業
務
を
放
棄
し
て
自
己
流
の

教
育
機
関
モ
デ
ル
に
邁ま

い
し
ん進

す
る
と
、
専
門

学
校
と
の
棲す

み
分
け
が
危
う
く
な
る
。
基

本
的
に
は
、
大
学
院
が
あ
る
よ
う
な
学
部

学
科
は
、
研
究
系
機
関
と
見
な
さ
れ
る
。

特
に
博
士
課
程
を
持
つ
場
合
は
、
世
界
に

向
け
て
研
究
成
果
を
英
文
研
究
論
文
で

発
信
す
る
と
い
う
「
知
識
創
造
」
の
世
界

共
通
ル
ー
ル
で
勝
負
す
る
こ
と
は
必
然
で

あ
る
た
め
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
評
価
方

法
は
修
士
課
程
さ
ら
に
博
士
課
程
と
高

く
な
る
に
つ
れ
て
よ
り
厳
し
く
問
わ
れ
る

点
は
明
記
し
て
お
き
た
い
。

◎
現
状
認
識

戦
略
論
構
築
で
最
も
重
要
な
最
初
の
一

歩
が
正
し
い
現
状
認
識
で
あ
る
。
現
状
認

識
を
回
避
し
、
情
報
を
隠
蔽
し
て
い
て
は
、

戦
略
構
築
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
。

研
究
活
動
に
関
し
て
は
「
日
本
語
で
研
究

活
動
し
て
い
る
成
果
を
考
慮
す
べ
き
」
と

思
わ
れ
る
方
々
が
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
展
す
る
と
同
時

に
、
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
学
術
言
語
と
し
て

の
英
語
の
地
位
が
不
動
の
も
の
と
な
っ
て

し
ま
い
、
英
語
の
論
文
を
読
み
、
英
語
で

論
文
を
世
界
に
向
け
て
査
読
付
き
学
術

誌
で
発
表
し
な
い
限
り
、
世
界
か
ら
見
た

存
在
感
は
ゼ
ロ
で
あ
る
と
い
う
冷
酷
な
世

界
の
現
実
か
ら
逃
避
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。「
過
去
論
文
精
査
・
デ
ー
タ
取

得
・
統
計
的
解
析
に
よ
る
仮
説
検
証
等
の

手
法
」
と
い
う
世
界
の
標
準
ル
ー
ル
に
準

拠
し
た
内
容
が
な
い
場
合
は
、
語
学
の
問

題
で
は
な
く
論
文
内
容
の
問
題
で
、
世
界

の
査
読
論
文
に
掲
載
さ
れ
る
確
率
は
極
め

て
低
く
な
る
。
現
状
の
学
術
研
究
手
法
や

方
向
性
を
正
当
化
し
よ
う
に
も
、
世
界

学
術
研
究
界
は
実
績
が
あ
ま
り
に
多
く

り
、
世
界
四
位
を
確
保
す
る
。
も
っ
と
壮

大
な
理
想
像
は
年
間
二
百
五
十
本
、
中

韓
台
湾
香
港
を
加
え
て
も
敵
わ
な
い
分

量
の
英
文
査
読
付
き
「
知
識
創
造
」
論

文
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
体
制
づ

く
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
状
の
十
倍
以
上
、

二
〇
一
二
年
度
実
績
の
約
十
三
倍
の
水
準

で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
英
国
を
超
え
て
世

界
第
二
位
の
地
位
を
狙
え
る
実
績
と
な
ろ

う
。
日
本
の
文
科
系
学
術
分
野
間
で
最

低
レ
ベ
ル
の
国
際
競
争
力
で
あ
っ
た
当
分

野
を
、
十
一
年
後
に
日
本
の
文
科
系
学
術

分
野
で
最
高
レ
ベ
ル
の
国
際
競
争
力
に
持

ち
上
げ
る
野
心
的
な
案
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、日
本
の
「
観
光・レ
ジ
ャ
ー・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
学
術
界
の
理
想

像
と
し
て
は
、

第
一
目
標
： 

英
文
査
読
付
き
学
術
論
文

掲
載
年
間
総
計　
　
　

 

五
十
本

第
二
目
標
： 

英
文
査
読
付
き
学
術
論
文

掲
載
年
間
総
計　
　
　
　

 

百
本

第
三
目
標
： 

英
文
査
読
付
き
学
術
論
文

掲
載
年
間
総
計　

 

二
百
五
十
本

と
設
定
す
る
。
こ
の
第
三
目
標
達
成
時

点
で
、
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
経
営
分
野
の
勉
強
を
希
望
す
る
世
界
の

学
生
か
ら
は
、
米
国
の
次
に
日
本
が
留
学

を
物
語
る
世
界
で
あ
り
、
現
状
の
延
長
線

上
に
は
解
決
方
法
は
存
在
し
な
い
点
を
速

や
か
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

表
５
の
数
値
、
こ
れ
が
世
界
か
ら
見

た
日
本
の
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
経
営
」
学
術
界
の
現
状
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
反
論
は
、
具
体
的
な
数
値

を
挙
げ
ら
れ
る
場
合
し
か
認
め
ら
れ
な
い
、

そ
れ
も
世
界
の
激
流
の
現
状
で
あ
る
。

観
光
分
野
研
究
の

方
向
性
と
理
想
像

国
家
の
潜
在
力
か
ら
見
て
、日
本
の「
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」

学
術
界
は
、
ま
ず
現
状
、
東
ア
ジ
ア
諸
国

相
対
比
で
も
ほ
ぼ
崩
壊
状
態
で
あ
る
点
、

こ
の
現
状
を
客
観
的
に
冷
静
に
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
。
幸
い
、
冷
静
な
現
状
認
識

の
後
は
、
今
後
ど
の
方
向
に
走
り
、
理
想

像
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
を
目
指
す

の
か
の
議
論
が
可
能
と
な
る
。
も
う
一
度

表
５
を
見
よ
う
。

二
〇
一
二
年
で
年
間
五
十
本
な
ら
ば
韓

国
と
同
位
で
あ
り
、
大
項
目
で
の
十
位
に

匹
敵
す
る
地
位
と
な
る
。
た
だ
し
理
想
像

は
年
間
百
本
で
中
国
、
カ
ナ
ダ
を
抜
き
去

221特集1.indd   11 14/04/02   13:21
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先
と
し
て
前
向
き
に
選
択
さ
れ
、
ま
た
世

界
の
研
究
者
が
最
先
端
分
野
の
研
究
を

極
め
た
い
と
い
う
場
合
に
、
日
本
を
選
ぶ

と
い
う
ケ
ー
ス
が
数
多
く
発
生
し
、
現
状

あ
ま
り
な
い
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
（
使
用
言
語
・
英
語
）」

の
国
際
学
術
会
議
が
日
本
で
年
間
に
複

数
回
開
催
さ
れ
、
現
状
一
つ
だ
け
の
日
本

ベ
ー
ス
の
英
文
学
術
研
究
誌
が
十
件
程
度
、

日
本
の
研
究
機
関
で
ホ
ス
ト
さ
れ
る
よ
う

な
状
況
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

れ
が
理
想
像
で
あ
る
。

最
後
に
現
状
か
ら
、
理
想
像
に
ど
う

到
達
す
る
か
を
時
間
配
分
と
と
も
に
検

討
す
れ
ば
、
そ
れ
が
戦
略
案
と
な
る
。

日
本
の「
観
光・レ
ジ
ャ
ー・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」

学
術
界
の
戦
略
案

戦
略
案
と
は
、
現
状
か
ら
理
想
像
に

到
達
す
る
た
め
の
道
標
で
あ
り
、
時
間
の

単
位
を
設
定
し
て
各
期
に
達
成
進し

ん

捗ち
ょ
く

状

況
を
定
量
的
に
自
己
測
定
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
小
泉
首
相
に
よ
り
観
光
立
国

が
宣
言
さ
れ
た
の
が
二
〇
〇
三
年
で
あ

り
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
が
表
６
に
あ
る

二
〇
一
二
年
度
の
実
績
で
あ
る
。
な
ら

ば
、
二
〇
一
三
年
を
第
一
年
と
し
て
、
そ

の
後
十
年
間
で
第
三
目
標
を
ク
リ
ア
す
る

よ
う
な
ペ
ー
ス
で
論
文
発
表
数
を
伸
ば
せ

ば
、
結
果
と
し
て
そ
の
過
程
で
第
一
目
標

と
第
二
目
標
も
達
成
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

表
６
は
そ
れ
を
具
体
的
数
値
目
標
と
し

て
設
定
し
、
ま
た
日
本
政
府
・
観
光
庁
が

発
表
し
た
年
間
訪
日
外
国
人
目
標
数
と

一
緒
に
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
観
光
庁
、

二
〇
〇
九
）。

前
提
条
件
と
し
て
は
、
年
間
三
〇
％
増

の
複
利
計
算
を
四
捨
五
入
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
戦
略
案
に
従
え
ば
、
第
一
目
標

は
年
間
訪
日
外
国
人
目
標
二
千
万
人
達

成
の
二
〇
一
六
年
に
同
時
に
達
成
し
、
そ

の
時
点
で
韓
国
と
同
程
度
と
な
り
世
界

順
位
は
十
位
を
確
保
す
る
。
第
二
目
標

は
年
間
訪
日
外
国
人
目
標
二
千
五
百
万

人
達
成
の
二
〇
一
九
年
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
主
催
年
度
に
同
時
に
達
成
し
、

そ
の
時
点
で
カ
ナ
ダ
・
中
国
・
台
湾
を
超

え
る
学
術
研
究
生
産
性
を
発
揮
し
、
世
界

順
位
は
四
位
を
確
保
す
る
。
そ
し
て
最
後

に
、
十
年
後
の
二
〇
二
二
年
に
は
、
第
三

目
標
は
年
間
訪
日
外
国
人
目
標
三
千
万

人
達
成
年
に
同
時
に
達
成
し
、
そ
の
時
点

で
英
・
豪
を
超
え
る
高
い
学
術
研
究
生
産

性
を
発
揮
し
、
発
表
論
文
数
世
界
シ
ェ
ア

一
〇
％
で
世
界
順
位
は
二
位
を
確
保
す
る
。

さ
て
、大
き
な
戦
略
と
し
て
の
方
向
性・

理
想
像
・
時
間
枠
が
提
示
さ
れ
た
が
、
そ

れ
を
具
体
的
に
ど
う
実
現
す
る
か
は
戦

術
論
の
世
界
で
あ
る
。

◎
日
本
の
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
経
営
」
学
術
界
の
大
変
革

へ
の
戦
術
論
試
案

組
織
も
人
間
も
本
質
的
に
変
化
を
嫌

い
安
定
を
好
む
が
、
時
代
が
大
変
革
を
し

て
い
る
際
に
、
自
己
変
革
を
拒
む
と
い
ず

れ
組
織
全
体
が
崩
壊
す
る
。
日
本
は
明

治
維
新
・
太
平
洋
戦
争
敗
戦
と
い
う
二
つ

の
大
変
革
を
乗
り
越
え
、
世
界
を
揺
る
が

す
よ
う
な
大
成
功
を
収
め
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持

っ
て
い
る
。
で
は
、
変
化
を
嫌
う
組
織
・

人
間
を
い
か
に
変
化
に
向
か
わ
せ
る
の
か
。

そ
れ
に
は
前
述
の
事
実
認
識
に
よ
る
危
機

感
の
共
有
と
変
化
へ
の
賞
罰
制
度
構
築
が

鍵
と
な
ろ
う
。

政
府
側
か
ら
の
賞
罰
制
度

外
様
の
私
が
あ
ま
り
具
体
的
に
言
う

の
は
憚は

ば
か

ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
こ
の
論
文
で

私
が
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
伝
え
て
い

る
可
視
化
さ
れ
た
事
実
の
認
識
を
図
る
。

次
に
、
政
府
関
連
部
局
（
観
光
庁
・
文
部

科
学
省
）
が
、
政
府
が
国
策
と
し
て
進
め

る
観
光
立
国
へ
の
学
術
界
か
ら
の
具
体
的

協
力
の
一
環
と
し
て
、
既
に
理
系
学
部
で

は
当
た
り
前
に
実
践
さ
れ
て
い
る
世
界
へ

の
英
文
査
読
付
き
論
文
発
信
モ
デ
ル
実
施

表6  日本の「観光・レジャー・ホスピタリティ経営」
学術分野再興戦略案

出典：筆者作成（参照論文の変数：年間増加率30%）
Source: Made by the Author (Parameter for refereed paper: 30% annual compounding rate)

実施対象
年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

年間英文
査読付き論文数 19 25 32 42 54 71 92 119 155 201 262

年間訪日外国人
目標数（百万人）  10   20   25   30
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を
宣
言
し
、
補
助
金
等
の
配
分
を
そ
の
達

成
状
況
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
。

あ
る
い
は
研
究
費
割
り
当
て
評
価
時

に
、
世
界
学
術
界
へ
の
貢
献
度
評
価
率
を

高
め
、
世
界
的
研
究
を
実
践
し
て
い
る
大

学
学
部
学
科
へ
の
評
価
・
優
先
配
分
を
実

施
す
る
等
が
あ
ろ
う
。
国
策
で
あ
る
観

光
立
国
に
合
致
せ
ず
、
世
界
研
究
ル
ー
ル

も
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
も
無
視
し
た
勝
手

な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
語
り
部
論
文
に

は
、
も
は
や
納
税
者
か
ら
の
貴
重
な
資
金

を
与
え
な
い
と
い
う
単
純
明
快
な
ル
ー
ル

で
あ
る
。

　
　大

学
側
の
賞
罰
制
度

米
国
や
韓
国
等
で
は
当
た
り
前
の
テ
ニ

ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
実
施
に
よ
り
、
最
低

年
間
二
～
三
本
の
英
文
査
読
付
き
論
文

発
表
を
毎
年
継
続
し
な
い
限
り
は
、
三
年

後
、
ま
た
は
六
年
後
に
契
約
更
新
し
な
い

と
い
う
圧
力
を
か
け
て
、
若
手
研
究
員
の

行
動
と
意
識
自
体
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
中
国
の
某
大
学
で
は
、
英
文
査

読
付
き
論
文
発
表
の
た
び
に
現
金
支
給

を
し
て
ま
で
、
研
究
活
動
を
奨
励
し
て
い

る
。
米
国
の
博
士
課
程
で
博
士
号
を
取
得

し
た
学
者
な
ら
ば
、
全
く
当
た
り
前
に
こ

の
制
度
で
求
め
ら
れ
て
い
る
行
動
が
で
き

る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
研
究
系
教
員
を
複

数
採
用
す
れ
ば
、
周
囲
に
与
え
る
影
響
は

大
き
く
な
る
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
制
度
で
世
界
中
か
ら
優
秀
な
若
手

研
究
者
を
招
聘
し
、
高
い
生
産
性
を
見
せ

つ
け
る
こ
と
の
で
き
た
人
材
以
外
は
入
れ

替
え
て
し
ま
え
ば
よ
い
と
い
う
制
度
を
運

営
す
る
こ
と
に
な
る
。

大
学
経
営
陣
側
の
変
革

米
国
で
博
士
号
を
取
得
し
た
研
究
者

で
あ
れ
ば
、
米
国
人
で
な
く
て
も
、
世
界

で
通
用
す
る
ル
ー
ル
を
体
得
し
て
い
る
が

故
に
、
高
い
研
究
論
文
発
表
圧
力
に
応
え

て
生
産
性
を
確
保
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。

現
状
、
日
本
人
の
欧
米
大
学
博
士
課
程

学
生
が
ほ
ぼ
い
な
い
状
況
で
、
日
本
の
大

学
が
こ
の
大
変
革
を
仕
掛
け
る
に
は
、「
日

本
語
が
で
き
る
人
」
と
い
う
条
件
を
自
ら

放
棄
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
る
と
、
授

業
も
学
部
学
科
内
会
議
も
そ
れ
に
合
わ

せ
て
英
語
で
実
施
が
必
須
と
な
る
。
分
野

は
別
だ
が
、
日
本
に
は
既
に
早
稲
田
大
学

国
際
教
養
学
部
、
立
命
館
Ａ
Ｐ
Ｕ
、
秋
田

の
国
際
教
養
大
学
等
の
成
功
例
が
あ
り
、

あ
る
場
合
が
あ
る
。

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
で
生
き
残
れ

る
人
材
は
統
計
学
等
最
新
の
ス
キ
ル
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
人
材
を
採
用

し
て
、
即
座
に
「
定
量
的
研
究
手
法
」
等

の
大
学
院
必
修
コ
ー
ス
を
担
当
さ
せ
る
と
、

そ
の
学
生
た
ち
が
み
な
定
量
的
な
ス
キ
ル

を
習
得
し
て
、
組
織
の
研
究
系
能
力
が

大
き
く
底
上
げ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
米

国
式
の
定
量
的
手
腕
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
当
初
の
導
入
時
に
は
困
難
が
伴
う

が
、
我
慢
し
て
何
年
か
継
続
す
る
と
そ
の

配
下
の
学
生
が
高
い
研
究
生
産
性
を
持
っ

て
育
つ
た
め
、
あ
る
程
度
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ

ッ
ク
制
度
の
若
手
研
究
者
た
ち
に
任
せ
る

必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
結
果
は
査
読
付

き
論
文
発
表
数
で
明
確
に
測
定
で
き
る

た
め
、
恩
恵
は
計
測
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

予
算
的
負
担
と
し
て
は
、
研
究
系
で
世
界

と
勝
負
で
き
る
機
関
を
目
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
当
然
大
学
付
属
図
書
館
が
欧
米
大

手
出
版
社
と
の
包
括
購
読
契
約
を
締
結

し
、
学
内
研
究
者
が
自
由
に
世
界
の
論
文

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
な
研
究
イ

ン
フ
ラ
構
築
は
必
須
で
あ
る
点
を
指
摘
し

て
お
く
。

多
摩
大
学
の
よ
う
に
当
分
野
の
教
育
で
こ

れ
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
存
在
す
る
。

異
文
化
の
人
材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、

異
文
化
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
な
り
、

大
学
経
営
陣
側
の
意
識
や
慣
習
も
大
変

革
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
が
実
施
さ
れ
た
際
の
素
晴
ら
し
い
副

作
用
と
し
て
は
、
日
本
の
国
内
問
題
で
あ

る
少
子
化
が
直
撃
す
る
恐
怖
と
決
別
し
、

人
口
も
可
処
分
所
得
も
増
加
す
る
ア
ジ
ア

諸
国
の
ニ
ー
ズ
獲
得
を
直
接
狙
え
る
グ
ロ

ー
バ
ル
な
学
部
経
営
モ
デ
ル
に
変
貌
す
る

こ
と
に
な
る
。

研
究
系
大
学
へ
の
試
練
と

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
革
の
恩
恵

米
国
研
究
系
大
学
で
力
点
が
置
か
れ

て
い
る
の
は
、
博
士
課
程
学
生
に
徹
底
的

に
統
計
学
等
の
定
量
的
研
究
手
法
を
叩

き
込
む
こ
と
だ
が
、
日
本
の
大
学
で
は
博

士
課
程
で
も
統
計
が
必
修
科
目
で
な
い
と

い
う
、
米
国
大
学
経
営
者
に
と
っ
て
は
驚

く
べ
き
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
世
界
の
博
士
課

程
で
も
米
国
の
よ
う
に
統
計
学
手
腕
を

徹
底
す
る
国
と
、
欧
州
ア
ジ
ア
諸
国
そ
の

他
の
よ
う
に
、
博
士
課
程
学
生
に
よ
っ
て

定
量
的
ス
キ
ル
に
個
人
間
の
ば
ら
つ
き
が
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研
究
者
側
の
変
革

世
界
の
研
究
者
も
、
名
前
を
入
れ
て

検
索
す
る
と
、
そ
の
人
物
が
発
表
し
た
論

文
タ
イ
ト
ル
一
覧
や
、
被
引
用
回
数
ま
で

全
て
出
て
く
る
時
代
に
急
激
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
も
は
や
、
世
界
で
研
究
者

を
名
乗
る
に
は
、
英
文
査
読
付
き
論
文
以

外
は
評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
冷
酷
だ
が
国

籍
性
別
年
齢
人
種
等
無
関
係
の
極
め
て

フ
ェ
ア
な
ル
ー
ル
を
、
わ
れ
わ
れ
は
止
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
な
る
と
、
英
文

査
読
付
き
論
文
を
発
表
す
る
し
か
な
い
わ

け
だ
が
、
現
状
、
特
に
上
位
か
ら
中
位
の

英
文
査
読
付
き
学
術
誌
は
、
定
量
的
な

科
学
の
枠
組
み
に
準
拠
し
た
論
文
で
な
い

と
掲
載
さ
れ
る
可
能
性
は
か
な
り
低
く

な
る
。
そ
う
で
な
く
て
も
当
分
野
に
お
け

る
査
読
付
き
学
術
誌
の
三
分
の
二
か
ら
四

分
の
三
の
論
文
は
、
定
量
的
な
内
容
で
あ

る
と
い
う
メ
タ
調
査
を
検
証
し
た
論
文
が

あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
自
ら
統
計
学
・
定
量
研
究

手
法
等
を
習
得
し
、
結
果
を
英
語
で
書

く
と
い
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
そ

れ
が
困
難
な
場
合
は
共
同
研
究
で
、
統

計
学
が
で
き
る
研
究
者
や
理
系
研
究
者

を
入
れ
る
方
法
は
あ
る
。
お
そ
ら
く
英
語

よ
り
は
統
計
学
の
ほ
う
が
困
難
で
あ
ろ
う
。

英
語
が
で
き
る
だ
け
の
人
た
ち
と
、
統
計

学
が
で
き
る
だ
け
の
人
た
ち
で
は
、
前
者

の
ほ
う
が
英
文
査
読
付
き
論
文
発
表
へ
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
世
界
の
学

術
研
究
界
で
は
英
語
は
で
き
て
当
た
り
前

で
あ
り
、
で
き
て
有
利
に
な
る
こ
と
は
な

い
。
統
計
的
手
法
は
、
そ
の
最
新
技
法
等

を
駆
使
す
る
と
、
査
読
を
通
過
し
や
す
く

な
る
こ
と
が
あ
る
の
と
好
対
照
で
あ
る
。

日
本
の
観
光
研
究
の

国
際
化
に
向
け
て

日
本
の
観
光
研
究
に
大
変
革
が
必
要

だ
と
い
う
世
界
激
流
の
事
実
を
提
示
し
、

後
半
は
そ
れ
に
対
し
て
の
戦
略
試
案
を
述

べ
た
。
現
時
点
で
米
国
に
お
け
る
テ
ニ
ュ

ア
資
格
が
あ
り
、
経
営
側
に
い
る
唯
一
の

日
本
人
ゆ
え
に
、
残
念
な
が
ら
サ
ン
プ
ル

数
は
一
の
「
語
り
部
論
文
」
と
な
っ
た
。

文
化
人
類
学
や
社
会
学
出
身
の
方
々

か
ら
、
今
後
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い

う
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
が
、
そ
れ
に
対

し
て
は
「
わ
れ
わ
れ
が
な
ぜ
、
観
光
を
産

業
と
し
て
奨
励
す
る
の
か
と
い
う
大
原
則

の
目
的
部
分
さ
え
共
有
で
き
れ
ば
、
異
分

の
消
費
支
出
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
現

状
疲
弊
し
た
日
本
国
内
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
て
、
地
域
住
民
の
生
活
水
準
維

持
・
向
上
を
図
る
」
と
い
う
政
府
目
的
に

貢
献
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
事
態
に
気

づ
い
て
自
己
変
革
を
早
め
に
仕
掛
け
る
人

と
、
最
後
ま
で
見
え
な
い
聞
こ
え
な
い
ふ

り
を
し
て
自
己
変
革
を
拒
む
人
と
に
対
応

が
分
か
れ
る
の
は
、
幕
末
と
同
じ
状
況
で

あ
ろ
う
。
よ
り
多
く
の
機
会
と
恩
恵
を
享

受
し
、
か
つ
痛
み
が
少
な
い
の
が
前
者
で

あ
る
の
は
、
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。

な
お
、
学
生
募
集
も
市
場
経
済
原
則

で
あ
る
の
で
、
訪
日
外
国
人
増
加
に
よ
り
、

観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
界
で
多
く

の
経
営
人
材
が
要
求
さ
れ
る
な
か
で
、
産

業
界
の
ニ
ー
ズ
に
も
世
界
学
術
界
の
潮
流

に
も
合
致
し
な
い
語
り
部
観
光
学
モ
デ
ル

に
固
執
し
、
観
光
庁
の
提
示
し
た
世
界
主

流
の
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
案
を
無
視
し
続
け
る
と
、
学
生

の
業
界
就
職
率
二
〇
％
割
れ
、
卒
業
生
・

保
護
者
・
高
校
の
不
満
増
大
、
予
備
校
で

の
評
判
低
下
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
で

応
募
定
員
割
れ
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム
閉
鎖
（
組

織
崩
壊
）
の
自
然
淘
汰
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

現
状
二
十
六
位
に
あ
る
日
本
の「
観
光
・

野
の
学
者
・
研
究
者
が
共
同
で
産
官
に
貢

献
で
き
る
の
で
は
」
と
答
え
て
い
る
。
観

光
を
産
業
と
し
て
奨
励
す
る
目
的
は
、
地

域
納
税
者
の
生
活
水
準
の
維
持
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
文
化
や
物
語
を

潜
在
的
な
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る

観
光
商
品
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
際
に
そ

れ
ら
専
門
家
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
必
要
と
な

る
。
た
だ
し
、
観
光
立
国
と
し
て
日
本
の

観
光
を
輸
出
産
業
と
し
て
訪
日
外
国
人
客

数
と
支
出
増
加
と
い
う
政
府
目
標
に
奉
職

す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
、
日
本
人
同
士

で
は
知
っ
て
い
る
よ
う
な
内
容
を
き
ち
ん

と
英
語
で
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
作
業

が
必
要
で
あ
り
、
現
状
の
数
値
で
は
そ
の

活
動
実
績
が
圧
倒
的
に
期
待
値
を
下
回
っ

て
い
る
点
は
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
日
本
政
府
が
三
千
万
人
の
訪

日
外
国
人
客
数
に
向
か
っ
て
邁ま

い
し
ん進

す
る
際

に
、
日
本
の
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経

営
研
究
は
、
世
界
の
学
術
研
究
ル
ー
ル
か

ら
乖か

い

離り

し
世
界
の
誰
も
そ
の
研
究
成
果

を
読
ま
な
い
日
本
人
同
士
で
の
日
本
語
研

究
発
表
と
い
う
自
主
鎖
国
体
制
の
現
状

を
大
幅
に
変
革
し
て
、「
観
光
を
輸
出
産

業
と
し
て
育
成
し
、
訪
日
外
国
人
客
と
そ
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レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
学
術

界
、「
日
本
の
文
科
系
分
野
だ
か
ら
そ
こ
ま

で
再
建
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
猜さ

い

疑ぎ

心し
ん

の
あ
る
方
々
、「
英
語
で
論
文
発

表
な
ど
と
い
き
な
り
言
わ
れ
て
も
対
応
で

き
な
い
」
と
い
う
言
い
訳
で
自
主
鎖
国
体

制
問
題
か
ら
逃
避
し
て
不
都
合
を
隠い

ん
ぺ
い蔽

し

続
け
よ
う
と
も
く
ろ
む
方
々
に
対
し
て
は
、

同
じ
「
商
学
・
経
営
・
会
計
学
」
と
い
う
大

項
目
に
存
在
す
る
小
項
目
の
「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
学
術
界
の
世
界
に
対
し
て
の
立

ち
位
置
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
で
、
世
界
中

の
人
間
が
誰
で
も
無
料
で
検
証
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
世
界
学
術
研
究
界
の
激
流
の

事
実
を
伝
え
る
、
私
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と

し
て
の
議
論
は
終
わ
り
に
し
た
い（
表
７
）。

日
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
分
野
は

二
〇
一
二
年
、
世
界
の
査
読
付
き
論
文
総

数
の
四・
六
％
と
貢
献
し
て
い
て
、
堂
々

の
世
界
国
別
第
四
位
の
実
績
が
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
表
５
と
表
６
で
い
え

ば
、「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
経
営
」
研
究
再
興
計
画
に
沿
っ
て
年

間
百
本
を
世
界
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
水
準
で
約
五
％
の
世
界
論
文
シ
ェ
ア

獲
得
と
互
角
の
国
際
競
争
力
の
レ
ベ
ル
だ

が
（
二
〇
一
九
年
頃
）、
そ
こ
で
慢
心
せ
ず
、

前
述
の
第
三
次
目
標
ま
で
行
く
の
が
日
本

の
目
標
で
あ
る
。
万
一
既
存
の
観
光
系
研

究
者
の
変
革
速
度
が
満
た
な
い
場
合
は
、

米
国
博
士
号
保
有
の
外
国
人
研
究
者
や

国
内
理
系
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
商
学

部
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
分
野
で
既
に
世
界
に
向
け
て
英
文
査

読
付
き
論
文
で
勝
負
し
て
い
る
国
内
外
の

研
究
者
を
も
招
聘
ス
カ
ウ
ト
す
る
方
法
が

あ
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
経
営
」
研
究
者
自
ら
、
世
界
の

研
究
潮
流
に
つ
い
て
検
証
し
、
自
己
変
革

を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、
こ
の
執

筆
の
目
的
は
十
分
に
達
せ
ら
れ
る
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、こ
の
論
文
内
容
は
肯
定・

否
定
を
含
め
た
発
行
者
の
見
解
と
は
全

く
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
文
責

は
筆
者
に
属
す
る
。  （
は
ら　

た
だ
ゆ
き
）

（
注
１
）Google Scholar

：
膨
大
な
学
術
資
料
を
検

索
で
き
る
グ
ー
グ
ル
提
供
の
機
能
。

（
注
２
）テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度  Tenure Track  

System

：
公
正
で
透
明
性
の
高
い
選
考
に
よ

り
採
用
さ
れ
た
若
手
研
究
者
が
、
審
査
を
経
て

よ
り
安
定
的
な
職
を
得
る
前
に
、
任
期
付
き
の

雇
用
形
態
で
自
立
し
た
研
究
者
と
し
て
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
（
独
立
行
政
法

人
科
学
技
術
振
興
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

（
注
３
）コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ（Com

m
unity Colleg-

es

）：
ア
メ
リ
カ
の
二
年
制
の
公
立
大
学（
専
門

学
校
を
含
む
）。

［
参
考
文
献
］

・
原
忠
之『
観
光
事
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
と
そ

の
源
泉
』Ｖｏ
ｌ・21
、No・２
、観
光
研
究（
日
本
観
光

研
究
学
会
、二
〇
一〇
）

・『
平
成
二
十
二
年
度
観
光
庁
関
係
予
算
概
算
要
求
概

要
』（
観
光
庁
、二
〇
〇
九
）（retrieved from

）

http://w
w

w
.m

lit.go.jp/com
m

on/000059363.
pdf 

よ
り
検
索

・Pizam
, A

., 

（2008

）, H
istorical Transition 

of A
cadem

ic Researchers in the H
ospitality 

and Tourism
 in the United States, Presenta-

tion at Tourism
 Resources D

ivision, Japan 
Tourism

 A
gency, Tokyo Japan

・SCIm
ago Journal &

 Country Rank (2013) 
retrieved at http://w

w
w

.scim
agojr.com

/
index.php

原
忠
之
（
は
ら　

た
だ
ゆ
き
）

一
九
九一年
米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
ホ
テ
ル
経
営
学
部
修

士
号（
Ｍ
Ｐ
Ｓ
）、二
〇
〇
三
年
同
大
学
都
市
地
域
開
発

学
部
修
士
号（
Ｍ
Ｓ
）、二
〇
〇
四
年
同
大
学
博
士
号（
Ｐ

ｈ
Ｄ
）、
一
九
九
七
年
英
国
グ
ラ
モ
ー
ガ
ン
大
学
経
営
修

士
号（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）取
得
。一
九
八
四
年
日
本
興
業
銀
行
入
行
。

同
本
店
外
国
為
替
課
長
、一九
九
九
年
外
務
省
中
近
東

第一課
課
長
補
佐
。
二
〇
〇
五
年
米
国
セ
ン
ト
ラ
ルフ
ロ
リ

ダ
大
学
准
教
授
に
就
任
。
二
〇
〇
八
年
、
英
文
専
門
書 

“Q
uantitative Tourism

 Industry A
nalysis

”を

英
国Elsevier

よ
り
世
界
同
時
出
版
。
二
〇
〇
九
年
に

テ
ニュア
獲
得
、
当
分
野
北
米
唯一の
日
本
人
正
規
教
員

テ
ニュア
付
き
博
士
研
究
者
。
二
〇
一
〇
年
よ
り
現
職
。

出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索

Table7: Country Ranking : Business, Management and Accounting, 
"Marketing" 2012 Top 20 Only

表7  国と地域別順位：大項目（商学・経営・会計学）の小項目
（マーケティング分野）2012単年　上位20
（SCImago Journal & Country Rank）

国 論文数 引用可能
論文数

被引用
回数

自己引用
回数

1論文あたりの
被引用回数

H index
H指数

1 アメリカ 1,767 1,575 421 264 0.24 177
2 イギリス 478 440 144 55 0.30 70
3 オーストラリア 300 286 83 31 0.28 56
4 日本 253 138 35 15 0.14 38
5 ドイツ 193 174 63 20 0.33 53
6 カナダ 192 178 51 14 0.27 66
7 韓国 166 141 34 8 0.20 42
8 オランダ 165 154 55 17 0.33 66
9 スペイン 154 148 20 9 0.13 34

10 中国 141 134 25 7 0.18 30
11 フランス 119 110 39 10 0.33 40
12 台湾 109 105 18 5 0.17 23
13 インド 81 80 11 2 0.14 18
14 フィンランド 78 74 20 8 0.26 34
15 デンマーク 76 71 27 6 0.36 37
16 香港 73 69 17 4 0.23 45
17 スウェーデン 72 69 19 9 0.26 39
18 ニュージーランド 69 66 21 3 0.30 33
19 イタリア 66 61 26 8 0.39 29
20 ブラジル 61 59 3 3 0.05 15
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代
エ
ジ
プ
ト
遺
跡
が
残
る
地
）
の
西
岸

を
遠
足
（excursion

）
で
訪
れ
た
と
い

う
落
書
き
が
残
っ
て
い
る
（W

eaver &
 

O
pperm

ann, 2002

）。
観
光
に
お
け
る

人
と
環
境
と
の
関
係
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
の
、
人
間
社

会
に
深
く
根
差
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
観
光
に
お
け
る
人
と
環
境

と
の
関
係
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
観
光
を

す
る
側
と
観
光
者
を
受
け
入
れ
る
側
の
双

方
に
と
っ
て
有
益
な
示
唆
を
提
供
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
観
光
者
は
、
日
常
環
境

を
一
時
的
に
離
れ
、
そ
の
こ
と
で
、
日
常

の
生
活
で
は
満
た
さ
れ
な
い
欲
求
を
、
新

奇
な
経
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
満
た
そ

う
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
（
佐
々
木
、

2007

）、
宮
原
と
宮
原
（2006

）
は
、
こ

う
し
た
非
日
常
性
が
及
ぼ
す
、
自
ら
の
既

成
の
価
値
観
と
の
矛
盾
と
い
っ
た
不
均
衡

が
観
光
者
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
る
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
観
光
者
に
プ
ラ
ス
に
作

用
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
観
光
に
お
け

る
人
と
環
境
と
の
関
係
に
関
す
る
研
究
は

重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
観
光

者
を
誘
致
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
観
光
地

の
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
、
観
光
者
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
観
光
地
の
課
題

と
潜
在
的
な
魅
力
を
見
い
だ
す
た
め
の
手

が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
と
環
境
と
の
関
係
の
重

要
性
は
、
欧
米
を
中
心
に
発
展
し
た
学
術

的
な
観
光
に
関
す
る
研
究
（
以
下
、
海
外

観
光
研
究
と
す
る
）
に
お
い
て
認
識
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
多
く
の
観
光
の
概
論

書
で
取
り
上
げ
ら
れ
るLeiper

（1990

）

の
モ
デ
ル
（
図
１
）
で
は
、
観
光
は
、
出

発
地
か
ら
観
光
地
へ
と
旅
行
者
が
出
発
し
、

出
発
地
に
戻
る
こ
と
で
生
じ
る
現
象
だ
と

さ
れ
て
お
り
、
観
光
現
象
の
生
成
に
お
い

て
観
光
者
と
観
光
地
が
接
す
る
こ
と
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

心
理
学
的
海
外
観
光
研
究
で
も
、
観
光

者
の
動
機
や
欲
求
で
あ
る
プ
ッ
シ
ュ
要
因

（
発
動
要
因
、push factor

）と
、
観
光
地

は
じ
め
に

私
た
ち
は
自
然
、
人
工
物
、
他
者
と
の

人
間
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
（
場

所
・
空
間
）
と
常
に
関
わ
り
な
が
ら
生
き

て
い
る
。Walm

sley

とJenkins

（1993

）

が
「
観
光
は
人
と
環
境
と
の
任
意
の
関
係

か
ら
生
じ
る
現
象
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ

う
に
、
人
が
観
光
旅
行
を
す
る
状
況
に
お

い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。
場
所
は
観

光
者
が
訪
問
す
る
か
ら
こ
そ
観
光
地
と
な

り
、
人
は
訪
れ
る
観
光
地
が
あ
る
か
ら
こ

そ
観
光
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
観
光
現
象
の
歴

史
は
長
く
、
例
え
ば
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
に
は
、
紀
元
前
一
二
四
四
年
に
、
と

あ
る
人
物
が
兄
弟
と
メ
ン
フ
ィ
ス
（
古

直
井  

岳
人 2

観
光
に
お
け
る
人
と
環
境
と
の
関
係

―
―
日
本
か
ら
知
見
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待

首
都
大
学
東
京
　
大
学
院
都
市
環
境
科
学
研
究
科 

准
教
授

16

図1  観光基本システム（A basic tourism system）

（Leiper, 1990）を筆者が一部和訳

旅行者出発地

出発旅行者

帰宅旅行者

通過地域 観光目的地
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自
体
の
特
徴
を
示
す
プ
ル
要
因（
誘
引
要

因
、pull factor

）の
関
係
（K

lenosky, 
2002

）
が
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
、潜
在
的

観
光
者（
観
光
へ
動
機
づ
け
ら
れ
た
人
）は
、

訪
問
地
を
決
定
す
る
際
、自
ら
の
プ
ッ
シ
ュ

要
因
（
例
：
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
）
と
適

切
に
対
応
す
る
プ
ル
要
因
（
例
：
静
か
な

山
村
）を
考
慮
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
海
外
観

光
研
究
に
お
い
て
は
、
観
光
者
が
現
地
を

訪
れ
て
目
に
す
る
で
あ
ろ
う
観
光
地
の
具

体
的
な
特
徴
を
分
析
し
た
も
の
は
少
な
い
。

そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
観

光
地
が
ど
の
よ
う
な
観
光
者
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
、
観

光
者
と
観
光
地
の
両
方
の
特
徴
に
鑑
み
た

具
体
的
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
資
す

る
知
見
が
十
分
に
生
み
出
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
人
と
観
光
地
の
関

係
に
関
わ
る
海
外
観
光
研
究
、
特
に
観

光
地
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
研
究
を
概
観
し
、

当
該
分
野
に
お
け
る
研
究
の
意
義
と
課

題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
人
と
環

境
と
の
関
係
に
関
す
る
日
本
の
建
築
環
境

工
学
分
野
の
研
究
に
着
目
し
、
当
該
分
野

に
お
け
る
知
見
の
、
観
光
者
欲
求
と
観
光

地
の
特
徴
を
考
慮
し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
役
立
つ
研
究
へ
の
貢
献
の
可
能
性

に
つ
い
て
考
え
る
。

人
と
環
境
と
の
関
係
に

関
す
る
海
外
観
光
研
究

人
と
訪
問
地
環
境
と
の
関
係
に
関
す

る
海
外
観
光
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
よ
く

見
ら
れ
る
も
の
の
一
つ
に
「
観
光
地
イ
メ

ー
ジ
」
が
あ
る
。
観
光
地
イ
メ
ー
ジ
は
、

人
が
観
光
地
に
関
し
て
持
つ
、
印
象
、
感

情
、
知
識
、
想
像
、
期
待
、
信
念
と
い
っ

た
、
心
理
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
が
多
く

の
定
義
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Law

-
son &

 Baud-Bovy, 1977, Crom
pton, 

1979; Baloglu &
 M

cCleary, 1999

）。

ま
た
、
観
光
地
イ
メ
ー
ジ
研
究
を
概
観
し

たGallarza

ほ
か
（2002
）
は
、
観
光

地
イ
メ
ー
ジ
研
究
が
注
目
さ
れ
る
背
景
と

し
て
「
出
発
前
の
観
光
者
は
実
際
に
目
の

前
に
は
な
い
観
光
地
を
そ
の
イ
メ
ー
ジ
で

評
価
す
る
」
こ
と
、「
観
光
地
イ
メ
ー
ジ

が
観
光
者
の
行
動
や
観
光
地
選
択
に
影

響
す
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
海
外
観

光
研
究
で
はHunt

（1975

）
の
研
究
が

観
光
地
イ
メ
ー
ジ
研
究
の
始
ま
り
だ
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
（Gallarza

ほ
か
、

2002

）、
そ
れ
以
降
、「
観
光
地
イ
メ
ー
ジ

の
属
性
（
観
光
地
イ
メ
ー
ジ
が
何
で
で
き

て
い
る
か
）
の
洗
い
出
し
」（Echtner &

 
Ritchie, 1991, 1993

な
ど
）、「
観
光
地

イ
メ
ー
ジ
が
出
来
上
が
る
仕
組
み
」（Ba-

loglu &
 M

cCleary, 1999

な
ど
）、「
観

光
地
イ
メ
ー
ジ
が
再
訪
行
動
に
及
ぼ
す
影

響
」
に
関
す
る
研
究
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。

観
光
地
イ
メ
ー
ジ
研
究
の
な
か
で
も
、

人
と
環
境
と
の
関
係
に
特
に
深
く
か
か
わ

る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
観
光
地
イ
メ
ー

ジ
を
、
物
理
的
な
特
徴
で
あ
るcognitive 

com
ponent

（
例：
人
、
建
物
）
と
、
感
情

的
な
質
に
関
係
す
るaff ective com

po-
nent

（
例
：
美
し
い
、
落
ち
着
く
）
に
分

類
し
て
分
析
す
る
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
研
究
は
、
人
が
認
識
す
る
場
所
の
物
理

的
特
徴
と
し
て
の
「
心
理
的
環
境
」（
宮

原
・
宮
原
、2006

）
を
人
が
ど
の
よ
う
に

感
じ
る
か
と
い
う
、
人
と
環
境
と
の
関
係

性
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う

な
研
究
で
は
、
当
初
はcognitive com

-
ponent

に
特
化
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、

そ
の
後
、aff ective com

ponent

の
抽
出

や
測
定
の
試
み
が
見
ら
れ
（W

alm
sley & 

Jenkins, 1993
）、
近
年
で
は
両
者
の
関
係

を
分
析
す
る
試
み
も
、Baloglu

とM
c-

Cleary

（1999

）
に
よ
る
研
究
を
皮
切

り
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
（Beerli &

 
M

artin, 2004; Chew
 &

 Jahari, 2014; 
Q

u,

ほ
か2014

）。

観
光
研
究
で
は
そ
の
時
々
で
異
な
る
複

数
の
非
日
常
環
境
を
想
定
し
て
お
り
、
そ

の
点
が
日
常
環
境
に
関
す
る
研
究
領
域
と

は
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
非
日
常

環
境
に
、
人
が
た
ま
に
一
時
的
に
接
触
す

る
場
面
を
実
証
研
究
に
お
い
て
切
り
取
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
観
光
地
イ
メ
ー

ジ
の
研
究
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
目
前
に
な

く
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
情
報
を
通
し
て
認

識
さ
れ
る
大
ざ
っ
ぱ
な
「
心
理
的
環
境
」

を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
普
段
接

触
の
な
い
観
光
地
の
詳
細
な
特
徴
を
偏

り
な
く
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
多
く
の
人

に
と
っ
て
難
し
く
、
観
光
地
イ
メ
ー
ジ
は

事
実
を
反
映
し
な
い
（Gartner, 1996

）

と
述
べ
る
研
究
者
も
い
る
。

も
っ
と
も
、
十
分
な
知
識
や
経
験
が

な
く
と
も
、
曖
昧
な
イ
メ
ー
ジ
を
基
に
観

光
地
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、

人
が
観
光
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
を
可
能

に
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
し
た
が
っ
て

観
光
地
イ
メ
ー
ジ
の
特
性
や
、
観
光
現
象

が
生
じ
る
過
程
に
お
い
て
観
光
地
イ
メ
ー

ジ
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
得
る
の

か
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
は
意

221観光文化特集2.indd   15 14/04/02   13:22



味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
人
と
観
光
地
と
の
関
係
は
必

ず
し
も
イ
メ
ー
ジ
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、

観
光
地
に
実
際
に
人
が
足
を
運
ぶ
こ
と
も

ま
た
観
光
現
象
の
本
質
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
観
光
者
と
観
光
地
と
の
接
触
が
生

み
出
す
観
光
者
に
と
っ
て
の
価
値
に
注
目

す
る
こ
と
は
、
観
光
の
意
味
を
問
う
上
で

重
要
な
観
点
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
観
光
者
と
環
境
と
の
接
触
の
場
に
お
い

て
、
建
物
が
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
、
観

光
地
の
具
体
的
な
構
造
と
人
の
感
じ
方

と
の
関
係
に
関
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
は
、

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
も
意

味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

日
本
の
建
築
環
境
工
学
の

知
見
の
応
用

こ
の
よ
う
な
人
の
特
徴
と
環
境
の
特
徴

と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
日
本
の
建
築
環
境
工
学
分
野
で

開
発
さ
れ
た
手
法
の
一
つ
に
、
レ
パ
ー
ト

リ
ー
グ
リ
ッ
ド
発
展
手
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
讃
井
と
乾
（1986

）
に
よ
っ
て

提
唱
さ
れ
た
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
グ
リ
ッ
ド

と
ラ
ダ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
二
つ
の
手
法
を

発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
グ
リ
ッ
ド
は
、コ
ン
ス
ト

ラ
ク
ト
（
人
が
も
の
ご
と
を
区
別
す
る
背

景
と
な
る
考
え
方
。Kelly, 1955

）
を
基

に
、
複
数
の
も
の
ご
と
（
例
：
名
前
、
写

真
や
現
物
）を
調
査
協
力
者
に
比
較
さ
せ
、

そ
れ
ら
を
区
別
す
る
理
由
を
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
等
の
回
答
か
ら
導
き
出
す
手
法
で
あ
る
。

ま
た
、
ラ
ダ
ー
リ
ン
グ
は
、「
も
の
ご
と
の

属
性
（
特
徴
）
は
、
特
定
の
目
的
を
達
成

す
る
手
段
で
あ
る
」
と
い
う
手
段
目
的
連

鎖
モ
デ
ル
（m
eans-end chain m

od-
el; Gutm

an, 1982

）
に
基
づ
き
、
も
の

ご
と
の
特
徴
（
例
：
炭
酸
味
）
と
、
そ
れ

が
人
に
も
た
ら
す
結
果
（
例
：
さ
わ
や
か
、

の
ど
の
渇
き
が
癒
さ
れ
る
）
と
そ
の
人
に

と
っ
て
の
価
値
観
（
例
：
報
わ
れ
る
）
の

間
の
関
係
（
例
：
炭
酸
味
が
さ
わ
や
か
で
、

の
ど
の
渇
き
が
癒
さ
れ
、
報
わ
れ
た
感
が

あ
る
）
を
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
導
き

出
す
手
法
で
あ
る
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
グ
リ
ッ
ド
発
展
手
法
に

お
い
て
は
、
調
査
協
力
者
に
複
数
の
も
の

ご
と
を
比
較
さ
せ
、
彼
ら
が
感
じ
る
違
い

を
洗
い
出
し
、
そ
れ
を
出
発
点
と
し
て
ラ

ダ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
多
い
。
こ
の

方
法
は
、
日
本
に
お
い
て
は
主
に
建
築
・

環
境
心
理
学
に
お
い
て
、
環
境
の
特
徴
と

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
価
値
観
と
の
関
係

を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
し
ば
し

ば
使
用
さ
れ
て
お
り
、場
所
（
日
常
環
境
）

の
写
真
を
対
象
と
し
て
用
い
る
研
究
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー

グ
リ
ッ
ド
発
展
手
法
は
、
日
常
環
境
に
お

け
る
建
築
環
境
の
評
価
の
構
造
を
提
示

し
、
主
に
個
人
差
を
抽
出
す
る
観
点
で
有

益
な
結
果
を
提
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
古
賀
ほ
か
（1999

）
は
、
調

査
協
力
者
に
自
身
が
撮
影
し
た
写
真
の

撮
影
理
由
を
自
由
記
述
し
て
も
ら
い
、
そ

の
内
容
を
分
析
す
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
評
価

法
と
い
う
方
法
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の

手
法
で
は
、
撮
影
理
由
を
「
何
の
」「
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
」「
ど
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
の
か
」
の
観
点
か
ら
記
述
し
て

も
ら
う
よ
う
教
示
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
教

示
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
グ
リ
ッ
ド
発
展
手
法

を
参
考
に
作
ら
れ
て
い
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
評
価
法
は
、
調
査
協
力
者
に
評
価
す
る

場
面
の
選
定
を
任
せ
る
点
で
レ
パ
ー
ト
リ

ー
グ
リ
ッ
ド
発
展
手
法
と
は
異
な
り
、
対

象
と
な
る
環
境
に
関
す
る
、
人
々
の
制
約

の
少
な
い
自
由
な
意
見
を
引
き
出
す
手

法
と
し
て
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
グ
リ
ッ
ド
発
展
手
法
と

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
評
価
法
の
観
光
研
究
へ
の
応
用

レ
パ
ー
ト
リ
ー
グ
リ
ッ
ド
発
展
手
法
は
、

観
光
地
の
物
理
的
環
境
の
具
体
的
な
特
徴

と
人
の
感
じ
方
の
関
係
を
洗
い
出
す
際
に

も
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、観
光
研
究

に
お
け
る
そ
の
応
用
例
は
多
く
な
い
。
海

外
観
光
研
究
で
は
、レ
パ
ー
ト
リ
ー
グ
リ
ッ

ド（Botterill, 1989; Botterill &
 Crom

p-
ton, 1987, 1996; Coshall, 2000; Em

bach-
er &

 Buttle, 1989; Pearce,  1982; Pike, 
2003; W

alm
sley &

 Jenkins, 1993

）
と
ラ

ダ
ー
リ
ン
グ
（K

lenosky

ほ
か
、1993;  

K
lenosky,  2002

）
の
ど
ち
ら
か
一
方
を

手
法
と
し
て
採
用
し
た
も
の
が
散
見
さ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
が
対
象
と
し
て

観
光
地
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
名
前
を
使
用

し
て
お
り
、調
査
協
力
者
に
具
体
的
に
目

に
見
え
る
対
象
を
示
す
な
ど
し
て
、
場
所

の
詳
細
な
特
徴
と
人
と
の
関
係
を
抽
出
す

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
評
価
法
に
関
し
て
は
、
筆
者
の
知

る
限
り
、
観
光
客
と
住
民
の
景
観
評
価

の
比
較
を
行
っ
た
、
伊
藤
・
山
口
（2012

）

の
研
究
や
植
田
ら
（2012

）
の
研
究
、
後

述
す
る
筆
者
自
身
の
研
究
を
除
い
て
は
、

そ
の
応
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

筆
者
ほ
か
は
、
欧
州
（2006

）
と
日

18
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本
（2007

）
の
観
光
地
と
し
て
の
歴
史
的

町
並
み
の
写
真
を
刺
激
と
し
た
レ
パ
ー
ト

リ
ー
グ
リ
ッ
ド
発
展
手
法
を
用
い
た
日
本

人
学
生
三
十
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
人
の
存
在
、
商
業
的

要
素
、
車
両
な
ど
の
場
所
の
特
徴
が
、
真

正
性
、
有
名
性
、
活
動
性
と
い
っ
た
感
情

や
、
他
人
に
何
か
を
見
せ
た
い
と
い
っ
た

他
者
顕
示
欲
求
と
複
雑
に
関
係
す
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。
例

え
ば
、
彼
ら
の
結
果
に
よ
る
と
、
他
の
人

の
存
在
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
な
い
と
も
、

活
気
が
あ
っ
て
話
の
ネ
タ
に
な
る
と
も
感

じ
ら
れ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
筆
者
ほ
か
（2011

）
は
、
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
評
価
法
を
用
い
て
、
学
生
お
よ
び
建

築
・
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
の
、
彼
ら
が
住

ん
で
い
な
い
歴
史
的
町
並
み
に
お
け
る
写

真
の
撮
影
理
由
の
内
容
を
分
析
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
案
内
さ
れ
る
観
光
、
探
索
的

な
観
光
の
ど
ち
ら
を
求
め
る
か
で
、
彼
ら

が
着
目
す
る
も
の
と
そ
の
解
釈
が
異
な
る

可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
が
旧
来
の
同
種
の
手
法

を
用
い
た
研
究
と
異
な
る
点
は
、
日
常
と

は
異
な
る
環
境
に
関
す
る
、
プ
ッ
シ
ュ
お

よ
び
プ
ル
の
両
要
因
に
関
わ
る
項
目
が
抽

出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
観
光

現
象
を
、
建
築
環
境
工
学
の
枠
組
み
を
基

に
研
究
す
る
意
味
が
あ
る
。

工
学
的
手
法
に
よ
り
得
ら
れ
る

新
た
な
知
見

レ
パ
ー
ト
リ
ー
グ
リ
ッ
ド
発
展
手
法
や

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
評
価
法
は
、
調
査
協
力
者

に
、
長
時
間
、
管
理
さ
れ
た
状
況
で
場
所

に
関
す
る
評
定
を
要
求
す
る
た
め
、
往
々

に
し
て
協
力
者
の
数
が
少
数
に
な
る
と
い

う
課
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
自
由
裁
量
的

で
、
個
人
の
主
観
の
影
響
が
大
き
い
と
思

わ
れ
る
観
光
の
特
性
を
考
え
る
と
、
無
視

で
き
な
い
懸
念
材
料
で
あ
る
。
た
だ
、
筆

者
ほ
か
（2006, 2007, 2011

）
の
結
果

は
、
調
査
協
力
者
が
、
同
じ
も
の
ご
と
に

対
し
て
、「
求
め
る
も
の

に
よ
っ
て
良
い
悪
い
と
は

決
め
つ
け
ら
れ
な
い
」
評

価
を
す
る
可
能
性
を
示

し
て
い
る
。Ooi

（2002

）

は
、観
光
者
は
訪
れ
た
環

境
を
そ
の
つ
ど
解
釈
す
る

こ
と
で
、同
じ
場
所
で
あ

っ
て
も
自
分
の
行
動
を
変

化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。例
え
ば
、

古
い
家
々
を
観
て
楽
し
も

う
と
保
存
さ
れ
た
歴
史

的
な
町
並
み
を
訪
れ
た
人
が
、そ
こ
を
自

転
車
で
駆
け
抜
け
る
子
供
に
住
民
の
今
の

暮
ら
し
を
感
じ
、
地
元
の
人
に
と
っ
て
の

町
並
み
の
在
り
方
に
思
い
を
は
せ
る
と
い

っ
た
ケ
ー
ス
が
こ
れ
に
当
た
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
非
日
常
環
境
と
出

会
う
こ
と
で
、
人
は
自
分
の
な
か
に
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
が
宮
原
と
宮
原
（2006

）
が

述
べ
る
、
観
光
を
通
じ
た
そ
の
人
自
身
の

成
長
に
つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
グ
リ
ッ

ド
発
展
手
法
や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
評
価
法
と

い
っ
た
建
築
環
境
工
学
に
お
け
る
手
法
を

用
い
た
研
究
は
、
調
査
協
力
者
に
訪
問

地
環
境
あ
る
い
は
疑
似
訪
問
地
環
境
を

注
意
深
く
見
て
評
価
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

こ
う
し
た
人
と
環
境
と
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
関
係
に
関
す
る
示
唆
を
提
供
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

観
光
者
に
よ
る
地
域
の
魅
力
の
発
掘
を

目
指
す
人
々
（
例
え
ば
、
観
光
事
業
者
）

に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
手
法
は
、
観
光

者
が
好
ま
し
い
印
象
を
持
つ
観
光
地
の
特

徴
を
洗
い
出
す
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

点
で
、
有
益
な
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
。
ま

た
、
特
に
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
評
価
法
は
、
調

査
協
力
者
が
現
地
で
評
価
す
る
場
面
を

図2  筆者ほか（2007）の結果：人の評価に関わるもの

（注）「プラスの関係」は「…であれ
ば…である」、マイナスの関係
は「…であれば…でない」とい
う関係である。また線のそば
の数字は、何人の人が二つの
言葉を結びつけて答えたかを
示している。例えば、「人」の
存在は19人から「活気があ
る」と感じられ12人から「落ち
着かない」と感じられている

有名なものが見たい

活気がある

プラスの関係
マイナスの関係

観光地的

古い

珍しい

落ち着く

景色を見たい

並ぶ

来るべきところ来たと納得したい

非日常性を味わいたい

人

人力車に
乗りたい

買い物が
したい

誰かに見せたり
話したりできるものを

手に入れたい
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20

選
定
す
る
た
め
、
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
で
、

観
光
者
が
実
際
に
行
っ
て
み
て
分
か
る
魅

力
を
特
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
魅
力
に
は
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
の
情
報
で
訪
問
前
に
察
知
す
る
こ
と

が
難
し
い
、「
顕
著
で
な
く
と
も
、
全
国

か
ら
人
を
呼
ぶ
よ
う
な
も
の
で
な
く
と
も
、

観
光
資
源
と
な
り
得
る
対
象
」（
十
代
田
、

2010

）
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
グ
リ
ッ
ド
発

展
手
法
や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
評
価
法
と
い
っ

た
手
法
は
、
既
存
の
観
光
地
の
特
徴
が
ど

の
よ
う
な
欲
求
を
持
つ
観
光
者
に
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
歴
史
的
建
造
物
等

の
物
理
環
境
へ
の
手
入
れ
を
過
度
に
行
わ

な
い
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
観
光
者
の
特

徴
を
絞
っ
た
観
光
振
興
の
た
め
の
手
が
か

り
を
提
供
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

今
後
へ
の
期
待

非
日
常
環
境
に
お
け
る
人
と
環
境
と

の
関
係
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
人

の
可
能
性
（
心
理
学
的
要
因
）
と
、
外
部

か
ら
観
光
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

が
見
い
だ
さ
れ
る
環
境
の
可
能
性
（
観
光

対
象
化
）
の
双
方
の
拡
大
に
資
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
日
本
の
、
特
に
建
築
環
境
工

学
に
お
け
る
研
究
は
、
環
境
の
複
雑
性
と

人
と
の
関
係
を
研
究
す
る
術
を
磨
き
上

げ
て
き
て
お
り
、
そ
の
観
光
研
究
に
対
す

る
知
的
貢
献
の
可
能
性
は
非
常
に
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
非
日
常

環
境
に
お
け
る
観
光
者
と
環
境
と
の
関

係
に
関
す
る
研
究
は
、
日
常
に
お
け
る
人

と
環
境
と
の
関
係
性
を
中
心
的
に
扱
っ
て

き
た
学
問
分
野
に
対
し
、
新
た
な
知
的
刺

激
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
、
他
領
域
へ
の
知
見
の
発
信
が
観
光
研

究
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

観
光
研
究
と
建
築
環
境
工
学
な
ど
の

他
領
域
が
知
的
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
で
、

新
た
な
観
光
地
の
魅
力
の
発
掘
に
つ
な
が

る
知
見
や
、
人
と
環
境
と
の
相
互
関
係
に

関
す
る
、
そ
れ
ま
で
接
近
し
得
な
か
っ
た

知
見
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

（
な
お
い　

た
け
と
）
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現
行
の
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
で

は
、
国
内
観
光
地
に
対
す
る
満
足
度
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
お
り
、
観
光
庁
の
「
旅
行
・
観
光
消
費

動
向
調
査
」
と
い
う
大
規
模
な
統
計
調

査
の
な
か
で
、
満
足
度
の
継
続
的
な
測
定

が
行
わ
れ
て
い
る
。
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
満
足
度
調
査
が
行

わ
れ
て
い
る
。
観
光
研
究
の
領
域
に
お
い

て
も
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
満
足
度
は

主
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
（Cohen, Prayag, &

 M
oital, 2013

）。

本
稿
で
は
、「
観
光
地
」
に
対
す
る
満

足
度
が
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
き
た
の

か
を
簡
単
に
振
り
返
り
な
が
ら
、
理
論

面
・
実
務
面
の
双
方
に
関
連
す
る
今
後
の

研
究
課
題
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ

で
、「
観
光
地
」
と
カ
ッ
コ
書
き
で
示
し
た

の
は
、
本
稿
で
は
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
、

旅
行
会
社
な
ど
に
対
す
る
満
足
度
を
対

象
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
単
体
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

評
価
と
、
そ
れ
ら
の
集
合
体
で
あ
る
観
光

地
に
対
す
る
評
価
と
で
は
、
旅
行
者
の
評

価
基
準
や
、
地
域
側
の
対
応
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
面
で
事
情
が
異
な
っ
て
く
る
の
だ
。

研
究
の
理
論
的
変
遷

観
光
地
に
対
す
る
満
足
度
研
究
の
歴

史
は
意
外
と
古
く
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
七
八
年
に
は
、
ア

メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ケ
ー

プ
コ
ッ
ド
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
地
を
対
象
に

し
た
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
（Pizam

, 
N

eum
ann, &

 Reichel, 1978

）。

こ
の
論
文
で
は
、
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
に
対

す
る
満
足
度
を
、「
ビ
ー
チ
で
の
体
験
」

「
飲
食
施
設
」「
費
用
負
担
」「
地
域
住
民

や
従
業
員
の
お
も
て
な
し
」「
宿
泊
施
設
」

「
自
然
環
境
」「
商
業
化
の
度
合
い
」
と
い

っ
た
個
別
の
要
素
の
評
価
に
分
解
し
て
い

る
。
ま
た
、
観
光
地
よ
り
も
旅
行
者
に
焦

点
を
当
て
た
形
で
、
普
遍
的
な
評
価
構

造
を
探
る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
、
旅
行
者
の

動
機
づ
け（
旅
行
に
対
す
る
欲
求
）
と
満

足
度
が
関
係
す
る
と
い
う
考
え
方
が
提

唱
さ
れ
た
（M

annell &
 Iso-A

hola, 
1987

）。
ほ
か
に
は
、
旅
行
者
が
事
前
に
抱
い
て

い
た
期
待
と
、
実
際
の
経
験
の
関
係
に
よ

っ
て
、
満
足
度
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
モ

デ
ル
も
つ
く
ら
れ
た
（Pearce, 1988

）。

観
光
地
に
対
す
る
満
足
度
研
究
が
大

き
く
進
化
す
る
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
以

降
、
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野

の
知
見
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
サ

ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
金
融
・

よ
り
よ
い
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
旅
行
者
に
「
来
て
よ
か
っ

た
」
と
満
足
し
て
も
ら
う
経
験
を
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
旅
行
者
が

ど
れ
く
ら
い
満
足
し
た
か
と
い
う
主
観
的

な
評
価
を
測
定
す
る
指
標
が
、
満
足
度

で
あ
る
。
満
足
度
は
通
常
、
旅
行
者
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
測
定
さ

れ
る
。
例
え
ば
、「
あ
な
た
は
今
回
の
滞

在
に
つ
い
て
ど
れ
く
ら
い
満
足
し
ま
し
た

か
？
」
と
い
う
質
問
文
に
対
し
て
、「（
大

変
）
満
足
」
か
ら
「（
大
変
）
不
満
」
に

至
る
ま
で
、
五
段
階
や
七
段
階
に
分
か
れ

た
選
択
肢
の
な
か
か
ら
、
最
も
当
て
は
ま

る
と
思
う
も
の
を
選
ん
で
も
ら
う
と
い
っ

た
方
法
が
と
ら
れ
る
。

外
山  

昌
樹
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通
信
・
医
療
と
い
っ
た
、
主
に
形
の
な

い
財
を
扱
う
産
業
が
研
究
対
象
で
あ
る
。

そ
し
て
大
事
な
こ
と
に
、
ホ
テ
ル
・
テ
ー

マ
パ
ー
ク
・
航
空
・
旅
行
会
社
と
い
っ
た
、

観
光
地
で
の
経
験
を
構
成
す
る
個
別
の
要

素
に
つ
い
て
も
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
研

究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

品
質
管
理
を
図
る
に
あ
た
っ
て
、
顧
客
の

主
観
に
よ
る
評
価
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
サ
ー
ビ
ス
は
客
観
的
な
数
字
で
測
れ

る
部
分
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
、

銀
行
窓
口
に
お
け
る
待
ち
時
間
に
関
す
る

品
質
を
考
え
る
際
、
三
分
が
高
品
質
な
の

か
、
五
分
が
高
品
質
な
の
か
を
数
値
で
表

す
こ
と
が
難
し
い
。
た
と
え
時
間
の
長
さ

が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
良
い
と
判
断
す
る

人
も
い
れ
ば
、
悪
い
と
判
断
す
る
人
も
い

る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
よ
っ

て
も
判
断
は
変
わ
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た

考
え
方
の
延
長
線
上
で
、
顧
客
の
維
持
や

企
業
利
益
の
向
上
に
資
す
る
指
標
と
し
て
、

満
足
度
に
関
す
る
研
究
が
数
多
く
行
わ

れ
た
。
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分

野
か
ら
移
入
し
た
主
な
知
見
は
、
以
下
の

二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
１
）
満
足
度
の
向
上
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い

　
　

～
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
へ
の
注
目

実
は
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
満
足
度
の

向
上
が
必
ず
し
も
顧
客
維
持
や
企
業
の

収
益
向
上
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
よ
り
適

切
な
評
価
指
標
と
し
て
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
イ

ヤ
ル
テ
ィ
と
は
、
企
業
収
益
に
つ
な
が
る

顧
客
の
行
動
意
図
の
こ
と
を
指
す
（
戸
谷
、

二
〇
〇
七
）。
す
な
わ
ち
、
満
足
し
て
も

ら
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
実
際
に

ま
た
購
入
し
た
い
、
人
に
紹
介
し
た
い
と

思
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
る
こ
と
こ
そ
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

（
２
）
情
緒
的
な
側
面
へ
の
注
目

満
足
度
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と
し

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
や
、
サ
ー
ビ
ス

の
経
験
が
事
前
に
期
待
し
て
い
た
よ
り
も

良
か
っ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
機
能
的
な

側
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
経
験
し
て
み
て
ど
の
よ
う
な

気
持
ち
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
対
す

る
評
価
も
、
満
足
度
に
影
響
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
向
上
に
は
、
特
定
の
サ
ー

ビ
ス
へ
の
思
い
入
れ
（
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
）

と
い
っ
た
要
素
が
影
響
す
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
機
能
的
な
側

面
だ
け
で
は
な
く
、
情
緒
的
な
側
面
か
ら

の
評
価
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
に
至
る
ま
で
、
上
述
し
た
ポ
イ
ン

ト
と
、「
観
光
地
イ
メ
ー
ジ
」
な
ど
の
観

光
研
究
に
お
け
る
各
種
理
論
が
統
合
し

た
形
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
モ
デ
ル
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。
観
光
地
全
体
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
し
て
い
く
「
観
光
地
経
営
」
の
考

え
方
が
理
論
・
実
務
の
双
方
で
取
り
入
れ

ら
れ
て
き
た
こ
と
も
、
研
究
が
進
ん
だ
一

因
だ
ろ
う
。

評
価
構
造
の
整
理

そ
れ
で
は
、
観
光
地
に
対
す
る
満
足
度

は
ど
の
よ
う
な
評
価
構
造
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

ま
で
の
国
内
外
に
お
け
る
研
究
・
調
査
成

果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
筆
者
に
よ
る
整
理

を
行
っ
て
み
た
（
図
１
）。

満
足
度
と
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
評
価
に

影
響
を
与
え
る
要
因
は
、
機
能
的
評
価

と
、
情
緒
的
評
価
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
機
能
的
評
価
と
は
、
観
光

地
で
の
滞
在
経
験
を
構
成
す
る
個
別
の
要

素
に
関
す
る
評
価
の
こ
と
を
指
す
。
具
体

的
に
は
、
景
観
や
宿
泊
施
設
、
観
光
施

設
、
食
事
、
交
通
機
関
、
買
い
物
と
い
っ

た
項
目
が
含
ま
れ
る
。
評
価
に
あ
た
っ
て

は
、
実
際
に
経
験
し
て
み
て
良
か
っ
た
か

ど
う
か
と
い
う
判
断
に
加
え
て
、
事
前
に

期
待
し
て
い
た
も
の
と
比
べ
て
ど
う
だ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
を
基
準
に
判
断
が
行
わ

れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

図1  観光地に対する満足度・ロイヤルティの評価モデル

＜機能的評価＞
・景観
・宿泊施設
・観光施設
・食事  など…

＜情緒的評価＞
・感情
・思い入れ
・愛着
・目新しさ など…

＜ロイヤルティ＞
・再来訪意向
・紹介意向

満足度
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情
緒
的
評
価
と
は
、
観
光
地
で
の
滞

在
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
気
持
ち
に

関
す
る
評
価
と
、
地
域
そ
の
も
の
に
対
す

る
思
い
入
れ
な
ど
に
関
す
る
評
価
の
こ
と

を
指
す
。
観
光
地
を
対
象
と
し
た
場
合
、

滞
在
中
に
喚
起
さ
れ
た
感
情
（
山
田
・
外

山
、
二
〇
一
一
）
や
、
地
域
へ
の
愛
着
度

（Yuksel, Yuksel, &
 Bilim

, 2010

）
と

し
て
測
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

情
緒
的
評
価
は
、
機
能
的
評
価
よ
り

も
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
に
対
し
て
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

満
足
度
が
向
上
す
る
と
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ

ィ
も
向
上
す
る
。
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
は
、
観

光
地
を
対
象
と
し
た
場
合
、「
再
度
そ
の

地
域
を
訪
問
し
た
い
と
思
う
意
向
（
再

来
訪
意
向
）」
や
、「
友
人
・
知
人
な
ど
に

地
域
の
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
意
向

（
紹
介
意
向
）」
と
し
て
測
定
さ
れ
る
。
冒

頭
に
紹
介
し
た
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
に
お
い
て
も
、
満
足
度
に
加
え
て
、
再

来
訪
意
向
の
向
上
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
人
が
一
様
に
同

じ
物
差
し
で
評
価
を
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
人
に
よ
っ
て
、
評
価
基
準
や
感
じ
方

も
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
る
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
は
、
地

域
へ
の
来
訪
回
数
、

旅
行
へ
の
動
機
づ

け
、
所
属
す
る
文

化
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
な
ど
が
評
価

の
仕
方
に
影
響

す
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
旅
行
の
同
行
者
や
、
観
光
地
の
タ
イ

プ
な
ど
に
よ
っ
て
も
評
価
は
異
な
っ
て
く

る
。
こ
れ
ら
の
個
人
内
要
因
・
個
人
外
要

因
が
、
間
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

（
表
１
）。

「
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
会
」
で
の
実
践

実
際
に
、
個
々
の
研
究
で
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
ら
の
研
究
事
例
を
題
材
に
、
解
説
し

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

二
〇
一
〇
年
度
よ
り
「
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
究
会
」
と
い
う
研
究
会
を
開
催

し
て
い
る
。
こ
の
研
究
会
で
は
、
会
員
と

な
っ
た
観
光
地
を
対
象
に
、
継
続
的
に

満
足
度
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
筆
者
ら
は
、

二
〇
一
一
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お

い
て
「
情
緒
的
評
価
」
に
焦
点
を
当
て
、

観
光
地
に
対
す
る
「
目
新
し
さ
」
と
「
な

じ
み
深
さ
」
が
満
足
度
と
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

の
評
価
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
証
す

る
た
め
の
研
究
を
行
っ
た
（Toyam

a &
 

Yam
ada, 2012

）。

従
来
の
観
光
研
究
で
は
、「
目
新
し
さ
」

と
「
な
じ
み
深
さ
」
は
対
立
す
る
概
念
で

あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
初

め
て
訪
れ
た
地
域
な
の
に
ど
こ
か
な
じ

み
深
さ
が
あ
る
と
い
っ
た
感
覚
や
、
逆
に
、

何
度
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
地
域
な
の
に

常
に
新
た
な
発
見
が
あ
る
と
い
っ
た
感
覚

に
な
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
、筆
者
ら
は
「
目
新
し
さ
」

と
「
な
じ
み
深
さ
」
は
両
立
す
る
と
い
う

立
場
を
と
り
、
国
内
の
あ
る
観
光
地
に
関

す
る
調
査
デ
ー
タ
を
対
象
に
、
旅
行
者
が

地
域
に
対
し
て
両
方
の
感
覚
を
覚
え
た
度

合
い
を
調
べ
、
そ
れ
ら
が
満
足
度
と
ロ
イ

ヤ
ル
テ
ィ
（
再
来
訪
意
向
・
紹
介
意
向
）

に
ど
れ
ほ
ど
影
響
す
る
か
に
つ
い
て
定
量

的
な
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
目

新
し
さ
」
と
「
な
じ
み
深
さ
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
満
足
度
と
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
に
異
な
る

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
２
）。「
目
新
し
さ
」
の
評
価
が
高
く

な
る
ほ
ど
、
満
足
度
と
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の

双
方
の
評
価
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

一
方
で
、「
な
じ
み
深
さ
」
は
ロ
イ
ヤ
ル
テ

ィ
に
の
み
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
研
究
か
ら
は
、
満
足
度
と
ロ
イ
ヤ

ル
テ
ィ
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

に
対
す
る「
目
新
し
さ
」と「
な
じ
み
深
さ
」

23 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集3 観光地に対する満足度研究の進展と今後の課題

表1  間接的な影響要因
	 個人内要因	 個人外要因

・来訪回数	 ・同行者
・旅行への動機づけ	 ・観光地タイプ
・ライフスタイル	 ・旅行形態
・文化	 　

図2 「目新しさ」と「なじみ深さ」が満足度・ロイヤルティに与える影響

＊矢印上の数字は、影響の度合い（パス係数）を示す

ロイヤルティ満足度

0.28

0.11

0.59

0.54

目新しさ

なじみ深さ
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24

の
両
者
の
評
価
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
目

新
し
さ
」
の
評
価
向
上
に
注
力
す
べ
き
で

あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
研
究
の
現
場
で
は
、
仮

説
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
各
要
因
に
関
す
る

評
価
が
、
ど
れ
く
ら
い
満
足
度
と
ロ
イ
ヤ

ル
テ
ィ
に
影
響
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
定
量

分
析
結
果
を
基
に
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
に
関
す
る
研
究
の

成
果
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
理
論
構
築

が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
研
究
課
題

～
ど
う
す
れ
ば
満
足
度・

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を

上
げ
ら
れ
る
の
か

こ
こ
ま
で
、
観
光
地
に
対
す
る
満
足

度
の
評
価
モ
デ
ル
や
、
具
体
的
な
研
究
事

例
を
紹
介
し
て
き
た
。
満
足
度
・
ロ
イ
ヤ

ル
テ
ィ
の
評
価
に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が

関
係
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
そ
の
全
体
像
が
見
え
つ
つ
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
観
光
地

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
く
観
点
で
は
、

「
具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば
満
足
度
・
ロ
イ

ヤ
ル
テ
ィ
の
評
価
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
よ
り
一

層
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

が
、
今
後
の
大
き
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
は
、
個

別
の
ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
な
ど
に
比
べ
て
、

機
能
的
な
評
価
の
向
上
に
直
接
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
地
域
内
に
は
複

数
の
事
業
者
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
独
自
の
経
営
方
針
を
持
っ
て
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
景
観
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

い
っ
た
要
素
も
、
改
善
を
図
る
際
に
は
関

係
者
と
の
合
意
形
成
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
こ
と
に
加
え
、
短
期
間
で
実
現
で
き
る

性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

旅
行
者
の
側
に
着
目
す
る
と
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
入
込
客
数
調
査
や
、
最
近
で

は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
技
術
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
属
性
や
行
動
パ
タ
ー
ン
は

把
握
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
は
、
個
別

の
ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
ほ
ど
厳
密
な
顧
客

管
理
を
行
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ

ち
、い
わ
ゆ
る
「
感
動
ポ
イ
ン
ト
の
演
出
」

と
い
っ
た
情
緒
的
な
評
価
を
高
め
る
施
策

を
行
う
こ
と
に
も
難
し
さ
が
あ
る
。

逆
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
観
光
地
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
は
何
が
で
き
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
、
満
足
度
・
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の

向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
処
方
箋
を
考

え
る
上
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

近
年
、
国
内
外
に
お
い
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（D
estination M

arketing/M
anage-

m
ent O

rganization

）
と
い
う
観
光
地

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
組
織
に
関
す
る
研

究
や
政
策
展
開
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
と
の
融
合
が
行
わ
れ
る
こ

と
で
、
突
破
口
が
見
え
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
関
す
る
研
究
テ
ー
マ
の
な

か
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
観

光
地
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
（D

estination 
Branding

）
が
あ
る
。
満
足
度
の
研
究

は
、
基
本
的
に
は
一
回
の
滞
在
に
関
す
る

経
験
の
評
価
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
観
光
地
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
側
に
と
っ
て
は
、
旅
行
者
が
家
に
帰
っ

て
か
ら
も
「
ま
た
来
た
い
」「
紹
介
し
た

い
」
と
い
う
思
い
を
持
ち
つ
づ
け
て
も
ら

い
、
実
際
の
行
動
に
移
し
て
も
ら
う
こ
と

こ
そ
が
大
切
で
あ
る
。

観
光
地
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
と
は
、
旅
行

者
に
そ
の
地
域
に
対
し
て
良
い
印
象
を
持

ち
続
け
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
と
言
い
換

え
る
こ
と
も
で
き
る
。
今
後
は
、
そ
の
地

域
で
の
一
回
ご
と
の
滞
在
経
験
を
、
い
か

に
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
う
視
点
で
考
え
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。

（
と
や
ま　

ま
さ
き
）
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自
然
公
園
研
究
の

位
置
づ
け

「
自
然
公
園
研
究
会
」
と
い
う
組
織
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
自
然
公
園
の
管
理
に

関
わ
る
テ
ー
マ
で
数
人
に
話
題
提
供
を
お

願
い
し
、
実
務
者
や
研
究
者
も
参
加
し
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
も
の

だ
（
写
真
１
）。
こ
れ
ま
で
四
回
開
催
し

て
き
た
研
究
会
で
は
、

「
自
然
歩
道
を
考
え
る
」

「
国
立
公
園
の
ブ
ラ
ン
ド
を
考
え
る
」

「
自
然
公
園
の
利
用
者
調
査
を
考
え
る
」

「
自
然
公
園
の
有
料
化
・
入
場
料
を
考

え
る
」

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
き
た
。

同
研
究
会
は
、
も
と
も
と
は
二
〇
〇
五

年
（
平
成
十
七
年
）
十
一
月
に
研
究
者
を

中
心
に
立
ち
上
げ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
間
、
関
連
す
る
学
会
や
大
学
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
に
お
い
て
研
究
者
中
心
の
情
報

交
換
や
交
流
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
一
二

年
（
平
成
二
十
四
年
）
九
月
に
、
公
益
財

団
法
人
日
本
交
通
公
社
内
に
事
務
局
を
引

き
受
け
て
い
た
だ
き
、
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

概
要
は
同
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
さ
れ
て
い
る
（「
日
本
交
通
公
社
自
然

公
園
研
究
会
」
で
検
索
）。

同
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
際
の
問
題
意

識
は
、
溝
尾
（2014

）
が
『
観
光
文
化
』

前
号
特
集
１
で
、
学
会
の
統
合
、
正
確
な

観
光
デ
ー
タ
の
整
備
と
分
析
が
観
光
学
研

究
の
課
題
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
と
類

似
し
て
い
る
。
自
然
公
園
に
関
す
る
研
究

者
や
技
術
者
、
実
務
者
の
数
は
少
な
く
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
堂
に
会
し
て
意

見
交
換
を
行
う
場
は
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ

た
。
学
会
に
お
け
る
論
文
や
発
表
は
、
日

本
造
園
学
会
、
日
本
森
林
学
会
、
日
本
観

光
研
究
学
会
、
日
本
都
市
計
画
学
会
、
環

境
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ

発
表
さ
れ
、
成
果
が
分
散
し
て
い
た
。

横
断
的
な
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

世
界
遺
産
の
管
理
に
つ
い
て
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
か
ら
注
文
が
つ
い

た
り
、
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整
地
区
の

指
定
や
、
屋
久
島
や
知
床
で
利
用
規
制
が

議
論
と
な
る
な
ど
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
公
園
管
理
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
景
観
や
動
植
物
保

護
に
関
す
る
知
見
だ
け
で
は
、
誰
が
、
ど

の
よ
う
に
自
然
公
園
を
管
理
し
て
い
く
か

を
決
め
る
こ
と
は
難
し
く
、
社
会
科
学
的

観
点
か
ら
の
知
見
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
自
然
公
園
管
理
に
関
す
る

社
会
科
学
的
観
点
か
ら
の
研
究
が
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、そ
の
成
果

は
分
散
し
て
お
り
、体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
造
園
学
会
の
公
園
緑
地
の
利
用

と
調
査
分
科
会
で
は
、「
研
究
の
対
象
が

人
々
の
遊
び
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な

愛
甲  

哲
也

25 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集4 自然公園研究の国際的動向とわが国の課題

4

自
然
公
園
研
究
の
国
際
的
動
向
と

わ
が
国
の
課
題

北
海
道
大
学
　
大
学
院
農
学
研
究
院 

准
教
授

写真1  自然公園研究会でのディスカッション
（2013年5月17日　公益財団法人日本交通公社　会議室）
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26

写真2  エストニアでの第7回MMV2014開催案内を広報する
ホームページ  2014年8月20～23日  首都タリン
http://www.tlu.ee/en/MMV7/

研
究
は
と
も
す
れ
ば
学
術
的
に
意
味
が

な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
利
用
者
の
自

発
的
な
行
動
で
自
然
に
う
ま
く
い
く
の
で
、

管
理
の
側
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
規
制
を
加
え

ら
れ
る
の
は
面
倒
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち

も
あ
っ
た
。」
と
、
青
木
・
愛
甲
（2006

）

は
述
べ
て
い
る
。
庄
子
（2011

）
は
、
現

状
で
は
現
場
の
政
策
決
定
に
自
然
公
園

管
理
を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
あ
ま
り

関
与
で
き
て
お
ら
ず
、
横
断
的
な
研
究
者

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
必
要
と
指
摘

し
て
い
る
。

自
然
公
園
研
究
会
は
、
以
上
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
で
き
る
だ
け
現
場
に
近
い
研
究

者
や
実
務
者
の
報
告
を
重
視
し
、
環
境

省
職
員
な
ど
の
実
践
者
も
交
え
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ゆ

く
ゆ
く
は
若
手
の
研
究
者
の
発
表
の
場
づ

く
り
な
ど
も
考
え
た
い
。
こ
の
よ
う
な
研

究
会
を
立
ち
上
げ
る
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
二
年
に
一
度
、
開
催
さ
れ

て
い
るM

M
V

（International Confer-
ence on M

onitoring and M
anage-

m
ent of V

isitors in Recreational and 
Protected A

reas

：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
地
域
や
保
護
地
域
へ
の
来
訪
者
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
国
際
会

議
）
に
参
加
し
た
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

集
会
Ｍ
Ｍ
Ｖ
に
つ
い
て 

Ｍ
Ｍ
Ｖ
は
、
二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四

年
）
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で
最

初
に
開
催
さ
れ
た
。
主
催
し
た
ウ
ィ
ー
ン

農
科
大
学
の
ム
ハ
ー
教
授
ら
は
、
増
加
し

つ
つ
あ
っ
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
影
響
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
、
体
系
化
さ
れ
た
量
的
・
質
的
デ

ー
タ
の
把
握
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
管
理
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
国
際
会

議
を
企
画
し
た
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る

（A
rnberger et al., 2002

）。

そ
れ
ま
で
は
、
自
然
公
園
利
用

者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
ア
ウ
ト
ド

ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
影

響
、
自
然
公
園
の
収
容
力
な
ど
を

テ
ー
マ
と
す
る
研
究
は
、
北
米
の

大
学
、
森
林
局
や
国
立
公
園
局
の

研
究
所
の
研
究
者
が
中
心
で
あ
っ

た
。
北
米
と
は
土
地
利
用
や
自
然

保
護
制
度
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

需
要
も
異
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸

国
で
は
、
独
自
の
研
究
の
体
系
化

と
現
場
へ
の
成
果
の
還
元
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。

ウ
ィ
ー
ン
で
の
初
回
か
ら
、
二
年
お
き

に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
、

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
八
月

二
十
～
二
十
三
日
に
エ
ス
ト
ニ
ア
の
首
都
、

世
界
遺
産
の
タ
リ
ン
で
七
回
目
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２
）。
二
十
五

カ
国
以
上
か
ら
、
約
三
百
名
が
参
加
す
る
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
研
究
集
会
で
あ
る
。

運
営
は
開
催
国
の
研
究
者
が
中
心
に
行

い
、
開
催
地
の
決
定
や
次
回
の
テ
ー
マ
は

運
営
委
員
会
で
検
討
さ
れ
る
。
運
営
委
員

会
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

日
本
の
研
究
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
二
回
目
か
ら
参
加
し
た
私
は
、
ウ
ィ

ー
ン
農
科
大
学
と
共
同
研
究
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
委
員
と

な
っ
た
。
日
本
を
は
じ
め
、
台
湾
や
韓
国

等
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
発
表
も
少
な
く
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
は
共
通
項
も
多
く
、

国
際
的
な
情
報
交
換
の
場
に
し
た
い
と
い

う
思
い
が
メ
ン
バ
ー
に
は
あ
る
。
八
月
の

末
と
い
う
日
程
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ

リ
カ
と
大
学
の
学
期
が
異
な
る
日
本
や
韓

国
か
ら
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
と
配
慮

さ
れ
た
も
の
で
、
わ
が
国
か
ら
も
積
極
的

な
発
表
や
参
加
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

Ｍ
Ｍ
Ｖ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
成
果

Ｍ
Ｍ
Ｖ
で
は
、
利
用
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
手
法
、
観
光
の
長
期
ト
レ
ン
ド
、
子

供
や
高
齢
者
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
参

加
、
都
市
近
郊
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地

の
管
理
、
環
境
教
育
、
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
的
側
面
、
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域
社
会
へ
の
影

響
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
口
頭
発
表
と
ポ

ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
る
。
参
加
国
、
参

加
者
と
も
に
、
回
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
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お
り
、
自
然
地
域
の
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
最
新
の
国
際
的
な
研

究
成
果
が
発
表
さ
れ
る
場
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）
に

は
、
Ｍ
Ｍ
Ｖ
を
母
体
と
し
て
、
こ
の
分
野

の
学
術
専
門
誌
『Journal of O

utdoor 
Recreation and Tourism

』
も
発
行

さ
れ
た
。

集
会
全
体
の
テ
ー
マ
は
、
開
催
国
や

国
際
的
な
関
心
事
を
背
景
に
設
定
さ
れ

る
。
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、“O

utdoor Rec-
reation in Change

”「
変
動
の
な
か

の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
が

集
会
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
閉
会
前
に
行

わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
か
ら
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
参
加
者
の
志
向

の
多
様
化
と
変
化
、
地
球
温
暖
化
や
災

害
に
よ
る
観
光
地
の
環
境
の
変
化
な
ど
が

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
増
加
に
よ
る
自
然

環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
懸
念
さ
れ
る
一

方
で
、
地
域
経
済
へ
の
効
果
も
期
待
さ
れ

て
お
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
こ
と

も
指
摘
さ
れ
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
影
響
や
、
ハ
リ
ケ

ー
ン
に
よ
る
ビ
ー
チ
へ
の
影
響
も
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
で
は
議
論

に
な
っ
て
い
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
登

壇
し
た
私
は
、
東
日
本
大
震
災
の

津
波
の
影
響
と
そ
の
後
の
復
興
に

お
け
る
観
光
の
役
割
に
つ
い
て
わ

が
国
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
に
よ
る
観
光
へ

の
影
響
を
指
摘
し
た
。
観
光
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
長
期
ト
レ
ン
ド
に
つ

い
て
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
等
で
実
態
調
査

が
行
わ
れ
て
お
り
、
遠
隔
の
観
光
地
よ

り
も
近
傍
で
利
便
性
の
高
い
森
林
な
ど

が
好
ま
れ
つ
つ
あ
る
傾
向
が
報
告
さ
れ
た

（Sievänen, 2012
）。
こ
の
傾
向
は
各
国

に
共
通
し
て
お
り
、
観
光
産
業
や
自
然
公

園
の
管
理
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
継

続
的
に
注
視
す
る
必
要
性
が
確
認
さ
れ

た
。
次
回
の
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
が
テ
ー
マ
と
し
て
予
定
さ
れ
て

い
る
。

多
様
な
情
報
・
意
見
交
換
が

創
出
す
る
新
た
な
知
見

Ｍ
Ｍ
Ｖ
に
は
、
研
究
者
や
学
生
だ
け
で

は
な
く
、
開
催
地
周
辺
の
自
然
公
園
の
管

理
者
や
観
光
事
業
者
も
参
加
す
る
た
め
、

開
催
国
の
言
語
で
の
実
務
的
な
分
科
会

も
行
わ
れ
る
。
開
催
地
周
辺
の
自
然
公
園

や
観
光
拠
点
を
訪
れ
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
参
加
者
同
士
の
交
流
も
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
地
域
の
課
題
と
そ
の
対
策
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

か
ら
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
か
と
い

っ
た
議
論
に
も
な
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ｍ
Ｖ
は
、
単
な
る
学
会

発
表
と
い
う
よ
う
な
場
で
は
な
く
、
研
究

者
と
実
務
者
の
意
見
交
換
の
場
と
も
な
っ

て
い
る
。
北
欧
諸
国
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
二
回
目
の
Ｍ
Ｍ
Ｖ
を
開
催
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
自
然
公
園
の
利
用
者
の
量

的
・
質
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
共
通

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し
、
定
期
的
に
情

報
交
換
も
行
っ
て
い
る
（K

ajala et al., 
2007

）（
写
真
３
）。

わ
が
国
に
お
け
る

自
然
公
園
研
究
の
課
題

国
立
公
園
や
国
有
林
を
管
理
す
る
必

要
か
ら
研
究
が
発
展
し
て
き
た
北
米
と
、

Ｍ
Ｍ
Ｖ
を
中
心
に
活
発
な
研
究
交
流
を

行
っ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
べ
る

と
、
わ
が
国
の
状
況
は
見
劣
り
す
る
。
伊

藤
（2003

）
は
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
研
究
の
日
米
比
較
を
行
い
、
管
理
の
改

善
に
結
び
つ
く
研
究
が
ま
だ
少
な
い
こ
と

を
指
摘
し
、
先
行
研
究
の
成
果
の
体
系
的

な
蓄
積
、
研
究
の
視
座
の
明
確
化
、
管
理

デ
ー
タ
の
蓄
積
と
研
究
成
果
の
管
理
者
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
が
必
要
だ
と
指

摘
し
て
い
る
。

私
の
知
る
範
囲
で
は
、わ
が
国
の
観
光・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
に
は
、

理
論
的
な
背
景
や
既
往
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー

が
不
十
分
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
北
米

の
大
学
で
は
、
研
究
の
初
期
段
階
で
基
本

文
献
を
徹
底
的
に
読
ま
さ
れ
る
。
引
用

し
た
文
献
、
引
用
さ
れ
た
文
献
の
数
が
評

価
の
対
象
と
な
る
た
め
、
膨
大
な
数
の
文

献
を
読
み
、
参
照
し
つ
つ
研
究
を
進
め
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
研
究
は
、
場

当
た
り
的
な
事
例
研
究
が
多
い
。
行
政
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
報
告
書
も
、
慣
例
な

27 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集4 自然公園研究の国際的動向とわが国の課題

写真3  北欧諸国が作成した
アウトドアレクリエーションの
モニタリングマニュアル
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の
か
も
し
れ
な
い
が
、
参
考
文
献
や
引
用

文
献
が
整
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。

学
会
も
分
散
し
て
い
る
た
め
、
論
文
と

口
頭
発
表
な
ど
の
成
果
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る

の
も
大
変
難
儀
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
論
文
や
発
表
の
要
旨
が
公
開
さ
れ
て

い
る
学
会
も
少
な
い
た
め
、
大
学
以
外
の

研
究
者
や
実
務
者
が
そ
の
成
果
に
触
れ
る

こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

研
究
分
野
の
進
展
を
体
系
的
に
整
理
し
、

そ
の
成
果
を
活
か
す
に
は
程
遠
い
。

事
例
研
究
は
、
体
系
的
な
理
論
に
基

づ
い
て
初
め
て
完
全
性
や
信
頼
性
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
（Vaske, 2008

）。
事
例

を
積
み
重
ね
る
だ
け
で
は
研
究
と
は
言
え

ず
、
せ
っ
か
く
の
知
見
や
ツ
ー
ル
の
現
場

で
の
信
頼
性
も
低
く
な
る
。
研
究
者
や
管

理
者
、
実
務
者
が
参
照
で
き
る
教
科
書
と

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
少
な
く
、
先
例
を
踏
ま
え

る
こ
と
の
な
い
場
当
た
り
的
な
事
例
調
査

が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

開
か
れ
た
研
究
の
フィ
ー
ル
ド
を
目
指
し
て

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
、
世
界
遺
産
地
域

や
国
立
公
園
を
管
理
す
る
公
営
企
業

M
etsähallitus
（
注
）
は
、
先
述
し
た
北
欧

の
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
、
国
立
公
園
の
価
値
を
地
域

社
会
の
経
済
と
結
び
つ
け
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
や
研
究
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る

（
図
１
）。
自
然
公
園
研
究
、
ま
た
は
観

光・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
が
、「
遊
び
」

の
観
察
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
市
民
へ
の
利

益
や
地
域
社
会
へ
の
効
果
を
検
証
す
る
行

為
な
の
か
、
そ
の
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
。

何
人
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
訪
れ
、
何

を
必
要
と
し
て
い
る
か
、
科
学
的
根
拠
に

基
づ
い
て
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
予
算
執

行
者
や
社
会
の
な
か
で
の
優
先
順
位
が
低

く
な
る
の
は
免
れ
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
自
然
公
園
の
管
理
や
観
光

地
の
運
営
を
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
説

得
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

分
散
し
て
い
る
学
会
を
統
合
す
る
こ
と

は
難
し
く
て
も
、
各
学
会
の
成
果
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
れ
ば
研
究
成
果
の

横
断
的
な
把
握
が
可
能
と
な
り
、
学
会

間
の
交
流
も
促
進
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
欧
米
の
豊
富
な
研
究
や
実
践

の
成
果
の
邦
訳
も
ま
だ
ま
だ
少
な
い
た
め
、

代
表
的
な
書
籍
や
教
科
書
、
報
告
書
な
ど

を
、
翻
訳
ま
た
は
抄
訳
し
て
管
理
者
や
実

務
者
に
伝
え
る
こ
と
も
行
い
た
い
。
そ
れ

ら
の
成
果
を
基
に
、
わ
が
国
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
研
究
を
進
め
れ
ば
、
国
際
的
な
位
置
づ

け
も
明
確
に
な
る
。
観
光
が
急
速
に
グ
ロ

ー
バ
ル
化
す
る
の
と
同
時
に
、
研
究
も
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
て
お
り
、
国
内
外
問
わ
ず

研
究
者
と
実
務
者
の
交
流
と
連
携
を
図
る

必
要
が
あ
る
。「
自
然
公
園
研
究
会
」
が
、

そ
の
一
助
に
な
る
と
幸
い
で
あ
る
。

（
あ
い
こ
う　

て
つ
や
）

（注）1200万ヘクタール以上の国有地と水域を管理するフ
ィンランドの公営企業。国有林の管理で得た収入
により、世界遺産地域と国立公園の管理運営も行っ
ている。http://www.metsa.fi/sivustot/metsa/en/
AboutUs/Sivut/AboutMetsahallitus.aspx
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愛
甲
哲
也
（
あ
い
こ
う  

て
つ
や
）

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
准
教
授
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
や
、

自
然
保
護
地
の
管
理
、
都
市
公
園
の
設
計
と
管
理
を

中
心
に
研
究
。
大
雪
山
の
登
山
道
管
理
水
準
、
利
尻

山
の
登
山
の
あ
り
方
検
討
、
沖
縄
県
の
持
続
可
能
な

観
光
地
づ
く
り
、
知
床
世
界
遺
産
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

戦
略
、
礼
文
島
の
生
物
多
様
性
戦
略
な
ど
に
関
わ
る
。

市
民
団
体
「
山
の
ト
イ
レ
を
考
え
る
会
」
事
務
局
長
と

し
て
、
ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
な
登
山
の
普
及
啓
発
に
も
取

り
組
む
。主
な
共
著
書
と
し
て
、『
自
然
公
園
シ
リ
ー
ズ：

利
用
者
の
行
動
と
体
験
』（
古
今
書
院
、二
〇
〇
八
）『
地

域
資
源
を
守
っ
て
い
か
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

人
と
自
然

の
共
生
シ
ス
テ
ム
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
）
な
ど
。

図1  フィンランドの国立公園がもたらす価値

間接的価値
（水、気候、写真、映像）

オプション価値
（将来の利用）

利用価値
総合価値

非利用価値

存在価値
（自然、種、ハビタット） 遺産価値利用による価値

（レクリエーション、観光）

利用者の消費は、地域の収入と雇用の増加につながる
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送
る
上
で
不
可
欠
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
長

期
的
・
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
に
必
要

な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
整
備
す

る
仕
組
み
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
交

通
車
両
の
技
術
特
性
を
知
っ
て
い
な
い
と

話
に
な
ら
な
い
し
、
交
通
企
業
の
経
営

特
性
に
も
理
解
が
及
ば
な
い
と
い
け
な
い
。

す
な
わ
ち
、
同
じ
交
通
を
扱
う
学
問
領

域
の
な
か
で
も
、
交
通
計
画
は
全
般
的
な

幅
広
い
知
識
が
要
求
さ
れ
る
極
め
て
学
際

的
な
分
野
で
あ
る
と
徐
々
に
実
感
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
土
木
工
学
的

な
交
通
計
画
か
ら
一
歩
足
を
踏
み
出
し
て
、

経
済
学
、
法
律
学
、
工
学
ま
で
選
り
好
み

せ
ず
に
交
通
に
関
わ
る
知
識
を
吸
収
し
て
、

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
地
域
の
交
通
問

題
の
解
決
に
貢
献
し
よ
う
と
の
思
い
か
ら
、

七
～
八
年
く
ら
い
前
か
ら
交
通
学
を
称
す

る
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
観
光
学
も
筆

者
の
研
究
分
野
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ

る
が
、
こ
ち
ら
も
全
方
位
的
な
学
問
知
識

が
要
求
さ
れ
る
学
際
的
分
野
の
典
型
的
な

一
つ
で
あ
り
、
当
初
か
ら
大
き
な
シ
ン
パ

シ
ー
を
感
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

交
通
学
に
お
け
る

重
要
な
論
点
：

需
給
ギ
ャ
ッ
プ
と
価
値
観
・

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

さ
て
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
大
き

な
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
は
、
専
門
家
で

な
く
と
も
理
解
で
き
る
と
思
う
。
筆
者
が

大
学
で
行
っ
て
い
る
「
観
光
計
画
学
」
の

講
義
で
は
、
観
光
学
を
専
門
と
す
る
学
生

に
も
交
通
事
業
の
コ
ス
ト
感
覚
を
共
有
し

て
ほ
し
い
と
の
強
い
思
い
か
ら
、
例
え
ば
、

「
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
は
一
機
い
く
ら

で
購
入
で
き
る
か
？
」

「
新
東
名
高
速
道
路
建
設
は
１
㎞
当
た

り
い
く
ら
か
か
っ
た
か
？
」

と
い
っ
た
質
問
を
し
て
み
る
。

実
際
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
百
億
円
、
約

百
五
十
億
円
で
あ
る
（
注
１
）
が
、
学
生
に

は
こ
の
よ
う
な
大
き
な
金
額
は
想
像
が
つ

か
な
い
よ
う
で
、
彼
ら
の
答
え
は
最
大
で

十
億
円
く
ら
い
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
は
初
期
投
資
費

用
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
は
人

件
費
や
維
持
費
な
ど
も
必
要
と
な
る
の
で
、

さ
ら
に
費
用
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
だ
け
の
負
担
に
見
合
う
利
用
が
期
待

で
き
る
の
か
が
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
を
決
断

す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
交
通
事
業
者
は
利
潤
を

確
保
す
る
た
め
に
過
大
な
供
給
は
避
け
る

動
機
を
持
ち
得
る
が
、
事
業
者
任
せ
で
過

小
な
供
給
に
な
れ
ば
社
会
は
困
っ
て
し
ま

う
。
社
会
的
に
望
ま
し
い
需
給
バ
ラ
ン
ス

交
通
学
者
が
観
光
学
に

感
じ
た
シ
ン
パ
シ
ー

唐
突
だ
が
、
筆
者
は
「
交
通
学
」
を

専
門
の
一
つ
と
称
し
て
い
る
。

交
通
学
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る

学
問
の
名
称
で
は
な
い
。
筆
者
は
土
木
工

学
科
の
卒
業
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
キ
ャ

リ
ア
を
持
つ
同
業
の
研
究
者
た
ち
は
土
木

工
学
の
な
か
の
一
分
野
で
あ
る
「
交
通
計

画
」
を
専
門
と
称
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、

筆
者
も
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
を
専
門
と
称
し

て
い
た
。

交
通
を
取
り
扱
う
学
問
領
域
は
、
機

械
工
学
、
電
気
工
学
、
経
済
学
、
建
築
学

な
ど
幅
広
い
。
交
通
計
画
は
、
筆
者
の
理

解
で
は
、
わ
れ
わ
れ
人
類
が
社
会
生
活
を

清
水  

哲
夫

29 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集5 交通学の世界から観光研究を見る

5

交
通
学
の
世
界
か
ら

観
光
研
究
を
見
る

首
都
大
学
東
京
　
大
学
院
都
市
環
境
科
学
研
究
科 

観
光
科
学
域 

教
授
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を
不
断
に
追
求
す
る
こ
と
が
交
通
学
の
肝

で
あ
る
。

さ
ら
に
大
規
模
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
建

設
に
は
、
構
想
か
ら
供
用
ま
で
に
長
い

期
間
を
要
す
る
。
新
東
名
高
速
道
路
は

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
の
第
四

次
全
国
総
合
開
発
計
画
で
初
め
て
構
想

さ
れ
た
（
注
２
）
の
で
、
二
〇
一
二
年
（
平

成
二
十
四
年
）
の
部
分
供
用
開
始
ま
で

二
十
五
年
、
全
線
で
の
供
用
を
予
定
す
る

二
〇
二
〇
年
（
平
成
三
十
二
年
）
ま
で
に

三
十
三
年
の
月
日
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
八
七
年
は
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
景
気

の
真
っ
た
だ
中
で
あ
り
、
日
本
経
済
は
依

然
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
た
時
代
で
あ

る
。
新
東
名
高
速
道
路
は
、
よ
り
高
速
に

移
動
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し

て
、
通
常
の
高
速
道
路
よ
り
も
高
速
走
行

が
可
能
な
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
通
常
は
五
十
億
円
／
㎞
程
度
と
言
わ

れ
て
い
る
高
速
道
路
建
設
単
価
（
注
３
）
よ

り
も
圧
倒
的
に
高
い
事
業
費
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
供
用
時
に
は
既
に
大
き
な
経

済
成
長
は
見
込
め
な
い
時
代
に
入
っ
て
お

り
、
高
速
移
動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
く
、
逆
に
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の

よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
す
る
共
感

が
見
ら
れ
る
。
構
想
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ

や
サ
ー
ビ
ス
が
供
用
さ
れ
る
ま
で
の
期
間

で
、
人
々
の
価
値
観
が
ど
う
変
化
す
る
か
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
ど
う
変
化
す
る
の
か

を
予
想
し
て
事
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

の
で
あ
る
。

交
通
学
の

主
要
研
究
課
題
と

観
光
学
の
関
わ
り

筆
者
の
理
解
で
は
、
莫
大
な
費
用
と

期
間
が
か
か
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
い

う
特
徴
か
ら
、
交
通
学
の
主
流
を
な
す

研
究
は
一
貫
し
て
費
用
対
効
果
の
研
究
で

あ
っ
た
。

費
用
対
効
果
分
析
の
代
表
例
で
あ
る

費
用
便
益
分
析
で
は
、
便
益
と
費
用
の

比
（
費
用
便
益
比
）
を
事
業
の
良
し
悪
し

を
図
る
指
標
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
な
る

が
、
よ
り
正
確
な
便
益
の
算
定
に
多
く
の

研
究
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
（
文
献
１
）。

交
通
事
業
の
場
合
、
便
益
の
多
く
の

部
分
は
利
用
者
の
所
要
時
間
短
縮
効
果

で
あ
り
（
文
献
２
）、
交
通
事
業
に
よ
っ
て

期
待
さ
れ
る
所
要
時
間
短
縮
効
果
と
サ

ー
ビ
ス
費
用
の
対
応
関
係
か
ら
需
要
を
想

定
す
る
、
い
わ
ゆ
る
交
通
需
要
予
測
の
研

究
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。

現
在
世
界
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
交
通

需
要
予
測
技
術
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
米

国
で
生
ま
れ
た
四
段
階
推
定
法
が
基
礎

と
な
っ
て
お
り
（
文
献
３
）、
交
通
計
画
の
対

象
地
域
を
複
数
の
ゾ
ー
ン
に
分
割
し
、
計

画
対
象
年
次
に
お
け
る
ゾ
ー
ン
間
の
利
用

交
通
機
関
別
交
通
量
を
予
測
す
る
。

こ
の
予
測
交
通
量
と
、ゾ
ー
ン
の
昼
間・

夜
間
人
口
や
平
均
所
得
の
よ
う
な
発
生

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
指
標
、
業
務
・
商
業
集
積

の
よ
う
な
集
中
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
指
標
、
ゾ

ー
ン
間
の
距
離
や
所
要
時
間
と
い
っ
た
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
指
標
な
ど
の
間
の
関
係

式
を
作
成
す
れ
ば
、
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
し
た
場
合
に
対
象
地
域
内
の
交

通
流
動
パ
タ
ー
ン
の
変
化
を
計
算
し
、
最

終
的
に
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
客

数
を
予
測
で
き
る
。

調
査
技
術
や
解
析
技
術
の
発
展
と
と

も
に
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
ゾ
ー
ン
間

の
集
計
交
通
量
で
は
な
く
、
個
々
人
の
交

通
選
択
の
結
果
を
集
計
す
る
い
わ
ゆ
る
非

集
計
行
動
分
析
に
立
脚
し
た
需
要
予
測

手
法
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
の
交

通
選
択
は
、
目
的
地
ま
で
の
所
要
時
間
や

費
用
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
変
数
を

用
い
た
多
変
量
モ
デ
ル
で
表
現
す
る
こ
と

が
通
常
で
あ
り
、
例
え
ば
個
人
の
施
策
へ

の
嗜し

好こ
う

の
違
い
に
よ
り
、
あ
る
い
は
年
齢・

性
別
な
ど
の
属
性
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
を
使

い
分
け
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
費
用
便
益
分
析
や

交
通
需
要
予
測
手
法
は
い
ず
れ
も
長
期
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
主
た
る

興
味
が
あ
り
、
量
的
規
模
の
小
さ
い
観
光

交
通
へ
の
対
応
は
必
ず
し
も
優
先
事
項
で

は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
特
に
大
規
模

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の
需
要
予
測
で
は
、

交
通
量
の
み
が
興
味
の
対
象
で
、
利
用
者

の
構
成
は
顧
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
の
高
速
道
路
料
金
上
限

制
度
の
導
入
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
登
場
な
ど
、
地

域
の
観
光
振
興
に
と
っ
て
は
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
持
つ
交
通
サ
ー
ビ
ス
改
善
施
策

が
複
数
登
場
す
る
時
代
と
な
り
、
多
様

な
利
用
者
属
性
を
考
慮
で
き
る
、
施
策
の

短
期
的
な
効
果
評
価
が
可
能
な
需
要
予

測
手
法
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
適
用
対
象
と
し
て
の

観
光
交
通
研
究

筆
者
の
理
解
で
は
、
一
九
七
〇
年
（
昭

和
四
十
五
年
）
こ
ろ
か
ら
少
数
の
研
究
者
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に
よ
っ
て
細
々
と
行
わ
れ
て
き
た
観
光
交

通
研
究
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
ご
ろ
か

ら
一
転
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
見
て
い
る
。

そ
の
こ
ろ
に
は
基
本
的
な
交
通
イ
ン
フ

ラ
整
備
計
画
が
一
段
落
し
、
需
要
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
既
存
イ
ン
フ
ラ
を
有
効
利

用
す
る
と
い
う
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
考
え
方
が
浸
透
し
始
め
た
。
ピ
ー
ク
と

オ
フ
ピ
ー
ク
の
差
が
大
き
い
観
光
交

通
は
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
存

在
意
義
を
示
す
格
好
の
適
用
対
象
と

認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

特
に
高
速
道
路
等
の
幹
線
道
路
の

渋
滞
解
消
や
観
光
地
内
に
お
け
る
自

動
車
と
歩
行
者
の
錯さ

く
そ
う綜

の
解
消
を
目

指
し
た
研
究
は
、
一
九
九
〇
年
代
以

降
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
ま
で
の
観
光

交
通
研
究
の
主
流
で
あ
っ
た
と
見
て

い
る
。
例
え
ば
、
観
光
地
区
へ
の
車

両
乗
り
入
れ
規
制
の
実
証
的
研
究
が

白
川
郷
（
写
真
１
）
な
ど
複
数
地
域

で
実
施
さ
れ
て
一
定
の
成
功
を
収
め

て
い
る
（
文
献
４
）。

一
方
で
行
楽
時
期
に
頻
発
す
る
高

速
道
路
渋
滞
の
軽
減
策
に
つ
い
て
は
、

依
然
と
し
て
実
証
で
の
有
効
性
検
証

が
進
ん
で
い
な
い
。

交
通
学
研
究
者
の

立
場
か
ら
見
え
る

観
光
学
の
姿

こ
こ
ま
で
交
通
学
の
経
緯
を
、
特
に
そ

の
意
図
を
断
る
こ
と
な
く
書
い
て
き
た
が
、

結
論
的
に
言
え
ば
、
繰・

・

・

・

・

・

・

・

り
返
さ
れ
る
地
域

社・

・

・

・

・

・

・

・

会
か
ら
の
批
判
や
ニ・

・

・

・

・

・

・

・

ー
ズ
に
科
学
的
合

理・

・

・

・

・

・

・

・

・

性
を
も
っ
て
そ
れ
な
り・

・

・

・

・

・

・

に
応
え
て
き
た

交
通
学
は
、
今
後
同
じ
状
況
に
直
面
す
る

で
あ
ろ
う
観
光
学
の
今
後
の
展
開
に
対
し

て
格
好
の
参
考
事
例
に
な
る
と
信
じ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

約
三
年
前
か
ら
観
光
コ
ー
ス
の
教
員
に

な
っ
て
以
来
、
研
究
・
教
育
の
た
め
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
観
光
学
の
研
究
論
文
や
教

科
書
を
読
む
機
会
が
増
え
、
観
光
学
に

対
し
て
思
う
こ
と
も
増
え
て

き
た
。
新
参
者
の
理
解
不
足

か
ら
く
る
無
礼
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
あ
え
て
感
じ

た
こ
と
を
披
露
し
て
み
た
い
。

●

観
光
学
は
学
問
と
し
て
歴

史
が
浅
い
こ
と
は
否
め
な
い
。

そ
れ
で
あ
る
が
故
に
、
純
粋

学
問
と
し
て
の
観
光
学
を
指

向
す
る
研
究
者
は
、
実
学
的

ニ
ー
ズ
か
ら
距
離
を
置
い
た

研
究
に
終
始
し
が
ち
な
の
で

は
と
危
惧
し
て
い
る
。

観
光
学
の
著
名
な
国
際
ジ

ャ
ー
ナ
ル
の
論
文
で
は
、
課

題
の
面
白
さ
よ
り
は
過
剰
な

厳
密
さ
を
要
求
す
る
姿
勢
が

強
す
ぎ
る
気
が
し
て
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
掲
載
論
文
に
は
、
レ
ビ
ュ

ー
パ
ー
ト
ま
で
は
非
常
に
立
派
な
の
で
あ

る
が
、
分
析
パ
ー
ト
か
ら
は
急
激
に
ト
ー

ン
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
い
、
途
中
で
急
激
に

読
む
意
欲
と
楽
し
さ
が
低
下
す
る
も
の
が

多
い
。
そ
の
割
に
、
論
文
の
最
後
に
「
産

業
界
へ
の
貢
献
」
を
記
述
す
る
よ
う
要
求

さ
れ
、
そ
も
そ
も
企
業
活
動
に
役
立
つ
研

究
内
容
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
企
業

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
役
立
つ
」
と
無
理

や
り
書
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ち
ぐ
は
ぐ

さ
も
見
ら
れ
る
。

●

「
観
光
と
い
う
現
象
は
百
人
い
れ
ば
百

人
違
う
」
と
い
う
趣
旨
の
意
見
を
よ
く

聞
く
。
全
く
同
感
で
あ
る
。
こ
れ
は
業
界

が
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
依
存
し
す
ぎ
て
き

た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
出
た
意
見
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
ニ
ッ
チ
な
研
究
に
入
り

込
み
す
ぎ
る
だ
け
で
は
意
味
は
な
い
。
一

人
一
人
の
ニ
ッ
チ
な
現
象
を
個
別
に
分
析

し
て
も
、
効
率
が
悪
す
ぎ
て
産
業
界
へ
の

貢
献
に
は
つ
な
が
り
に
く
い
の
は
明
白
で

あ
る
。

個
別
観
光
地
で
の
成
功
事
例
の
要
因
分

析
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
知

見
の
時
間
的
・
空
間
的
移
転
性
が
な
け
れ

ば
や
は
り
産
業
界
へ
の
貢
献
に
は
な
ら
な
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い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
視
点

に
立
っ
た
研
究
を
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な

い
。
ニ
ッ
チ
に
切
り
込
む
研
究
と
、
普
遍

的
原
則
を
発
見
す
る
研
究
の
バ
ラ
ン
ス
を

観
光
学
全
体
と
し
て
探
求
し
て
ほ
し
い
し
、

筆
者
も
そ
う
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

●

交
通
学
で
は
、
近
年
は
世
間
か
ら
厳
し

い
批
判
を
浴
び
な
が
ら
も
、
産
官
学
が
連

携
し
て
公
共
事
業（
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
）

の
必
要
性
を
訴
え
る
研
究
・
教
育
上
の
取

り
組
み
を
組
織
的
に
行
っ
て
き
た
。
そ
の

世
界
か
ら
観
光
学
に
片
足
を
突
っ
込
ん
で

み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
緊
張
感
や
連
携
を

あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
や
や
拍
子
抜

け
し
て
い
る
。

観
光
コ
ー
ス
に
移
籍
し
た
筆
者
も
、
三

年
も
た
て
ば
さ
す
が
に
地
域
で
の
観
光
産

業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
つ
は
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
結
局
地
域
か
ら

の
疑
問
は
、「
観
光
産
業
で
果
た
し
て
地

域
経
済
が
成
り
立
つ
の
か
？
」
と
い
う
一

言
に
尽
き
る
気
が
し
て
い
る
。

筆
者
は
こ
の
疑
問
に
答
え
る
自
信
は

ま
だ
な
い
し
、
観
光
学
と
し
て
も
定
説
は

な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
手
の
疑
問
に
真し

ん

摯し

に

答
え
る
た
め
に
、
観
光
学
が
持
つ
こ
れ
ま

で
の
知
見
を
総
結
集
す
る
と
と
も
に
、
問

題
解
決
型
の
広
域
観
光
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
検
証
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

今
後
の
観
光
振
興
に

必
要
な
交
通
学
研
究

交
通
学
が
今
後
の
観
光
学
の
発
展
に

貢
献
す
べ
き
分
野
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

地
域
や
都
市
の
観
光
振
興
の
た
め
に
交

通
学
が
果
た
す
べ
き
貢
献
は
、
結
局
の
と

こ
ろ
は
観
光
客
の
観
光
周
遊
行
動
を
円

滑
に
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
提
供
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
こ
う
書
い
て
し
ま
う
と
至
極

単
純
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
端

的
に
言
え
ば
ほ
ぼ
静
的
な
統
計
デ
ー
タ
し

か
使
え
な
い
た
め
に
非
常
に
難
し
い
。

し
か
し
、
携
帯
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
モ
バ
イ

ル
機
器
を
用
い
て
観
光
客
の
周
遊
行
動
の

時
空
間
特
性
を
容
易
に
分
析
で
き
る
時

代
と
な
っ
て
お
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
立

脚
し
た
観
光
周
遊
行
動
分
析
が
今
後
数

年
間
で
圧
倒
的
な
進
展
を
見
せ
れ
ば
、
効

率
性
の
高
い
観
光
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
案

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

つ
い
で
に
言
え
ば
、
観
光
学
に
お
け
る

観
光
行
動
研
究
で
は
、
旅
行
者
心
理
と
の

対
応
関
係
に
多
く
の
興
味
が
払
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
空
間
分
布

と
の
対
応
関
係
に
着
目
し
た
研
究
は
充
実

し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
心
理

と
空
間
に
よ
る
相
乗
効
果
で
よ
り
予
測
精

度
の
高
い
観
光
行
動
研
究
を
実
現
す
る
た

め
に
、
観
光
学
と
交
通
学
の
研
究
者
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

最
後
に
、
地
域
に
お
け
る
観
光
産
業

へ
の
期
待
の
高
ま
り
に
対
し
て
、
新
た
な

需
要
の
創
出
に
貢
献
で
き
る
観
光
交
通

研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

例
え
ば
、

●
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

街
路
活
用

●
観
光
列
車
な
ど
の“
乗
り
物
”
に
よ

る
観
光
振
興

●
風
景
街
道
の
よ
う
な
地
域
理
解
・
交

流
促
進
型
ス
キ
ー
ム
の
導
入

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
研
究
よ
り
は
実
践

が
大
き
く
先
行
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
地
域
活
性
化
効
果
が
測
定
可

能
と
な
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
費
用
対
効
果

分
析
に
新
た
な
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
交
通
学
で
は
、
交
通
は
そ

れ
自
体
に
目
的
の
な
い
派
生
需
要
と
い
う

性
質
を
前
提
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
交
通
自
体
が
目
的
の
本
源
需
要
に
も

観
光
学
に
参
入
す
る
交
通
研
究
者
は
積

極
的
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。

（
し
み
ず　

て
つ
お
）

（
注
１
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
新
聞
記
事
等
の
情
報
か

ら
入
手
し
た
。

（
注
２
）一
九
八
七
年
に
旧
国
土
庁
が
公
表
し
た
「
第
四

次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
の
別
表
高
規
格
幹

線
道
路
構
想
一
覧
に
第
二
東
名
自
動
車
道
と
し

て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

（http://w
w

w
.kokudokeikaku.go.jp/

docum
ent_archives/ayum

i/25.pdf

）

（
注
３
）国
土
交
通
省
平
成
十
三
年
八
月
の
記
者
発
表

記
事（http://w

w
w

.m
lit.go.jp/tec/cost/

cost/130821/tokutyo.pdf

）を
参
照
し
た
。

［
参
考
文
献
］

（
１
）中
村
英
夫
編
：『
道
路
投
資
の
社
会
経
済
評
価
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
、一九
九
七
）

（
２
）松
崎
友
洋
ほ
か
：『
日
本
の
旅
行
時
間
節
約
価

値
に
関
す
る
メ
タ
回
帰
分
析
』（
第
40
回
土
木
計

画
学
研
究
発
表
会・講
演
集
、二
〇
〇
九
）

（
３
）森
地
茂・山
形
耕
一
編
著
：『
新
体
系
土
木
工
学

60
交
通
計
画
』（
技
報
堂
出
版
、一九
九
三
）

（
４
）久
保
田
尚
：『「
お
も
て
な
し
」の
発
想
に
転
換
し

よ
う
』（
国
際
交
通
安
全
学
会
誌
、Ｖｏ
ｌ・31
、 No
・

４
、 

52-

57
、 二
〇
〇
七
）

清
水
哲
夫
（
し
み
ず　

て
つ
お
）

専
門
は
交
通
学
、観
光
学
。
一
九
九
五
年（
平
成
七
年
）

東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
了
、
東
京
工

業
大
学
助
手
、
東
京
大
学
助
手
、
助
教
授
、
准
教
授
を

経
て
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
四
月
よ
り
現
職
。

二
〇
一
〇
年
度
（
平
成
二
十
二
年
度
）
に
ロ
ー
マ
大
学

持
続
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
に
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
。

同
年
に
第
一
回
観
光
統
計
を
活
用
し
た
実
証
分
析
に
関

す
る
論
文
表
彰
で
観
光
庁
長
官
賞
受
賞
。
二
〇
〇
五
年

（
平
成
十
七
年
）
に
国
土
審
議
会
計
画
部
会
自
立
地
域

社
会
専
門
委
員
会
委
員
に
就
任
。
観
光
庁
が
実
施
す
る

宿
泊
旅
行
統
計
や
共
通
基
準
に
よ
る
観
光
入
込
客
統
計

の
設
立
に
学
識
経
験
者
と
し
て
深
く
関
わ
っ
た
。
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関
心
の
高
い
活
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

否
定
す
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、「
観
光
と
は
何
か
」
と

い
う
問
い
に
端
的
に
回
答
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
多
く
の
人
々
が
経
験
し
、
欲
し
て

い
る
活
動
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
が
何
な
の
か
と
い
う
質
問
に
答
え
る
こ

と
が
難
し
い
の
が
「
観
光
」
で
あ
る
。
こ

う
し
た
「
矛
盾
」
は
、「
観
光
」
が
多
面

性
を
持
っ
た
概
念
で
あ
る
た
め
と
考
え
る

と
分
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
つ
の
軸
に
よ
る

観
光
の
捉
え
方

物
事
を
捉
え
る
際
の
軸
は
三
つ
挙
げ
ら

れ
る
（
図
１
）。
そ
れ
は
、

●
視
座
（
ど
の
立
場
か
ら
見
る
の
か
）

●
視
野
（
ど
の
範
囲
を
見
る
の
か
／
検

討
対
象
と
す
る
の
か
）

●
視
点
（
視
野
の
な
か
で
、
ど
こ
に
注

目
す
る
の
か
）

の
三
つ
で
あ
る
。

視
座

観
光
に
対
す
る
視
座
は
、
観
光
客
、
宿

泊
事
業
者
、
旅
行
会
社
、
ま
た
は
住
民

や
行
政
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
う
し

た
視
座
の
違
い
は
、
一
つ
の
観
光
事
象
の

解
釈
を
大
き
く
変
化
さ
せ
得
る
。

例
え
ば
、「
観
光
客
数
が
増
大
し
て
い

る
」
と
い
う
場
合
、
肯
定
的
に
解
釈
す

る
視
座
が
一
般
的
で
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、

住
民
の
視
座
に
立
て
ば
「
平
穏
な
生
活
が

脅
か
さ
れ
る
」
と
否
定
的
に
解
釈
す
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
観
光
客
の

一
部
の
視
座
に
立
て
ば
「
私
だ
け
が
知
っ

て
い
る
地
域
だ
っ
た
の
に
、
騒
が
し
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
解
釈
も
出
て
く

る
で
あ
ろ
う
。

33

観光研究の現状と
今後の方向性への提言

　　山田  雄一

視
座特集テーマからの今

の
日
本
に
お
い
て
、
観
光
旅
行
を
し

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
は
、
ま
ず
、
い

な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
今
後
、
や
っ
て

み
た
い
こ
と
」
と
い
っ
た
嗜し

好こ
う

調
査
に
お

い
て
観
光
旅
行
は
、
上
位
を
占
め
る
こ
と

も
多
い
。

さ
ら
に
、
多
く
の
地
域
で
観
光
を
手

段
と
し
た
地
域
振
興
に
注
目
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。「
観
光
」
と
い
う
活
動
が
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
り
、

特集テーマからの視座◉観光研究の現状と今後の方向性への提言

視
野

視
野
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
観
光

客
数
増
を
肯
定
的
に
捉
え
る
視
座
で
あ
っ

て
も
、
観
光
客
数
だ
け
に
注
目
す
る
の
か
、

消
費
単
価
や
満
足
度
、
リ
ピ
ー
タ
ー
率
な

ど
ま
で
広
げ
て
み
る
の
か
に
よ
っ
て
、
ま

た
は
、
ゴ
ミ
問
題
や
交
通
渋
滞
と
い
っ
た

観
光
に
よ
る
悪
影
響
ま
で
広
げ
る
の
か
に

よ
っ
て
、
観
光
客
数
の
捉
え
方
は
変
わ
っ

て
く
る
。

視
点

多
様
な
側
面
か
ら
設
定
さ
れ
た
視
座
、

視
野
の
な
か
で
何
に
注
目
す
る
の
か
が
視

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
客
数
増
を
肯

定
的
に
捉
え
る
視
座
で
あ
っ
て
も
、
視
野

を
広
げ
、
そ
の
視
点
を
消
費
単
価
に
当
て

た
場
合
、
消
費
単
価
が
低
下
し
て
い
れ
ば
、

観
光
客
数
増
を
否
定
的
に
捉
え
る
立
場
へ

と
転
化
し
得
る
。

見
方
に
よ
っ
て
変
容
す
る
観
光

こ
の
よ
う
に
観
光
は
、
多
様
な
関
連
主

体
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
視
座
、
際
限

が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
る
視
野
、

そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
多
様
な
視
点
を
も
っ

た
概
念
を
持
っ
て
い
る
。

言
い
方
を
換
え
れ
ば
、「
事
実
（Fact

）」

図１ 視座、視野、視点のイメージ

視野A-1（例：宿泊業）

視野 B-1（例：コミュニティ）

視野A-2（例：旅行業）

視座 A

視座 B

視点 A-1-1
（例：売り上げ）

視点 A-2-1
（例：利益率）

視点 B-1-1
（例：雇用効果）

視点 B-1-2
（例：住民意識）

公益財団法人日本交通公社
観光文化研究部次長・主席研究員
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は
一
つ
だ
が
、
視
座
の
異
な

る
人
々
や
組
織
の
（
視
座
と

な
る
人
々
や
組
織
の
）
主
観

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

れ
ぞ
れ
の「
真
実（Truth

）」

を
持
っ
て
い
る
の
が
、
観
光

で
あ
る
。

学
術
研
究
と
し
て

の
観
光
研
究
と
は

こ
う
し
た
な
か
で
、
学
術
的
な
研
究
対

象
と
し
て
「
観
光
」
を
と
ら
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
て
、

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
と
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
、
学
術
的
な
研
究
と
は
何
か
と

い
う
こ
と
を
整
理
し
た
い
。

学
術
的
な
研
究
の
本
質
は
、
自
然
、
人

間
、
社
会
と
い
っ
た
現
象
の
真
理
や
基
本

原
理
の
発
見
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
。
つ

ま
り
、
事
実
を
見
つ
け
る
活
動
が
学
術
研

究
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
義
務
教
育
や

高
等
教
育
に
お
い
て
習
得
し
て
き
た
知
識

や
技
術
は
、
こ
う
し
た
学
術
研
究
の
成
果

と
し
て
整
理
、
体
系
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
学
校
の
教
育
課
程
は
主
観
（
真
実
）

で
は
な
く
事
実
が
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め

に
、
ど
こ
の
学
校
、
ど
の
教
師
で
も
、
同

様
相
を
持
ち
、
観
光
と
は
異
な
る
学
問

領
域
の
ほ
う
が
主
体
と
な
る
部
分
も
少
な

く
な
い
。

例
え
ば
、
外
山
研
究
員
の
稿
が
示
す
よ

う
に
、
観
光
客
の
維
持
増
大
を
目
的
と
し

た
観
光
地
に
対
す
る
顧
客
満
足
度（
Ｃ
Ｓ
）

や
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
と
い
う
視
点
は
、
汎は

ん
よ
う用

の
消
費
者
心
理
研
究
の
知
見
に
視
座
、
視

野
の
多
く
を
依
存
し
て
い
る
。
言
い
方
を

換
え
れ
ば
、
観
光
地
に
対
す
る
Ｃ
Ｓ
や
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
研
究
は
消
費
者
行
動
研
究

の
一
分
野
で
も
あ
る
。

愛
甲
氏
の
自
然
環
境
、
清
水
氏
の
交
通

土
木
、
直
井
氏
の
都
市
工
学
も
同
様
の
構

造
を
持
つ
。
観
光
以
外
の
研
究
領
域
か
ら

観
光
を
考
え
る
こ
と
で
、
新
し
い
視
座
と

視
野
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
が
研
究
を
進
展

さ
せ
る
原
動
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
観
光
の
研
究
の
特
徴
で
あ
る
。

関
連
学
問
領
域
の
地
域
性

こ
う
し
た
観
光
を
対
象
と
し
た
研
究

の
特
徴
自
体
は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

例
え
ば
、岡
本（2001

）や
溝
尾（2003

）

な
ど
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
観
光
研
究
は
社

会
、
経
済
、
歴
史
、
文
化
、
経
営
、
統
計
、

地
理
、
人
類
、
心
理
、
都
市
計
画
、
建
築
、

土
木
、
造
園
な
ど
既
存
の
研
究
領
域
の
多

く
が
重
ね
合
わ
さ
っ
た
学
際
的
、
総
合
的

な
研
究
領
域
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
総
合
的
な
学
問
領
域
で
あ

る
と
い
う
整
理
は
、
海
外
（
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
究
）
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
社
会
、
経

済
、
経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た

学
問
領
域
の
比
重
が
高
い
傾
向
に
あ
る

（Goeldner and Ritchie 2009

）。
ま
た
、

同
じ
海
外
で
も
、
米
国
と
欧
州
で
は
違
い

が
あ
り
、
米
国
は
経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
比
重
が
高
い
の
に
対
し
、
英
仏
豪
で

は
社
会
、
経
済
の
比
重
が
高
く
日
本
に
近

い
（
経
済
産
業
省 2007

）。

知
見
の
時
空
間
を
超
え
た

伝で
ん

播ぱ

と
研
究

こ
う
し
た
総
合
的
な
学
問
領
域
は
、
総

合
的
で
あ
る
が
故
に
、
愛
甲
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
個
々
の
研
究
の
成
果
が
散
ら

ば
り
や
す
く
、一
つ
に
ま
と
め
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
る
。

分
散
し
が
ち
な
知
見
を
ま
と
め
て
い

く
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
研
究
会
の
よ
う

な
形
で
、
研
究
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
く
試
み
で
あ
る
。
学

会
は
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
フ
ェ
ー
ス
ツ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
取

じ
こ
と
を
習
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

観
光
を
学
術
的
な
研
究
対
象
と
す
る

と
い
う
こ
と
は
視
座
、
視
野
、
視
点
に
よ

る
多
様
だ
が
主
観
的
な
解
釈
、
認
識
か

ら
、
そ
の
な
か
に
あ
る
観
光
の
真
理
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

巻
頭
言
か
ら

こ
う
し
た
研
究
の
流
れ
を
、
巻
頭
言
で

示
し
た
ピ
ザ
ム
氏
は
、
四
段
階
に
分
け
て

示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
経
験
に
基
づ
い
た
語
り

部
か
ら
、
事
象
分
析
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
、

他
の
学
問
領
域
で
得
ら
れ
た
知
見
の
適
用

と
展
開
を
行
う
コ
ピ
ー
キ
ャ
ッ
ト
、
そ
し

て
、
他
の
学
問
領
域
に
も
通
用
す
る
普
遍

的
な
知
見
と
し
て
い
く
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と

い
う
流
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
学
術
研
究
が
、
主
観
的
な
も

の
か
ら
客
観
的
な
も
の
へ
と
転
化
し
て
い

く
流
れ
を
示
し
て
い
る
が
、
中
で
も
観
光

の
研
究
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
が
、
三

段
階
目
の
コ
ピ
ー
キ
ャ
ッ
ト
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

特
集
か
ら

前
述
し
た
よ
う
に
、
観
光
は
多
様
な

視
座
、
視
野
、
視
点
に
基
づ
い
た
多
様
な

34
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35 特集テーマからの視座◉観光研究の現状と今後の方向性への提言

り
組
み
に
並
行
し
て
、
大
き
な
意
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
が
、
ネ
ッ
ト
の

進
展
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
の
進
展
に
よ
っ
て
、
学
術
的
な

知
見
は
国
境
を
越
え
、
時
空
間
を
超
え
て

全
人
類
が
共
有
し
得
る
も
の
へ
と
転
化
し

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

原
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
今
や
、
多

く
の
研
究
領
域
が
世
界
的
な
規
模
で
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
三
人

寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
と
い
う
諺

こ
と
わ
ざが

あ
る

が
、
三
人
ど
こ
ろ
か
、
世
界
中
の
研
究
者

が
「
課
題
」
と
さ
れ
る
テ
ー
マ
の
研
究
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
や

知
見
が
短
期
間
の
う
ち
に
体
系
化
さ
れ

て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
未
来
学
者
ア
ル

ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
は
、
そ
の
著
書
﹃
第
三

の
波
﹄
に
お
い
て
、
情
報
革
命
の
到
来
を

告
げ
た
が
、
学
術
研
究
領
域
に
お
い
て

も
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
到
来
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
観
光
の
研
究
も
例
外
で
は

な
く
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
世
界
中
の
研

究
者
が
、
他
の
関
連
分
野
を
含
め
た
研
究

成
果
を
共
有
し
、
そ
れ
を
基
に
し
た
研
究

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
、
原
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

独
自
性
の
限
界
と
観
光

振
興
へ
の
実
務
的
影
響

で
は
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
実
務
と
し

て
の
観
光
振
興
に
ど
う
い
う
影
響
を
及
ぼ

す
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
車
輪
の
再
発
明
（
英
：reinventing 

the w
heel

）」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
同

様
の
意
味
を
持
つ
慣
用
句
と
し
て
「
自
前

主
義
（Not Invented Here

／
Ｎ
Ｉ
Ｈ

症
候
群
）」
も
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
慣
用
句
が
示
す
の
は
、
既
に

他
所
に
お
い
て
確
立
さ
れ
て
い
る
技
術
や

解
決
法
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
を
知
ら
な
い
か
、
ま
た
は
、
意
図
的
に

無
視
し
て
、
同
様
の
も
の
を
再
び
一
か
ら

作
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
非
効

率
性
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い

だ
ろ
う
。

事
例
１
：
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の

関
係
性
の
概
念

例
え
ば
、
筆
者
は
二
〇
〇
六
年
、
受
託

調
査
業
務
に
お
い
て
観
光
系
の
人
材
育
成

に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
い
た
際
、「
観

光
地
域
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は

ど
う
い
っ
た
類
型
に
整
理
区
分
で
き
る
の

か
」
と
い
う
疑
問
を
持
っ
た
。
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
を
端
的
に
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
観
光
系
の
人
材
が
持
つ
べ
き
能

力
分
野
を
ロ
ジ
カ
ル
に
整
理
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
は
何
か
と
い
う
一
般
論
や
、
観
光
産
業

の
類
型
整
理
な
ど
は
あ
る
も
の
の
、
観
光

地
域
づ
く
り
の
そ
れ
を
端
的
に
整
理
し
た

資
料
を
当
時
の
私
は
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
独
自
に
顧
客
、
事
業
者
、
地

域
と
い
う
三
つ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
関
係
図
を
作
成
し
た

（
図
２
）。
こ
の
関
係
図
を
利
用
し
た
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
多
様
な
整
理
に
応
用
可

能
で
あ
り
、
個
人
的
に
は
「
我
な
が
ら
、

よ
い
整
理
を
し
た
も
の
だ
」
な
ど
と
自
負

し
て
い
た
。

筆
者
は
、
そ
の
後
、
米
国
の
大
学
に
客

員
研
究
員
と
し
て
赴
く
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
そ
の
場
で
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
概
念
に
触
れ
る

こ
と
に
な
る
。
日
本
で
言
う
「
観
光
地
域

づ
く
り
」
に
近
い
概
念
で
あ
る
こ
の
「
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

基
本
概
念
整
理
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い

た
モ
デ
ル
図
（
図
３
）
を
見
て
衝
撃
を
受

図2 観光地域づくりに関わる主体の整理（筆者による整理）
事業体（提供者）

顧客（需要者） 地域（資源）

企業から見た
他主体への対応能力

集客交流を取り巻く
３つの主体

ホスピタリティ 地域づくり

経営

図3 関連主体を整理 ～VICE model

顧客Visitor
（観光客）

地域
Community

事業者
Industry

Environment
And
Culture

A Practical Guide to Tourism Destination Management
（UNWTO, 2007）（UNWTO資料）
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36

視
座特集テーマからの

け
た
。
な
ん
と
、
こ
の
モ
デ

ル
図
は
、
私
が
整
理
し
た
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
関
係
図
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
両
者
の
相
違
点
は
、
事

業
者
を
産
業
（Industry

）

と
し
て
い
る
点
、
事
業
者

と
地
域
の
左
右
が
違
う
だ

け
で
あ
っ
た
（U

N
W

T
O

, 
2007

）。
ま
さ
し
く
、
筆
者

は
「
車
輪
を
再
発
明
」
し
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。

事
例
２
：
風
評
被
害
へ
の
対
応
策

も
う
一
つ
、
事
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

わ
が
国
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
大
震

災
に
見
舞
わ
れ
た
。
震
災
後
、
観
光
を
用

い
た
復
興
が
志
向
さ
れ
、
多
く
の
地
域
で

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
取
り
組
み
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
る

の
は
「
風
評
被
害
」
の
影
響
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
に
「
正
し
い
情
報
の

提
供
が
重
要
だ
」
と
い
う
言
説
も
多
く
出

さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
風
評
が
、
個
々
人
の

主
観
的
な
判
断
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、「
正
し
い
」
と
い
う
客
観
的
な

情
報
が
ど
こ
ま
で
意
味
を
持
つ
の
か
と
い

う
疑
問
は
払ふ

っ

拭し
ょ
くで

き
な
い
。

実
は
、
海
外
の
観
光
研
究
に
広
げ
れ

ば
、
こ
の
疑
問
に
対
す
る
一
つ
の
答
え
を
、

震
災
に
前
後
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
香
港

工
科
大
学
のLo

氏
（Lo et al. 2011

）

が
提
示
し
て
い
た
。
こ
の
研
究
は
、
香
港

の
海
外
旅
行
者
を
対
象
に
、
旅
行
に
お
け

る
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
そ
の

軽
減
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
る
の
か
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
・
タ
イ
プ

は
三
つ
に
な
る
が
、
最
大
グ
ル
ー
プ
は
、

旅
行
保
険
を
購
入
し
た
り
、
余
分
な
現

金
を
持
参
す
る
、
現
地
の
最
新
情
報
を
取

得
す
る
、
現
地
の
言
葉
で
簡
単
な
会
話
を

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
い
っ
た
、
起

こ
り
得
る
リ
ス
ク
を
自
ら
調
べ
対
策
も
自

ら
主
体
的
に
行
う
人
々
で
四
五・七
％
。

次
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
旅
行
会
社
や

家
族
、
友
人
な
ど
か
ら
助
言
を
も
ら
っ
た

り
、
個
人
旅
行
は
行
わ
ず
団
体
旅
行
に

し
た
り
と
い
っ
た
他
者
依
存
型
の
人
々
が

三
〇・四
％
。

も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
リ
ス
ク

に
対
応
す
る
特
別
な
対
策
は
特
に
行
わ

ず
、か
つ
、予
防
接
種
す
ら
打
た
な
い
（
前

二
グ
ル
ー
プ
で
予
防
接
種
の
有
無
に
差
は

な
い
）
と
い
う
主
体
的
に
も
他
者
依
存
的

に
も
リ
ス
ク
回
避
を
行
わ
な
い
と
い
う
猛

者
（
リ
ス
ク
無
視
型
）
が
二
三・
九
％
で

あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
当
該
研
究
で
は
、「
主
体
型

と
他
者
依
存
型
で
は
、
他
者
依
存
型
の

ほ
う
が
年
代
が
高
い
」「
他
者
依
存
型
は

女
性
が
多
い
」「
世
帯
年
収
が
最
も
低
い

の
が
リ
ス
ク
無
視
型
、
次
が
他
者
依
存

型
、最
も
高
い
の
が
主
体
型
」「
旅
行
先
が
、

中
国
本
土
の
比
率
が
最
も
高
い
の
が
リ
ス

ク
無
視
型
、
次
が
他
者
依
存
型
、
そ
の
他

海
外
が
最
も
高
い
の
が
主
体
型
」「
旅
行

経
験
が
最
も
低
い
の
が
他
者
依
存
型
。
主

体
型
と
リ
ス
ク
無
視
型
は
同
じ
よ
う
に
高

い
」「
前
回
の
旅
行
先
を
訪
れ
た
の
が
初

回
で
あ
っ
た
率
は
、
リ
ス
ク
無
視
型
が
最

も
高
く
、
主
体
型
、
他
者
依
存
型
で
低

く
な
る
」
と
い
っ
た
特
徴
も
整
理
さ
れ
て

い
る
。

香
港
の
人
々
を
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
比
率
や
特
徴
を
単
純
に
援
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
得
ら
れ
る
知
見
は

多
い
。
仮
に
、
こ
う
し
た
知
見
が
当
時
、

共
有
さ
れ
て
い
れ
ば
、
異
な
る
別
な
形
の

「
風
評
被
害
対
策
」
を
日
本
で
も
講
じ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

汎
用
性
の
あ
る
知
見
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
用

サ
ン
プ
ル
数
二
つ
（
Ｎ=

２
）
の
事
例

で
は
あ
る
が
、
個
人
の
経
験
や
見
識
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
持
っ
て
世

界
規
模
で
進
展
す
る
観
光
の
研
究
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
、
実
務
的
な
意

思
決
定
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
観
光
振

興
の
効
率
性
に
も
つ
な
が
り
得
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

特
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
国
内
市
場
は

縮
小
傾
向
に
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
は
、
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
現
在
、
学
術
的
に
確
認
さ
れ
た
知

見
、
整
理
さ
れ
た
知
見
を
有
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
競
争
の
優
劣
を
決
す
る
要
素

と
も
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
歴
史
的
に
国
内
市
場
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
わ
が
国
の
観
光
地

は
、
海
外
の
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
と
異
な
る

性
格
を
持
っ
た
部
分
が
あ
る
だ
ろ
う
。
よ

っ
て
、
海
外
で
の
観
光
研
究
で
得
ら
れ
た

知
見
が
、
そ
の
ま
ま
、
わ
が
国
の
観
光

振
興
に
資
す
る
も
の
と
な
る
訳
で
は
な
い
。

他
の
学
問
領
域
の
知
見
を
観
光
に
適
用

す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

海
外
や
他
分
野
で
確
認
・
整
理
さ
れ
た

知
見
か
ら
相
似
点
を
見
い
だ
し
、
そ
の
上
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で
、
わ
が
国
特
有
の
観
光
と
の
相
違
点
を

整
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
清
水
氏
の
指
摘
す
る
「
ニ
ッ

チ
に
切
り
込
む
研
究
と
、
普
遍
的
原
則
を

発
見
す
る
研
究
の
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。
国
際
的
な
広
が
り
を

も
っ
た
多
様
な
研
究
領
域
が
あ
り
、
研
究

素
材
に
あ
ふ
れ
て
い
る
研
究
分
野
が
、
観

光
で
あ
る
。

産
学
官
で
共
有
す
る

実
践
的
な
観
光
研
究

以
上
、
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
観
光
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
発
展
可
能
性
を
有
し
た
研

究
領
域
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
愛
甲
、
清

水
の
両
氏
が
共
通
し
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、

研
究
と
実
務
と
の
つ
な
が
り
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
れ
に
は
、
二

つ
の
論
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
観
光
研
究

が
、
コ
ピ
ー
キ
ャ
ッ
ト
を
含
め
て
多
様
な

様
相
に
関
す
る
学
術
的
な
知
見
が
十
分

に
レ
ビ
ュ
ー
、
蓄
積
さ
れ
て
お
ら
ず
、
基

礎
的
な
蓄
積
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
原
氏

が
整
理
し
た
よ
う
に
、
観
光
分
野
に
お
い

て
、
わ
が
国
か
ら
の
研
究
論
文
投
稿
数
が

低
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
一
つ
の

証
左
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
論
点
は
、
学
術
と
実
務
の

接
点
に
乏
し
い
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
の

観
光
研
究
や
観
光
振
興
の
現
場
を
俯ふ

瞰か
ん

す
れ
ば
、
実
務
者
が
学
術
的
知
見
を
ど
の

よ
う
に
利
用
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
学

術
研
究
者
は
ど
う
い
っ
た
実
務
の
た
め
の

研
究
な
の
か
と
い
う
双
方
の
視
座
で
、
意

識
醸
成
が
図
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。

清
水
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
う

し
た
課
題
は
、
海
外
の
研
究
で
も
散
見

さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国
の
場

合
、
ピ
ザ
ム
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
社

会
、
産
業
、
人
材
育
成
機
関
と
し
て
の
大

学
、
そ
し
て
研
究
者
（
多
く
は
大
学
に
籍

を
置
く
）
が
一
体
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

な
い
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

観
光
分
野
に
お
け
る
米
国
の

産
学
の
関
係

例
え
ば
、
米
国
で
は
い
わ
ゆ
る
「
観
光

学
部
」
は
、
減
少
の
一
途
に
あ
る
。
一
方

で
、
急
拡
大
し
て
い
る
の
は
「
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
観
光
産
業
経

営
）
学
部
」
で
あ
る
。

な
ぜ
、
観
光
学
部
が
減
少
傾
向
な
の
か

と
い
え
ば
「
観
光
を
教
え
て
も
就
職
先
が

な
い
」
と
い
う
単
純
明
快
な
理
由
で
あ
る
。

一
方
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
、
経
営
学
の
中
で
も
先
端
性
の
高
い

も
の
で
あ
り
、
観
光
産
業
の
興
隆
に
伴
い
、

就
職
先
は
多
く
、
さ
ら
に
優
秀
な
学
生
が

就
職
す
る
こ
と
で
産
業
を
活
性
化
さ
せ
て

い
き
、
社
会
へ
の
貢
献
度
も
高
ま
る
こ
と

に
な
る
。
米
国
に
お
け
る
、
観
光
分
野
に

お
け
る
大
学
と
産
業
と
の
関
わ
り
は
、
こ

の
よ
う
に
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
好
例
は
、
ピ
ザ
ム
氏
、
原
氏
が
所

属
す
る
「
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学 

ロ

ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
部
」

で
あ
ろ
う
。
同
学
部
は
、
地
元
で
複
数
の

ホ
テ
ル
を
展
開
し
て
い
る
事
業
者
が
「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
通
じ

た
人
材
輩
出
を
お
願
い
し
た
い
」
と
い
う

趣
旨
で
寄
付
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
設

立
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

た
だ
、
ピ
ザ
ム
氏
も
、
原
氏
も
、
研

究
者
と
し
て
の
主
た
る
ド
メ
イ
ン
は
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
な
く
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
）
に
あ
る
。
自
身
の

研
究
領
域
は
領
域
と
し
て
持
ち
な
が
ら
、

大
学
を
介
し
て
産
業
、
社
会
と
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
連
続
的
な
つ
な
が
り
を
具
現
化

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

観
光
研
究
の
深
化
に

向
け
て

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
観
光
は
、
多

様
な
研
究
領
域
に
ま
た
が
り
、
そ
れ
が
国

際
的
な
う
ね
り
を
も
っ
て
動
い
て
い
る
研

究
分
野
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
多
様
で

あ
る
が
故
に
遠
心
力
が
生
じ
て
拡
散
し
や

す
い
研
究
領
域
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
社
会
、
産
業
界
と
学
術
研

究
界
で
目
標
を
共
有
し
、
そ
の
目
標
達
成

の
た
め
に
、
国
内
外
お
よ
び
他
分
野
の
研

究
知
見
を
移
入
し
、
再
構
成
し
て
い
く
流

れ
が
、
観
光
の
研
究
に
総
合
力
や
普
遍
性
、

そ
し
て
活
力
を
も
た
ら
す
原
動
力
と
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
も
微
力
な

が
ら
、
そ
う
し
た
研
究
の
深
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。　        （
や
ま
だ　

ゆ
う
い
ち
）

37 特集テーマからの視座◉観光研究の現状と今後の方向性への提言
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三重県

三重県立熊野
古道センター（2007）

夢古道おわせ（2008）
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紀宝町
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東紀州地域

38

化
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、
世
界
的
に

も
希け

う有
な
例
で
あ
る
。
道
が
世
界
遺
産
と

し
て
認
め
ら
れ
た
事
例
は
現
在
ま
で
に
日

本
の
例
を
含
め
三
例
（
注
１
）
し
か
な
い
。

歴
史
街
道
の

活
用
に
関
す
る

わ
が
国
の
施
策
展
開

歴
史
街
道
を
観
光
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
は
、
米
国
で
は
一
九
六
〇

年
代（
注
２
）、
日
本
で
は
一
九
七
〇
年
代
後

半
、
欧
州
で
は
一
九
八
〇
年
代
後
半（
注
３
）

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
文
化
庁

に
よ
る
「
歴
史
の
道
」
事
業
が
そ
れ
に
該

当
し
、
当
時
か
ら
文
化
観
光
の
一
助
に
な

る
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
一
九
七
七
年（
昭
和
五
十
二
年
）

十
月
二
十
四
日
の
朝
日
新
聞
で
は
、「
歴

史
の
道
」
事
業
に
つ
い
て
「
期
待
大
き
い

﹃
歴
史
の
道
﹄　

文
化
観
光
の
舞
台
に
も
」

と
い
う
見
出
し
と
と
も
に
「
歴
史
の
道
」

事
業
を
紹
介
す
る
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

「
歴
史
の
道
」
事
業
は

（
一
）
調
査
事
業

（
二
）
整
備
事
業

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
全
国
で
地

三
重
県
に
お
け
る
熊
野
古
道
の
保
全
と

活
用
に
関
す
る
研
究

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
研
究
員

西
川  

亮

自主研究報告
図1　東紀州地域と熊野古道

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
は
三

重
県
・
奈
良
県
・
和
歌
山
県
に
ま
た
が
る

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
十
年
を
迎

え
る
年
で
あ
る
。
三
重
県
で
は
昨
年
の
伊

勢
神
宮
式
年
遷
宮
に
続
き
、
今
年
は
世

界
遺
産
登
録
十
周
年
を
記
念
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
三
重
県
内
の
熊
野
古
道
を
例

に
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ま
で

の
取
り
組
み
や
プ
ロ
セ
ス
を
、
国
内
外
の

歴
史
街
道
に
関
す
る
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ

解
説
し
た
い
。

な
お
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

は
、
三
つ
の
霊
場
（
熊
野
三
山
、
吉
野
・

大
峰
、
高
野
山
）
と
そ
れ
ら
へ
至
る
参
詣

道
か
ら
成
る
が
、
特
に
参
詣
道
は
道
が
文

『観光地経営の視点と実践』（公益財団法人日本交通公社／丸善出版）P.188 図表一部改変
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39 自主研究報告◉三重県における熊野古道の保全と活用に関する研究

元
の
郷
土
史
家
や
専
門
家
ら
が
自
ら
古

道
を
歩
き
、
発
掘
し
、
古
道
と
し
て
の
歴

史
的
な
価
値
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
文
化
庁
が
史
跡
指
定
を
行
う
な
ど

し
て
そ
の
保
存
に
努
め
て
き
た
。一
九
九
六

年
（
平
成
八
年
）
に
「
歴
史
の
道
百
選
」

が
選
定
（
注
４
）
さ
れ
、
一
九
九
八
年
（
平

成
十
年
）
か
ら
は
「
歴
史
の
道
」
事
業
が

（
一
）
調
査
事
業
（
二
）
整
備
事
業
に
加
え
、

（
三
）
整
備
活
用
計
画
策
定

（
四
）
ガ
イ
ド
育
成
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
事
業

へ
と
拡
充
し
、
各
県
で
「
歴
史
の
道
」
を

用
い
た
観
光
の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
西
日
本
の
官
民
を
中
心
と
し

た
歴
史
街
道
構
想
が
一
九
九
〇
年
代
初
頭

に
提
唱
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
街
道
は
地
域

資
源
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

熊
野
古
道
に
対
す
る

三
重
県
の
取
り
組
み

歴
史
街
道
の
利
用
促
進
の
た
め
の
取
り

組
み
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
な
か
、
官

民
が
連
携
し
て
興
味
深
い
取
り
組
み
を
続

け
て
き
た
の
が
三
重
県
の
熊
野
古
道
で
あ

図2　三重県内の熊野古道に関する主な取り組み

各種資料より筆者作成

第1期（1993年～1998年）
官を中心とした熊野古道の
発掘調査と整備

第2期（1999年～2003年）
熊野古道の観光活用への
気運の高まり

第3期（2004年～）
世界遺産登録と官民協働の保全・活用

熊
野
古
道
保
全

事
業
推
進

人
材
育
成

ハ
ー
ド
整
備

世
界
遺
産
登
録

研
究

そ
の
他

ʼ81 「歴史の道」調査

ʼ93 東紀州活性化調査

ʼ94 熊野古道現地調査

ʼ95 東紀州地域活性化事業整備計画
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ʼ96 熊野古道整備実施計画

ʼ96「歴史の道百選」選定

ʼ02 熊野古道アクションプログラム

ʼ02～ʼ05 自治体による景観保護条例策定

ʼ02 東紀州活性化大学院開講

ʼ02 熊野古道関連資産の史跡指定

ʼ99 熊野古道語り部友の会発足

ʼ99 東紀州体験フェスタ

ʼ00 地域で世界遺産登録推進協議会設置

ʼ00 みえ熊野学研究会発足

ʼ01 県に世界遺産登録推進室設置
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ʼ04～ 熊野古道協働会議

ʼ04 世界遺産登録

ʼ04 紀南ツアーデザインセンター

ʼ07 東紀州観光まちづくり公社設立

ʼ07 三重県立熊野古道センター

ʼ09 里創人熊野倶楽部

ʼ08 夢古道おわせ

ʼ12 お綱茶屋
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る
。
以
下
に
熊
野
古
道
へ
の
着
目
と
世
界

遺
産
登
録
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の

三
重
県
に
お
け
る
取
り
組
み
を
整
理
し
た

（
図
２
）。

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
取
り
組
み
は
、

大
き
く
分
け
て
次
の
三
段
階
に
整
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

【
一
九
九
三
年
～
一
九
九
八
年
】

官
を
中
心
と
し
た
熊
野
古
道
の

発
掘
調
査
と
整
備

熊
野
古
道
が
通
る
三
重
県
内
の
地
域

は
東
紀
州
と
言
わ
れ
て
い
る
。
東
紀
州
地

域
は
民
間
に
よ
る
投
資
も
少
な
く
、
バ
ブ

ル
期
に
は
大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
も
構

想
こ
そ
あ
っ
た
も
の
の
実
現
に
至
る
こ
と

は
な
か
っ
た
（
注
５
）。
人
口
減
少
や
過
疎

化
が
進
む
東
紀
州
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
設
置
さ
れ
た

の
が
、
県
知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
東
紀

州
地
域
活
性
化
推
進
本
部
」
と
、
東
紀

州
の
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
た
「
東
紀
州

地
域
活
性
化
事
業
推
進
協
議
会
」
で
あ
る
。

東
紀
州
地
域
活
性
化
事
業
推
進
協
議

会
（
以
下
、
活
性
化
協
議
会
）
は
、
県
知

事
の
提
案
に
よ
り
、
東
紀
州
地
域
（
注
６
）

の
二
市
五
町
一
村
（
現
在
は
二
市
三
町
）

が
共
有
す
る
熊
野
古
道
を
核
と
し
た
活
性

化
の
方
策
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
後
活
性
化
協
議
会
は
、
熊
野
古
道
現
地

調
査
（
一
九
九
四
年
〔
平
成
六
年
〕）、
熊

野
古
道
整
備
基
本
計
画（
一
九
九
五
年〔
平

成
七
年
〕）、
熊
野
古
道
整
備
実
施
計
画

（
一
九
九
六
年
〔
平
成
八
年
〕）、
熊
野
古
道

サ
イ
ン
整
備
計
画（
一
九
九
七
年〔
平
成
九

年
〕）
を
中
心
と
な
っ
て
策
定
し
て
い
っ
た
。

【
一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
三
年
】

熊
野
古
道
の
観
光
活
用
へ
の

気
運
の
高
ま
り

三
重
県
と
東
紀
州
地
域
の
市
町
村
は

一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
に
半
年
間

に
わ
た
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
「
東
紀
州

体
験
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は

和
歌
山
県
の
「
南
紀
熊
野
体
験
博
」、
奈

良
県
の
「
吉
野
魅
惑
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
と
合
同
で
開
催
さ
れ
、
活
性
化
協
議

会
に
と
っ
て
は
熊
野
古
道
の
存
在
や
そ
の

歴
史
的
価
値
を
広
く
住
民
に
知
ら
せ
る

絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
東
紀
州
体
験
フ

ェ
ス
タ
で
は
、
企
画
段
階
か
ら
住
民
の
参

画
を
促
し
、
一
体
感
の
あ
る
百
五
十
一
件

も
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
地
元
を
は
じ
め
全
国
か
ら
多
く
の
来

場
者
を
迎
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
熊
野

古
道
伊
勢
路
の
知
名
度
が
上
が
っ
た
こ
と

で
、
地
元
住
民
は
主
体
的
に
自
地
域
の
歴

史
資
源
・
観
光
資
源
と
し
て
熊
野
古
道

伊
勢
路
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
だ

ん
だ
ん
の
会
（
熊
野
市
）」
や
「
ツ
ヅ
ラ

ト
峠
を
守
る
会
（
紀
北
町
）」
な
ど
の
住

民
組
織
が
東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
契
機

に
結
成
さ
れ
た
。
東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ

は
、
住
民
が
主
体
的
に
熊
野
古
道
を
守

り
、
活
か
す
契
機
に
も
な
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

【
二
〇
〇
四
年
以
降
】

世
界
遺
産
登
録
と

官
民
協
働
の
保
全
・
活
用

東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
熊
野

古
道
が
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
の
共
有

が
図
ら
れ
、地
域
一
体
と
な
っ
て
世
界
遺
産

登
録
へ
の
気
運
が
高
ま
る
な
か
、二
〇
〇
二

年（
平
成
十
四
年
）
に「
熊
野
古
道
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
策
定
さ
れ
た
。こ

れ
に
は
策
定
段
階
で
百
人
以
上
の
市
民
や

専
門
家
が
参
画
し
て
お
り
、
関
係
市
町

村
や
事
業
者
、
市
民
活
動
団
体
、
地
域
住

民
な
ど
の
熊
野
古
道
に
関
わ
る
人
々
が
取

り
組
む
事
業
や
活
動
等
に
つ
い
て
具
体
的

な
指
針
を
示
し
た
計
画
で
あ
る
。「
熊
野

古
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
世
界

遺
産
登
録
後
の
現
状
を
踏
ま
え
た
「
そ
の

２
」
が
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）、「
そ

の
２
追
記
編
」
が
二
〇
〇
八
年
（
平
成

二
十
年
）
に
策
定
さ
れ
た
。

熊
野
古
道
の
保
全
面
で
は
、
世
界
遺

産
登
録
に
併
せ
て
古
道
が
文
化
庁
に
よ

り
史
跡
指
定
を
受
け
た
う
え
、「
世
界
遺

産
保
存
管
理
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
な

ど
、
熊
野
古
道
は
制
度
的
に
も
文
化
財

と
し
て
の
保
全
体
制
が
整
っ
た
。
ま
た
、

多
く
の
峠
に
は
「
○
○
峠
を
守
る
会
」

な
ど
の
保
存
会
が
組
織
さ
れ
た
う
え
、

二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）
に
は
住
民

を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ

る
熊
野
古
道
保
存
会
が
意
見
交
換
を
行

う
場
と
し
て
「
熊
野
古
道
保
存
会
連
絡

協
議
会
」
を
設
置
し
、
地
域
全
体
で
古

道
を
守
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年（
平
成
十
六
年
）
よ
り
熊

野
古
道
に
関
わ
る
官
民
の
関
係
者
が
集
い
、

意
見
交
換
や
調
整
を
行
う
た
め
の
「
熊
野

古
道
協
働
会
議
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
県
や
市
は
熊
野
古
道
の
歴
史
・

文
化
を
学
ぶ
と
と
も
に
域
内
で
の
滞
留
や

40
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消
費
を
促
す
た
め
の
施
設
と
し
て

二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）
に
熊
野
古

道
八や

き鬼
山や

ま

峠
の
麓ふ

も
と

に
三
重
県
立
熊
野
古

道
セ
ン
タ
ー
（
写
真
１
）、二
〇
一
二
年
（
平

成
二
十
四
年
）
に
世
界
遺
産
構
成
資
産
の

一
つ
で
あ
る
「
花
の
窟い

わ
や

」
に
隣
接
し
て
「
お

綱
茶
屋
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る
体
制
と
し

て
は
、
熊
野
古
道
の
保
全
と
観
光
に
よ
る

地
域
に
対
す
る
経
済
的
な
貢
献
を
両
立

さ
せ
る
た
め
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九

年
）
に
は
活
性
化
協
議
会
を
引
き
継
い
だ

「
東
紀
州
観
光
ま
ち
づ
く
り
公
社
」
が
設

立
さ
れ
、
現
在
に
至
る
（
注
７
）。

東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ
と
世
界
遺
産
登

録
を
契
機
に
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
重
層

的
な
熊
野
古
道
の
保
全
・
活
用
策
が
展
開

さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
地
域
の
特
徴
で
あ

り
、
強
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
重
県
東

紀
州
地
域
で
は
一
九
九
〇
年

代
初
頭
以
降
、
熊
野
古
道
の

顕
在
化
と
活
用
の
た
め
の
施

策
を
展
開
し
て
今
日
に
至
る
。

東
紀
州
地
域
の
事
例
か
ら

は
、
行
政
の
枠
を
超
え
た
地

域
で
一
体
と
な
っ
て
資
源
の

保
全
と
歴
史
価
値
の
共
有
、

観
光
活
用
を
実
現
す
る
手
法

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
に
向
け
て

今
回
は
、
主
に
熊
野
古
道
の
保
全
と
活

用
に
関
す
る
取
り
組
み
の
変
遷
を
、
東
紀

州
地
域
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
で
概
観
し
た
。

今
後
は
、
個
々
の
計
画
を
精
査
す
る
と
共

に
、
市
町
村
別
の
取
り
組
み
を
整
理
し
て

い
く
。　
　
　
　

 （
に
し
か
わ　

り
ょ
う
）

写
真
１ 

尾
鷲
市
に
二
〇
〇
七
年
に
設
立
し
た
三
重

県
立
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
。熊
野
古
道
に

関
す
る
常
設
展
や
企
画
展
を
開
催
し
て
い

る
。飲
食
・
物
販
施
設
の「
夢
古
道
お
わ
せ
」

が
隣
接
し
て
い
る（
著
者
撮
影
）

（
注
１
）「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」の
ほ
か
、サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ・
デ
・コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
の
巡
礼
道（
ス

ペ
イ
ン
、 一九
九
三
年
登
録
）、ティ
エ
ラ
ア
デ
ン
ト

ロ
の
王
の
道（
メ
キ
シ
コ
、二
〇
一
〇
年
登
録
）

（
注
2
）National historic trail

と
呼
ば
れ
、一九
六
八

年
よ
り
開
始
。
現
在
ま
で
に
十
九
の
ル
ー
ト
が

選
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
3
）欧
州
評
議
会
に
よ
る〝cultural routes pro-

gram
m

e

〟
で
、一九
八
七
年
よ
り
開
始
。現
在

ま
で
に
二
十
六
の
ル
ー
ト
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
4
）実
際
に
は
七
十
八
の
道
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
5
）国
際
リ
ゾ
ー
ト
「
三
重
サ
ン
ベ
ル
ト
ゾ
ー
ン
」
構

想
、一九
八
八
年
七
月

（
注
6
）三
重
県
南
部
の
五
市
町（
紀
北
町
、尾
鷲
市
、

熊
野
市
、御
浜
町
、紀
宝
町
）か
ら
成
る
。

（
注
7
）二
〇
一
三
年
四
月
よ
り
「
東
紀
州
地
域
振
興

公
社
」に
名
称
変
更

地域概要

面積	 991.74㎢（東紀州地域合計）

人口（65歳以上の割合）	 79,000人（35.1％）[2010年国勢調査、以下同じ]

産業別就業者数（割合）	 34,718人（第1次10.6％、第2次21.9％、第3次66.1％）

主な観光資源・観光施設	 熊野古道、鬼ケ城、熊野花火大会

観光客数（構成）	 年間1,771千人（宿泊19％、日帰り81％）[2012年]

『観光地経営の視点と実践』（公益財団法人日本交通公社／丸善出版）P220より

市町村合併の変遷
紀伊長島町	

紀北町（2005年［平成17年］10月11日～）
海山町	

尾鷲市	 尾鷲市

熊野市	
熊野市（2005年［平成17年］11月1日～）

紀和町	

御浜町	 御浜町

紀宝町	
紀宝町（2006年［平成18年］1月10日～）

鵜殿村	

2市5町1村=8市町村	 2市3町=5市町
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W
atson, 2008

な
ど
）。

こ
の
背
景
に
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
に

お
け
る
学
術
誌
の
タ
イ
ト
ル
数
の
増
加
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
研
究
対
象
と
し
て
扱
う
研

究
者
の
増
加
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
要
性
に

対
す
る
国
際
的
な
認
知
度
の
向
上
、
学
問

領
域
と
し
て
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
地
位

向
上
に
対
す
る
研
究
者
の
意
識
の
高
ま
り
、

な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
日
本
に
お
い
て
は
、
観
光
研
究

の
国
際
標
準
化
が
大
き
な
課
題
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
海

外
の
研
究
動
向
の
把
握
、
海
外
の
研
究
成

果
の
活
用
・
応
用
、
日
本
の
研
究
成
果
の

海
外
発
信
な
ど
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
日

本
の
観
光
研
究
を
発
展
さ
せ
る
上
で
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
の
国

際
学
術
誌
に
日
本
人
研
究
者
の
論
文
投

稿
が
増
加
す
る
こ
と
は
、
国
内
外
の
研
究

者
が
互
い
の
知
識
や
経
験
を
広
く
共
有
す

る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
国
際
的
な
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
い
て
日
本
人
研
究
者
の
存
在
感
が
高
ま

っ
て
い
く
こ
と
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
背
景
と
し

研
究
者
が
自
身
の
研
究
成
果
を
発
表

す
る
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る

が
、
な
か
で
も
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な

場
は
学
術
誌
（A

cadem
ic journal

）

と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。Cheng et 

al.

（2011

）、H
all

（2011

）
お
よ
び

W
einer

（2001

）
は
、
学
術
誌
に
は
主

に
三
つ
の
基
本
的
機
能
が
あ
り
、

①
学
術
知
識
を
生
産
・
普
及
・
交
換

す
る
こ
と

②
研
究
費
の
配
分
に
あ
た
り
、
研
究
・

学
問
の
業
績
を
評
価
す
る
指
標
に

な
る
こ
と

ツ
ー
リ
ズム
分
野
に
お
け
る

国
際
学
術
誌
の
現
状
①

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
研
究
情
報
室
・
旅
の
図
書
館 

主
任
研
究
員

渡
邉  

智
彦

観光研究レビュー

③
研
究
者
の
役
職
・
昇
進
に
関
す
る

決
定
を
知
ら
せ
る
役
割
を
持
つ
こ

と
（
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
相
応
す

る
個
人
・
部
署
・
組
織
の
資
格
や

地
位
を
証
明
す
る
こ
と
）

で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

Graburn &
 Jafari

（1991

）
とM

c-
K

ercher

（2005

）
は
、
学
術
誌
の
活
動

内
容
と
業
績
が
そ
の
学
問
分
野
や
学
術
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
長
を
反
映
し
て
い
る
と

指
摘
し
て
お
り
、
経
済
学
や
医
学
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
に
お
い

て
は
、
学
術
誌
の
適
切
な
業
績
評
価
の
重

要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
本
稿
は
国
際
学
術
誌
を

テ
ー
マ
と
し
て
扱
う
た
め「
観
光
」で
は
な

く
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
語
を
用
い
る
）
の
分

野
で
も
学
術
誌
の
発
展（developm

ent

）

に
は
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

『Tourism
 M

anagem
ent

』を
は
じ
め
と

す
る
学
術
誌
で
は
、
学
術
誌
の
内
容
や
評

価
な
ど
に
関
す
る
議
論
が
活
発
で
あ
る

（Jogaratnam
, Chon, et al., 2005; 

H
all, 2011; M

cK
ercher, 2005; Page, 

2003; Ryan, 2005; Jam
ala, Sm

ith, &
 

当
財
団
は
、
今
後
ま
す
ま
す
観
光
に
関
す
る
学
術
的
資
料
を
収
集
し
、
そ
の
公
開
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
、
国
際
的
な
学
術

誌
や
国
内
外
の
観
光
関
連
学
会
誌
等
の
収
集
計
画
と
、
収
集
し
た
観
光
研
究
情
報
の
分
析
や
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
本
欄
で
は
、
海
外
の
研
究
動
向
や
学
会
活
動
、
あ
る
い
は
観
光
研
究
が
盛
ん
な
国
内
外
の
大
学
の
動
向
に
関

す
る
情
報
の
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。
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て
、
本
稿
で
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
の
国

際
学
術
誌
を
概
観
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
際
学
術
誌
の
選
定
と
分
析
（
学
術
誌
数
、

発
行
者
、
編
集
体
制
な
ど
）
を
行
っ
た
。

１
．本
稿
に
お
け
る

﹁
国
際
学
術
誌
﹂の

選
定
条
件・手
順

本
稿
で
は
、
以
下
の
条
件
と
手
順
に
基

づ
き
（
図
１
）、
分
析
対
象
と
す
る
「
ツ

ー
リ
ズ
ム
分
野
に
お
け
る
国
際
学
術
誌
の

一
覧
」（
48
～
55
ペ
ー
ジ
別
表
）
を
選
定

し
た
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
で
あ
る

Cheng et al.

（2011

）
な
ど
の
研
究
で

用
い
ら
れ
た
方
法
論
を
参
考
に
、
筆
者
が

設
定
し
た
条
件
と
手
順
に
基
づ
き
、
選
定

と
分
析
を
行
っ
た
。

１
・
1 

先
行
研
究
の
分
析
（
図
２
）

学
術
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「W

eb of 
Science

」（T
hom

son Reuters

）お
よ
び

「Science D
irect

」（Elsevier

）に
収
録

さ
れ
て
い
る
論
文
（A
rticle

）
を
対
象
に
、

以
下
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
論
文
を
抽

出
し
、
各
論
文
の
分
析
を
行
っ
た

（
二
〇
一
四
年
一
月
現
在
）。

①
キ
ー
ワ
ー
ド
：「tourism

」
か
つ

「journal

」（and

検
索
）

②
発
表
年
：「
二
〇
〇
〇
年
一
月
～

二
〇
一
四
年
一
月
」（
最
新
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
を
対
象
と

し
た
）

③
抄
録
（abstract

）
お
よ
び
本
文

（m
ain text

）
中
の
記
述
：「
ツ
ー
リ
ズ
ム

分
野
の
学
術
誌
の
全
体
像
」
が
概
観
、
分

析
さ
れ
て
い
る

１
・
2 

ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
に
お
け
る

国
際
学
術
誌
の
選
定
に
用
い
た

資
料
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
に
お
け
る
国
際
学
術

誌
の
選
定
に
あ
た
り
、
以
下
の
資
料
・
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
（
二
〇
一
四
年

一
月
現
在
）。

　

①
先
行
研
究
で
分
析
対
象
と
な
っ
た

学
術
誌
一
覧
（
図
２
）

▼
同
学
術
誌
一
覧
で
対
象
と
な
っ
た

百
二
十
五
誌
（
延
べ
数
）
を
選
定

対
象
と
し
た
。

図
１  

本
稿
に
お
け
る「
国
際
学
術
誌
」の
選
定
条
件
・
手
順

１
・
1 

先
行
研
究
の
分
析

１
・
3 

ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
に
お
け
る
国
際
学
術
誌
の
選
定

１
・
2 

ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
に
お
け
る
国
際
学
術
誌
の
選
定
に
用
い
た
資
料
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

◎
学
術
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス﹁W

eb of Science

﹂﹁Science D
irect

﹂の
収
録
論
文
を
対
象

◎
特
定
の
条
件
を
満
た
す
論
文
を
抽
出
・
分
析

︵
①
キ
ー
ワ
ー
ド
、②
発
表
年
、③
抄
録
お
よ
び
本
文
中
の
記
述
︶

　

①
先
行
研
究︵
１
・
₁
︶で
分
析
対
象
と
な
っ
た
学
術
誌
一
覧

　

②
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス﹁H

ospitality & Tourism
 Index

﹂

　

③
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
で
代
表
的
な
大
学
三
校
の
図
書
館
の
蔵
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

④
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
を
扱
う
主
要
な
学
術
書
出
版
社
七
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎
特
定
の
条
件
を
満
た
す
学
術
誌
を﹁
国
際
学
術
誌
﹂と
し
て
抽
出
・
分
析

　
︵
①﹁
ツ
ー
リ
ズ
ム
﹂︵tourism

︶分
野
を
扱
う
、②
複
数
国
の
研
究
者
が
編
集
委
員
会
を
構
成
、

　

③
投
稿
規
定
：︵
ａ
︶投
稿
者
の
国
籍
・
所
属
を
限
定
し
な
い
、︵
ｂ
︶本
文
の
使
用
言
語
が
英
語

　
︵
ｃ
︶査
読
を
実
施
、④
発
行
頻
度
が
年
１
回
以
上
、⑤
現
在
も
継
続
し
て
発
行
︶

図2  「ツーリズム分野の学術誌の全体像」が概観、分析されている論文リスト（2000年以降）（著者名アルファベット順）

出典：「Web of Science」（Thomson Reuters）および「Science Direct」（Elsevier）から筆者作成（2014年1月現在）
注）上記URLにおける本文の閲覧は有料（ただし、抄録、キーワードは無料で閲覧可能）

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

著者名
Cheng, C., Li, X., Petrick,
J.F., & O’Leary, J.T. An examination of tourism journal development Tourism

Management
http://www.sciencedirect.com/scienc
e/article/pii/S026151770900209X
http://www.sciencedirect.com/scienc
e/article/pii/S0261517710001469
http://www.sciencedirect.com/scienc
e/article/pii/S0261517707000982
http://www.sciencedirect.com/scienc
e/article/pii/S0261517708001878
http://www.sciencedirect.com/scienc
e/article/pii/S0278431911001800
http://www.sciencedirect.com/scienc
e/article/pii/S0261517705000841
http://www.sciencedirect.com/scienc
e/article/pii/S026151770400113X
http://www.sciencedirect.com/scienc
e/article/pii/S0261517703000438
http://jtr.sagepub.com/content/42/4/
328.short
http://www.sciencedirect.com/scienc
e/article/pii/S0278431909000097

Tourism
Management
Tourism
Management
Tourism
Management
International Journal of 
Hospitality Management
Tourism
Management
Tourism
Management
Tourism
Management
Journal of Travel
Research
International Journal of 
Hospitality Management

Publish and perish? Bibliometric analysis, journal
ranking and the assessment of research quality in tourism
Ranking, rating and scoring of tourism journals:
Interdisciplinary challenges and innovations
Academic foundations for hospitality and tourism
research: A reexamination of citations
Infl uence ratio: An alternate means to assess the
relative infl uence of hospitality and tourism journals on research

Rating tourism and hospitality journals

A case for ranking tourism journals

Evaluating research performance in tourism: 
the UK experience
A ranking of international tourism and hospitality
journals

‘Empirical characteristics’of scholarly journals in
hospitality and tourism research: An assessment

2011 53︲61

16︲27

66︲78

752︲758

962︲971

1235︲1252

649︲651

607︲622

328︲332

479︲483

32（1）

32（1）

29（1）

30（5）

31（3）

27（6）

26（5）

24（6）

42（4）

28（3）

2011

2008

2009

2012

2006

2005

2003

2004

2009

Hall, C.M.

Jamala, T., Smith, B., &
Watson, E.
Kim, Y., Savage, K.S.,
Howey, R.M., &Hoof, H.B.V.

McKercher, B.

McKercher, B., Law, R., 
& Lam, T.

McKercher, B.

Page, S.

Pechlaner, H., Zehrer, A.,
Matzler, K., & Abfalter, D.
Svensson, G., Svaeri, S.,
& Einarsen, K.

学術誌名 巻号 頁 URL論文名発行年
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②
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
分
野
に
お
け
る
学
術
研
究
と
業
界
ニ

ュ
ー
ス
を
扱
う
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「H
ospitality &

 Tourism
 Index

」

（EB
SC

O
. 2013

）

▼
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、（
a
）Cornell 

University

（
米
国
）
が
作
成
し
た

「H
ospitality database

」、（
b
）

University of Surrey
（
英
国
）

とO
xford Brookes University

（
英
国
）
が
共
同
で
作
成
し
た
「A

r-
ticles in H

ospitality and Tour-
ism

」（A
H

T

）、（
c
）Purdue 

University

（
米
国
）
が
作
成
し
た

「Lodging, Restaurant &
 Tour-

ism
 Index

」（LRT
I

）
の
三
つ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
統
合
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
現
在
は
、
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
を
行
うEBSCO

社
が
同

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
更
新
・
提
供
を
行

っ
て
い
る
。

▼
先
行
研
究
（Cheng et al., 2011

な
ど
）
で
は
、
分
析
対
象
と
な
る

学
術
誌
の
選
定
に
あ
た
り
、
同
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

▼
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
資
料
種
別

（Source Type

）
が
「A

cadem
ic 

Journal

」
に
該
当
す
る
も
の

百
八
十
誌
を
選
定
対
象
と
し
た
。

　

③U
niversity of C

entral Florida

（
米
国
）、U

niversity of Surrey

（
英
国
）、

U
niversity of Q

ueensland

（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
）
の
各
図
書
館
の
蔵
書
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

▼
米
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
で
代

表
的
な
大
学
各
一
校
を
対
象
と
し
た
。

▼
各
図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録

の
目
録
検
索
画
面
（Catalogue 

Search

）
か
ら
、
資
料
種
別
（For-

m
at
）
が
「Journal

」、
キ
ー
ワ
ー

ド
が
「tourism

」
に
合
致
す
る
学

術
誌
を
検
索
し
た
。

▼University of Central Florida

図
書
館
か
ら
百
八
十
七
誌
、Uni-

versity of Surrey

図
書
館
か
ら

二
百
二
十
四
誌
、University of 

Q
ueensland

図
書
館
か
ら
三
百

七
十
四
誌
が
該
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ

を
選
定
対
象
と
し
た
。

　

④
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
を
扱
う
主
要
な

学
術
書
出
版
社
七
社
（C

ognizant 

C
om

m
unication, Elsevier S

cience, 

Em
erald G

roup P
ublishing, Inder-

science P
ublishers, John W

iley & 

S
ons, S

age P
ublications, Taylor & 

Francis

）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
各
学
術
書
出
版
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
サ
イ
ト
内
検
索
を
用
い
て
、
キ
ー

ワ
ー
ド
「tourism

」
に
合
致
す
る

学
術
誌
を
検
索
し
た
。

▼Cognizant Com
m

unication

か
ら

八
件
、Elsevier Science

か
ら
五
十

件
、Em

erald Group Publishing

か
ら
六
件
、Inderscience Pub-

lishers

か
ら
五
件
、John W

iley 
&

 Sons

か
ら
二
件
、Sage Publi-

cations

か
ら
十
一
件
、Taylor &

 
Francis

か
ら
二
十
六
件
が
該
当
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
選
定
対
象
と
し
た
。

１
・
3 

ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
に
お
け
る

国
際
学
術
誌
の
選
定

上
記
１
・
2
の
資
料
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

①
～
④
で
取
り
上
げ
た
学
術
誌
を
対
象

に
、
以
下
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
学
術

誌
を
選
定
し
た
。
条
件
の
確
認
に
あ
た
っ

て
は
、
各
学
術
誌
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し

た
（
二
〇
一
四
年
一
月
現
在
）。

　

①
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」（tourism

）
分
野

を
扱
う
学
術
誌
で
あ
る
。
選
定
に
あ
た

り
、
以
下
の
条
件
に
合
致
す
る
学
術
誌
を

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
の
学
術
誌
」
と
み
な

し
た
。

（
ａ
）
学
術
誌
名
（Title

）
の
確
認

　
・
「tourism

」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
学

術
誌
は
対
象
と
し
た
。

　
・
「tourism

」
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い

学
術
誌
は
、（
ｂ
）
の
条
件
を
確
認

し
た
。

（
ｂ
）
学
術
誌
の
目
的
（A

im
s

）
お
よ

び
範
囲（Scope

）の
確
認（
そ
の
１
）

　
・
「tourism

」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
学

術
誌
は
、さ
ら
に
、（
ｃ
）の
条
件
を

確
認
し
た
。

　
・
「tourism

」
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い

学
術
誌
は
対
象
外
と
し
た
。

　
・
当
該
条
件
に
基
づ
き
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
分
野
で
著
名
な
学
術
誌（『Hos-

pitality M
anagem

ent

』
な
ど
）

や
イ
ベ
ン
ト
分
野
の
学
術
誌
（『In-

ternational Journal of Event 
and Festival M

anagem
ent

』
な

ど
）
は
本
稿
で
は
対
象
外
と
な
る
。

「hospitality

」「event

」
と
い
う
言

葉
を
条
件
に
加
え
る
と
、
飲
食
や

サ
ー
ビ
ス
を
扱
う
学
術
誌
も
多
数

44
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含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
分
野
を
含

め
た
選
定
条
件
（
ホ
テ
ル
等
の
宿

泊
施
設
を
主
テ
ー
マ
と
す
る
学
術

誌
は
含
め
る
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
ｃ
）
学
術
誌
の
目
的
（A

im
s

）
お
よ

び
範
囲（Scope

）の
確
認（
そ
の
２
）

　
・
学
術
誌
の
主
テ
ー
マ
が
ツ
ー
リ
ズ
ム

分
野
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
（
目

的
と
範
囲
の
説
明
か
ら
読
み
取
れ

る
）
学
術
誌
は
対
象
と
し
た

（『Event M
anagem

ent

』『Inter-
national Gam

bling Studies

』
な

ど
）。

　
・
学
術
誌
の
主
テ
ー
マ
が
ツ
ー
リ
ズ
ム

分
野
で
あ
る
と
判
断
で
き
な
い（
目

的
と
範
囲
の
説
明
か
ら
読
み
取
れ
な

い
）
学
術
誌
は
対
象
外
と
し
た

（『Clim
ate Change

』『Com
puters 

in Hum
an Behavior

』
な
ど
）。

　
・
当
該
条
件
は
筆
者
の
判
断
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
学
術
誌
の
主
テ
ー

マ
の
選
定
条
件（
収
録
さ
れ
る
論
文

タ
イ
ト
ル
に
「tourism

」
が
含
ま

れ
る
論
文
数
や
割
合
な
ど
）
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　

②
編
集
委
員
会
（Editorial Board

）

が
複
数
国
の
研
究
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
（
編
集
委
員
の
国
籍
が
す
べ
て
同
一
の

場
合
は
除
外
す
る
）。

　

③
投
稿
規
定
（Guide for A

uthors /
Instructions for A

uthors

な
ど
）
が
以

下
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
。

（
ａ
）
論
文
投
稿
者
の
国
籍
・
所
属
を

限
定
し
て
い
な
い
（
広
く
世
界
各

国
か
ら
投
稿
を
受
け
付
け
て
い
る
）

（
ｂ
）
本
文
（m

ain text

）
の
使
用
言

語
（language

）
が
英
語
で
あ
る
。

英
語
以
外
の
言
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
等
）
の
み
を
使
用
し
た

論
文
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は

除
外
す
る
。
ま
た
、投
稿
規
定
に「
英

語
」
と
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

投
稿
規
定
お
よ
び
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

論
文
の
記
述
が
す
べ
て
英
語
で
あ

れ
ば
、
使
用
言
語
を
英
語
と
み
な
す
。

（
ｃ
）
査
読
（Peer Review

）
を
実
施

す
る

④
発
行
頻
度
（Publication Fre-

quency

）
は
年
一
回
以
上
で
あ
る
。

発
行
頻
度
が
明
記
さ
れ
て
い
る
学
術
誌

と
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
学
術
誌
が
存
在

す
る
。
後
者
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
る
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら
確
認
し
た
。

⑤
現
在
も
継
続
し
て
発
行
さ
れ
て
い

る
（
廃
刊
誌
は
除
外
す
る
）。

２
．ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
に

お
け
る
国
際
学
術
誌
の

概
要

２
・
1 

学
術
誌
数
の
推
移
（
図
３
）

現
在
ま
で
継
続
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る

最
も
古
い
国
際
学
術
誌
は
『Tourism

 
Review

』（1946

）
で
あ
る
。『IRA

 
Bulletin

』（1958

、
現
在
のW

orld Lei-
sure Journal

）、『Cornell Hospitality 
Q

uarterly

』（1960

）、『Journal of 
Travel Research

』（1968

）
が
続
き
、

一
九
七
〇
年
以
降
は
徐
々
に
学
術
誌
が
増

加
し
て
い
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ

て
か
ら
は
新
規
の
国
際
学
術
誌
の
発
行
が

急
速
に
増
加
し
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
か

ら
二
〇
一
三
年
ま
で
毎
年
平
均
二・
八
三

冊
が
新
た
に
発
行
さ
れ
た
。
過
去
二
十
年

間
で
学
術
誌
数
は
約
三
倍
に
増
加
し
て
お

り
、
二
〇
一
四
年
一
月
現
在
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
分
野
に
お
け
る
国
際
学
術
誌
は
八
十
三

誌
に
及
ぶ
。

注1）廃刊誌は含まない　注2）名称が変更された学術誌は、最初の発行年を適用した。筆者作成

図3   ツーリズム分野における国際学術誌の発行数の推移
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２
・
2 

発
行
者
、
発
行
地
（
図
４
、
５
）

発
行
者
の
内
訳
は
、「
学
術
誌
出
版
社
」

（
六
十
三
誌
、七
五・九
％
）、「
大
学
、教
育

機
関
」（
十
六
誌
、一
九・三
％
）、「
学
術
学

会
」（
四
誌
、四・八
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

学
術
誌
出
版
社
の
内
訳
は
、「Taylor &

 
Francis

」（
英
国
、三
十
一
誌
、四
九・二
％

（
学
術
誌
出
版
社
内
で
占
め
る
割
合
。以
下

同
））、「Elsevier Science

」（
オ
ラ
ン
ダ
、

九
誌
、一
四・三
％
）、「Sage Publications

」

（
米
国
、
六
誌
、
九・五
％
）、「Cognizant 

Com
m

unication

」（
英
国
、五
誌
、七・九

％
）、「Em

erald Group Publishing

」

（
英
国
、四
誌
、六・三
％
）「Inderscience 

Publishers
」（
英
国
、
三
誌
、
四・八
％
）、

「John W
iley &

 Sons

」（
英
国
、
二
誌
、

三・
二
％
）、「IP Publishing

」（
英
国
、

一
誌
、
一・六
％
）、「Berghahn Books

」

（
米
国
、一
誌
、一・六
％
）、「Springer
」（
ド

イ
ツ
、一
誌
、一・六
％
）
で
あ
っ
た
。
発
行

者
の
多
数
を
学
術
誌
出
版
社
が
占
め
る

こ
と
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
に
限
定
さ
れ

た
話
で
は
な
く
、
世
界
の
学
術
誌
全
体
に

見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。

日
本
学
術
会
議
（2010, P.2

）は「
二
〇

世
紀
の
半
ば
以
降
、
海
外
の
大
手
商
業
出

版
社
は
、
学
術
誌
の
市
場
を
大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
学
術
誌
の
出
版

権
を
次
々
に
入
手
す
る
と
と
も
に
、
市
場

の
独
占
を
進
め
て
い
っ
た
。
学
術
誌
の
電

子
媒
体
化
の
加
速
的
進
行
に
よ
り
学
術
誌

商
業
出
版
社
は
巨
大
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
し
、
多
く
の
学
術
誌
を
同
時
且

つ
瞬
時
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
出

版
権
の
拡
大
を
よ
り
容
易
に
し
た
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
に
お
い

て
も
、
大
手
商
業
出
版
社
の
存
在
が
国
際

学
術
誌
の
増
加
を
加
速
さ
せ
て
い
る
部
分

が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
発
行
地
の
内
訳
は
、
本
稿
が
国

際
学
術
誌
の
条
件
を
「
使
用
言
語
を
英

語
と
す
る
」
と
し
た
こ
と
も
あ
り
、
英
語

を
公
用
語
と
す
る
国
（
英
国
四
八・八
％
、

米
国
一
八・
六
％
、
イ
ン
ド
一・二
％
）
が

約
七
割
を
占
め
た
。

２
・
3 

編
集
体
制
、
編
集
長
（
も
し
く

は
そ
れ
に
準
ず
る
者
）
の
国
籍

（
図
６
、
７
）

各
学
術
誌
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
編
集

委
員
会
」（Editorial Board

）
に
明
示

さ
れ
て
い
る
情
報
を
も
と
に
編
集
体
制
の

種
別
を
整
理
す
る
と
、「
研
究
者
グ
ル
ー

プ
」（
特
定
の
学
会
や
大
学
等
の
組
織
を

構
成
せ
ず
、
学
術
誌
の
編
集
を
目
的
に
集

ま
る
グ
ル
ー
プ
。
四
十
六
誌
、
五
五・
四

％
）、「
大
学
、
大
学
協
議
会
、
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」（
十
七
誌
、二
〇・五
％
）、「
学

術
学
会
」（
十
四
誌
、
一
六・九
％
）、「
国

際
協
会
、
国
際
協
議
会
、
国
際
委
員
会
、

国
際
機
関
」（
五
誌
、
六・〇
％
）、「
教
育

機
関
」（
一
誌
、
一・二
％
）
で
あ
っ
た
。

編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
編
集
体

制
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が

大
学
教
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

編
集
委
員
会
の
役
職
は
、
編
集
長

（Editor-in-Chief

）、
創
刊
者
兼
編
集
者

（Founding Editor

）、
副
編
集
長
（A

s-
sociate Editor-in-Chief

）、
編
集
実
行

委
員（Editor

）、
編
集
幹
事（M

anaging 
Editor

）、
編
集
顧
問
会
議
（Editorial 

A
dvisory Board

）、
編
集
委
員
（Edito-

rial Board M
em

ber, A
ssociate Edi-

tors

）
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
（
和
文
の
表

記
は
山
谷
（2013

）
が
用
い
て
い
る
表
記

を
参
考
に
筆
者
翻
訳
）。

編
集
委
員
会
の
構
成
は
学
術
誌
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

例
え
ば
『A

nnals of Tourism
 Re-

search

』
で
は
、
編
集
長
が
一
人
、
創
刊

者
兼
編
集
者
が
一
人
、
副
編
集
委
員
（A

s-

46

図4  ツーリズム分野における
国際学術誌の発行者（種別）

n=83
単位：誌数
筆者作成

学術学会
（4, 4.8%）

大学、
教育機関

（16, 19.3%）

学術誌出版社
（63, 75.9%）

図5  ツーリズム分野における
国際学術誌の発行地（地理的分布）

n=86（3誌が2カ国にまたがる）  単位：誌数　筆者作成

0 10 20 30 40 50

英国
米国

オランダ
ルーマニア
クロアチア

ギリシャ
ポーランド

インド
チェコ
ドイツ

ブルガリア
ポルトガル

韓国

42
16

10
5

3
2
2

1
1
1
1
1
1

221観光文化_観光研究レビュー.indd   46 14/04/02   15:41



sociate Editor

）
が
三
人
、
専
門
分
野
別

の
編
集
委
員
が
十
二
人
（
人
類
学
、
地
理

学
、
歴
史
学
、
心
理
学
、
社
会
学
な
ど
）、

コ
メ
ン
タ
リ
ー
担
当
編
集
委
員
（Com

-
m

entary Editor

）
が
一
人
、
レ
ポ
ー
ト

編
集
委
員
（Report Editor

）
が
一
人
、

リ
サ
ー
チ・ノ
ー
ト
編
集
委
員（Research 

Notes Editor

）
が
二
人
、
出
版
編
集
委

員
（Publication Editor

）
が
一
人
、
索

引
編
集
委
員
（Index Editor

）
が
一
人
、

リ
ソ
ー
ス
編
集
委
員
（Resource Edi-

tor
）
が
八
十
八
人
で
構
成
さ
れ
る
。

編
集
長
（
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
）

の
国
籍
を
見
る
と
、「
米
国
」（
二
十
三
人
、

二
四・二
％
）、「
英
国
」（
二
十
人
、
二
一・一

％
）
が
多
数
を
占
め
、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」

（
七
人
、
七・四
％
）、「
中
国
」（
六
人
、
六・

三
％
）、「
ル
ー
マ
ニ
ア
」（
五
人
、
五・三
％
）、

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」（
四
人
、
四・二
％
）、

「
ギ
リ
シ
ャ
」（
三
人
、
三・二
％
）、「
ク
ロ

ア
チ
ア
」（
三
人
、三・二
％
）、「
フ
ラ
ン
ス
」

（
三
人
、
三・二
％
）
が
そ
れ
に
次
ぐ
。

２
・
₄ 

発
行
頻
度

発
行
頻
度
は
、
一
年
間
に
「
四
回
」
が

四
三・
四
％
（
三
十
六
誌
）、「
三
回
」
が

一
三・
三
％
（
十
一
誌
）、「
二
回
」
が

一
五・七
％
（
十
三
誌
）
で
あ
り
、
全
体
の

約
四
分
の
三
を
「
二
～
四
回
」
が
占
め
る
。

３
．今
後
の
研
究

次
回
の
論
稿
で
は
、
本
稿
に
て
触
れ
な

か
っ
た
、
国
際
学
術
誌
の
主
テ
ー
マ
、
収

録
論
文
の
傾
向
、
学
術
誌
の
評
価

（Im
pact Factor

等
）
な
ど
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
わ
た
な
べ　

と
も
ひ
こ
）
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注1）編集長が存在しない場合は、それに準ずる者を対象とした。
注２）1つの学術誌に複数の編集長が存在する場合、以下のようにカウントした。

①同一の学術誌中に、異なる国籍の編集長が複数いる場合→すべての国
籍数をカウントした。

②同一の学術誌中に、同じ国籍の編集長が複数いる場合→1カ国としてカ
ウントした。

221観光文化_観光研究レビュー.indd   47 14/04/02   15:41



48

1
Acta Turistica ツーリズム現象に関する研究全般（経済学・地理

学・社会学・マネジメント・マーケティング・起業・財
務等、さまざまな視点）

大学
（University of Zagreb）

Nevenka Čavlek
（Sveučilište u Zagrebu, クロアチア）

2 Acta Turistica Nova ツーリズムおよびホテル産業における最新動向、マ
ネジメント、計画に関する研究

大学
（Utilus Business School）

Boris Vukonić
（Utilus Business School,クロアチア）

3
Anatolia: An International Journal 
Of Tourism And Hospitality 
Research

地中海地域における国際ツーリズム、ホスピタリ
ティに関する研究

研究者グループ Nazmi Kozak（Anadolu University, トルコ）
Metin Kozak（Dokuz Eylul University, トルコ）

4

Annals of Leisure Research
（前身：ANZALS Research Series）

レジャーに関する理論的・実践的な研究 学術学会
（Australian and New Zealand 

Association of Leisure 
Studies）

Neil Carr（University of Otago, 米国）

5
Annals of Tourism Research ツーリズムの学術的観点に焦点を当てた研究（理

論構築、学際研究）
研究者グループ John Tribe（University of Surrey, 英国）

6
Asia Pacific Journal Of Tourism 
Research

アジア・太平洋地域におけるツーリズムに関する実
証的・理論的研究

学術学会
（Asia Pacific Tourism Associ-

ation）

Kaye Chon
（The Hong Kong Polytechnic University, 中国）

7

Consortium Journal of Hospitality 
and Tourism

ホスピタリティ分野における教育・新規採用・人材
の引き留めに関する研究

大学コンソーシアム（Historically 
and Predominantly Black Col-
leges and University/ Hospitali-
ty Management Consortium）

Faye Hall Jackson（Tuskegee University, 米国）

8
Cornell Hospitality Quarterly ホスピタリティ・マネジメントに関する実践的研究

（ホスピタリティ、ツーリズム、関連サービス）
大学

（Cornell University School of 
Hotel Administration）

Michael S. LaTour（Cornell University School of 
Hotel Administration, 米国）

9
Current Issues In Tourism ツーリズムにおける重要な論点に関する批評的な

研究
研究者グループ（設立時は編
集長が以前所属したUniversity 
of Otagoが関与したと思われ
る）

C. Michael Hall
（University of Canterbury, ニュージーランド）

Chris Cooper（Oxford Brookes University Busi-
ness School, 英国）

10
Czech Hospitality & Tourism 
Papers

ホテルおよびスパ産業、美食学、ツーリズムの理
論・実践的側面の発展に関する研究

大学
（Institute of Hospitality Man-

agement in Prague）

Petr Čech（Institute of Hospitality Management in 
Prague, チェコ）

11
European Journal of Tourism 
Research

ツーリズムの理論的・実践的課題に関する研究 大学
（International University 
College）

Stanislav Ivanov
（International University College, ブルガリア）

12
European Journal of Tourism, 
Hospitality and Recreation

ツーリズム、ホスピタリティ、レクリエーション、食事
サービスに関する研究

大学
（Polytechnic Institute of 

Leiria）

Francisco Dias
（Polytechnic Institute of Leiria, ポルトガル）

13
Event Management

（前身：Festival Management & 
Event Tourism）

会議、大会、フェスティバル、博覧会、スポーツをは
じめとするあらゆるイベントのマネジメントに関す
る研究

研究者グループ Kenneth Backman（Clemson University, 米国）

14

GeoJournal of Tourism and 
Geosites

ジオサイトとツーリズムに関する研究 大学
（University of Oradea/Gdansk 

University of Physical Educa-
tion and Sport）

Dorina Camelia ILIEŞ
（University of Oradea, ルーマニア）
Waldemar MOSKA（Academy of Physical Edu-
cation and Sports of Gdańsk, ポーランド）

15
Information Technology & 
Tourism

ツーリズム、ホスピタリティ分野における情報技術
の役割に関する研究

研究者グループ Francesco Ricci
（Free University of Bozen-Bolzano, イタリア）

16 International Gambling Studies ギャンブルの理論、手法、実践、歴史に関する研究 研究者グループ Alex Blaszczynski
（University of Sydney, オーストラリア）

17 International Journal for 
Responsible Tourism

責任あるツーリズムに関する研究 教育機関
（Amfiteatru Foundation）

Vasile Cepoi（ルーマニア）

18 International Journal of Contem-
porary Hospitality Management

世界のホスピタリティおよびツーリズム・ビジネスに
おける最新のマネジメントに関する研究

研究者グループ Fevzi Okumus
（The University of Central Florida, 米国）

19
International Journal of Culture, 
Tourism and Hospitality 
Research

文化、ツーリズム、ホスピタリティの関係性に関する
研究

研究者グループ Andreas H. Zins
（MODUL University Vienna, オーストリア）

20 International Journal of Heritage 
Studies

文化遺産に関する研究 研究者グループ Laurajane Smith
（The Australian National University, オーストラリア）

21

International Journal of Hospitali-
ty & Tourism Administration

（前身：Journal of International 
Hospitality, Leisure & Tourism 
Management）

ホスピタリティおよびツーリズムのマネジメントに関
する研究

研究者グループ Clayton W. Barrows, EdD
（University of New Hampshire, 米国）

22

International Journal of  
Hospitality and Tourism

ホスピタリティおよびツーリズム分野に関する研究 学術学会
（Society for Social Welfare 

Academic Advancement and 
Research）

Sonia Gupta（Leeds Metropolitan University, India 
Campus, インド）

クロアチア Department of Tourism Faculty of Economics & 
Business, University of Zagreb

1989〜現在 2回 ①②③ http://www.efzg.unizg.hr/default.aspx?
id=6555 1

クロアチア Utilus Business School 2007〜現在 2回 ② http://www.utilus.hr/eng/Izdavastvo/Izdavas
tvo.html 2

英国 Taylor & Francis 1989〜現在 3回 ①②③④ http://www.informaworld.com/rana
3

英国 Taylor & Francis 1998〜現在
（前身が1993〜1997）

2003年〜4回
（それ以前は1回）

①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/ranz20/curr
ent 4

オランダ Elsevier Science 1973〜現在 1979年〜4回
（それ以前は5回

程度）

①②③④ http://www.journals.elsevier.com/annals-of-
tourism-research/ 5

英国 Taylor & Francis 1996〜現在 8回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rapt20/curr
ent#.UxvRS9wXou5 6

米国 Tuskegee University 2005〜現在 2回 ②③ http://hospitalityhbcu.org/consortiumjournal.
html 7

米国 Sage Publications / Cornell University School 
of Hotel Administration

1960〜現在 4回 ①②③④ http://cqx.sagepub.com
8

英国 Taylor & Francis 1998〜現在 10回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rcit20/curre
nt#.UxvYvNwXou4 9

チェコ Institute of Hospitality Management in Prague 2005〜現在 2012年〜3回
（それ以前は2回）

② http://www.vsh.cz/en/the-ihm-journal-
nav112/ 10

ブルガリア International University College 2008〜現在 1回 ①②③ http://ejtr.vumk.eu
11

ポルトガル Polytechnic Institute of Leiria 2010〜現在 3回 ③ http://www.ejthr.com
12

米国 Cognizant Communication 2000〜現在
（前身が1993〜1998）

4回 ①②③④ https://www.cognizantcommunication.com/
journal-titles/event-management 13

ルーマニア／
ポーランド

University of Oradea / Gdansk University of 
Physical Education and Sport

2008〜現在 2〜3回 ②③ http://gtg.webhost.uoradea.ro
14

ドイツ Springer
（2012年までCognizant Communication）

1998〜現在 4回 ①②③④ http://www.springer.com/business+%26+m
anagement/business+information+syste
ms/journal/40558

15

英国 Taylor & Francis 2001〜現在 3回 ②③④ http://www.tandfonline.com/loi/rigs20#.Uxy
ZitwXou4 16

ルーマニア Amfiteatru Foundation 2012〜現在 4回 ③ http://amphitheatreconferences.gm.ro/publi
cations/ijrt/about-ijrt/ 17

英国 Emerald Group Publishing 1989〜現在 2000年〜7回
（それ以前は4〜7回）

①②③④ http://www.emeraldgrouppublishing.com/pr
oducts/journals/journals.htm?id=IJCHM 18

英国 Emerald Group Publishing 2007〜現在 4回 ①③④ http://www.emeraldgrouppublishing.com/pr
oducts/journals/journals.htm?id=ijcthr 19

英国 Taylor & Francis 1994〜現在 8回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rjhs20/curre
nt#.Uxyzd9wXou4 20

英国 Taylor & Francis 2000〜現在
（前身が1997〜1999）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wjht20/curr
ent#.Uxy1xdwXou4

21

インド Society for Social Welfare Academic Advance-
ment and Research 

2011〜現在 2回 ② http://ijohat.sswaar.com
22
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49 観光研究レビュー◉ツーリズム分野における国際学術誌の現状①

注：「収録資料/データベース」の番号は、本文中の「1・2国際学術誌の選定に用いた資料・データベース」と対応。
①先行研究、②Hospitality & Tourism Index、③図書館の蔵書データベース、④学術書出版社

別表　ツーリズム分野における国際学術誌一覧（2014年1月現在、学術誌名アルファベット順）

1
Acta Turistica ツーリズム現象に関する研究全般（経済学・地理

学・社会学・マネジメント・マーケティング・起業・財
務等、さまざまな視点）

大学
（University of Zagreb）

Nevenka Čavlek
（Sveučilište u Zagrebu, クロアチア）

2 Acta Turistica Nova ツーリズムおよびホテル産業における最新動向、マ
ネジメント、計画に関する研究

大学
（Utilus Business School）

Boris Vukonić
（Utilus Business School,クロアチア）

3
Anatolia: An International Journal 
Of Tourism And Hospitality 
Research

地中海地域における国際ツーリズム、ホスピタリ
ティに関する研究

研究者グループ Nazmi Kozak（Anadolu University, トルコ）
Metin Kozak（Dokuz Eylul University, トルコ）

4

Annals of Leisure Research
（前身：ANZALS Research Series）

レジャーに関する理論的・実践的な研究 学術学会
（Australian and New Zealand 

Association of Leisure 
Studies）

Neil Carr（University of Otago, 米国）

5
Annals of Tourism Research ツーリズムの学術的観点に焦点を当てた研究（理

論構築、学際研究）
研究者グループ John Tribe（University of Surrey, 英国）

6
Asia Pacific Journal Of Tourism 
Research

アジア・太平洋地域におけるツーリズムに関する実
証的・理論的研究

学術学会
（Asia Pacific Tourism Associ-

ation）

Kaye Chon
（The Hong Kong Polytechnic University, 中国）

7

Consortium Journal of Hospitality 
and Tourism

ホスピタリティ分野における教育・新規採用・人材
の引き留めに関する研究

大学コンソーシアム（Historically 
and Predominantly Black Col-
leges and University/ Hospitali-
ty Management Consortium）

Faye Hall Jackson（Tuskegee University, 米国）

8
Cornell Hospitality Quarterly ホスピタリティ・マネジメントに関する実践的研究

（ホスピタリティ、ツーリズム、関連サービス）
大学

（Cornell University School of 
Hotel Administration）

Michael S. LaTour（Cornell University School of 
Hotel Administration, 米国）

9
Current Issues In Tourism ツーリズムにおける重要な論点に関する批評的な

研究
研究者グループ（設立時は編
集長が以前所属したUniversity 
of Otagoが関与したと思われ
る）

C. Michael Hall
（University of Canterbury, ニュージーランド）

Chris Cooper（Oxford Brookes University Busi-
ness School, 英国）

10
Czech Hospitality & Tourism 
Papers

ホテルおよびスパ産業、美食学、ツーリズムの理
論・実践的側面の発展に関する研究

大学
（Institute of Hospitality Man-

agement in Prague）

Petr Čech（Institute of Hospitality Management in 
Prague, チェコ）

11
European Journal of Tourism 
Research

ツーリズムの理論的・実践的課題に関する研究 大学
（International University 
College）

Stanislav Ivanov
（International University College, ブルガリア）

12
European Journal of Tourism, 
Hospitality and Recreation

ツーリズム、ホスピタリティ、レクリエーション、食事
サービスに関する研究

大学
（Polytechnic Institute of 

Leiria）

Francisco Dias
（Polytechnic Institute of Leiria, ポルトガル）

13
Event Management

（前身：Festival Management & 
Event Tourism）

会議、大会、フェスティバル、博覧会、スポーツをは
じめとするあらゆるイベントのマネジメントに関す
る研究

研究者グループ Kenneth Backman（Clemson University, 米国）

14

GeoJournal of Tourism and 
Geosites

ジオサイトとツーリズムに関する研究 大学
（University of Oradea/Gdansk 

University of Physical Educa-
tion and Sport）

Dorina Camelia ILIEŞ
（University of Oradea, ルーマニア）
Waldemar MOSKA（Academy of Physical Edu-
cation and Sports of Gdańsk, ポーランド）

15
Information Technology & 
Tourism

ツーリズム、ホスピタリティ分野における情報技術
の役割に関する研究

研究者グループ Francesco Ricci
（Free University of Bozen-Bolzano, イタリア）

16 International Gambling Studies ギャンブルの理論、手法、実践、歴史に関する研究 研究者グループ Alex Blaszczynski
（University of Sydney, オーストラリア）

17 International Journal for 
Responsible Tourism

責任あるツーリズムに関する研究 教育機関
（Amfiteatru Foundation）

Vasile Cepoi（ルーマニア）

18 International Journal of Contem-
porary Hospitality Management

世界のホスピタリティおよびツーリズム・ビジネスに
おける最新のマネジメントに関する研究

研究者グループ Fevzi Okumus
（The University of Central Florida, 米国）

19
International Journal of Culture, 
Tourism and Hospitality 
Research

文化、ツーリズム、ホスピタリティの関係性に関する
研究

研究者グループ Andreas H. Zins
（MODUL University Vienna, オーストリア）

20 International Journal of Heritage 
Studies

文化遺産に関する研究 研究者グループ Laurajane Smith
（The Australian National University, オーストラリア）

21

International Journal of Hospitali-
ty & Tourism Administration

（前身：Journal of International 
Hospitality, Leisure & Tourism 
Management）

ホスピタリティおよびツーリズムのマネジメントに関
する研究

研究者グループ Clayton W. Barrows, EdD
（University of New Hampshire, 米国）

22

International Journal of  
Hospitality and Tourism

ホスピタリティおよびツーリズム分野に関する研究 学術学会
（Society for Social Welfare 

Academic Advancement and 
Research）

Sonia Gupta（Leeds Metropolitan University, India 
Campus, インド）

クロアチア Department of Tourism Faculty of Economics & 
Business, University of Zagreb

1989〜現在 2回 ①②③ http://www.efzg.unizg.hr/default.aspx?
id=6555 1

クロアチア Utilus Business School 2007〜現在 2回 ② http://www.utilus.hr/eng/Izdavastvo/Izdavas
tvo.html 2

英国 Taylor & Francis 1989〜現在 3回 ①②③④ http://www.informaworld.com/rana
3

英国 Taylor & Francis 1998〜現在
（前身が1993〜1997）

2003年〜4回
（それ以前は1回）

①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/ranz20/curr
ent 4

オランダ Elsevier Science 1973〜現在 1979年〜4回
（それ以前は5回

程度）

①②③④ http://www.journals.elsevier.com/annals-of-
tourism-research/ 5

英国 Taylor & Francis 1996〜現在 8回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rapt20/curr
ent#.UxvRS9wXou5 6

米国 Tuskegee University 2005〜現在 2回 ②③ http://hospitalityhbcu.org/consortiumjournal.
html 7

米国 Sage Publications / Cornell University School 
of Hotel Administration

1960〜現在 4回 ①②③④ http://cqx.sagepub.com
8

英国 Taylor & Francis 1998〜現在 10回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rcit20/curre
nt#.UxvYvNwXou4 9

チェコ Institute of Hospitality Management in Prague 2005〜現在 2012年〜3回
（それ以前は2回）

② http://www.vsh.cz/en/the-ihm-journal-
nav112/ 10

ブルガリア International University College 2008〜現在 1回 ①②③ http://ejtr.vumk.eu
11

ポルトガル Polytechnic Institute of Leiria 2010〜現在 3回 ③ http://www.ejthr.com
12

米国 Cognizant Communication 2000〜現在
（前身が1993〜1998）

4回 ①②③④ https://www.cognizantcommunication.com/
journal-titles/event-management 13

ルーマニア／
ポーランド

University of Oradea / Gdansk University of 
Physical Education and Sport

2008〜現在 2〜3回 ②③ http://gtg.webhost.uoradea.ro
14

ドイツ Springer
（2012年までCognizant Communication）

1998〜現在 4回 ①②③④ http://www.springer.com/business+%26+m
anagement/business+information+syste
ms/journal/40558

15

英国 Taylor & Francis 2001〜現在 3回 ②③④ http://www.tandfonline.com/loi/rigs20#.Uxy
ZitwXou4 16

ルーマニア Amfiteatru Foundation 2012〜現在 4回 ③ http://amphitheatreconferences.gm.ro/publi
cations/ijrt/about-ijrt/ 17

英国 Emerald Group Publishing 1989〜現在 2000年〜7回
（それ以前は4〜7回）

①②③④ http://www.emeraldgrouppublishing.com/pr
oducts/journals/journals.htm?id=IJCHM 18

英国 Emerald Group Publishing 2007〜現在 4回 ①③④ http://www.emeraldgrouppublishing.com/pr
oducts/journals/journals.htm?id=ijcthr 19

英国 Taylor & Francis 1994〜現在 8回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rjhs20/curre
nt#.Uxyzd9wXou4 20

英国 Taylor & Francis 2000〜現在
（前身が1997〜1999）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wjht20/curr
ent#.Uxy1xdwXou4

21

インド Society for Social Welfare Academic Advance-
ment and Research 

2011〜現在 2回 ② http://ijohat.sswaar.com
22
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23 International Journal of Leisure 
and Tourism Marketing

レジャー、レクリエーション、ツーリズム分野における
マーケティングに関する研究

研究者グループ Rajagopal（Monterrey Institute of Technology and 
Higher Education, メキシコ）

24
International Journal of Sport 
Management , Recreation  & 
Tourism

スポーツマネジメント、スポーツマーケティング、レク
リエーション、スポーツ・ツーリズムに関する研究

大学
（Democritus University of 

Thrace）

Costa George
（Democritus University of Thrace, ギリシャ）

25
International Journal of Tourism 
Anthropology

観光人類学に関する研究（民族学、社会学、心理
学、考古学、アート、言語学、経済学、政治学、歴史
学、哲学、地理学、生態学等の分野と相互に関連）

研究者グループ Cheng, Li（Sichuan University, 中国）

26
International Journal of Tourism 
Policy

ツーリズム政策の課題、政策立案に関する研究 研究者グループ George Agiomirgianakis
（Hellenic Open University, ギリシャ）

Konstantinos Andriotis（Middlesex University, 英国）

27
International Journal of Tourism Re-
search（前身：Progress in Tourism & 
Hospitality Management → Progress 
in Tourism & Hospitality Research）

ツーリズムおよびホスピタリティ分野の研究開発に
関する研究（新しい研究領域、技術、研究手法等）

研究者グループ
（設立時は編集長が以前所属

したUniversity of Surrey）

John Fletcher（Bournemouth University, 英国）

28
International Journal of Tourism 
Sciences

ツーリズム、レジャー、ホスピタリティ分野に関する
研究

学術学会
（Tourism Sciences Society of 

Korea）

Chulwon Kim（Kyung Hee University, 韓国）

29
Journal of Air Transport Manage-
ment

航空輸送産業における経済、マネジメント、政策に
関する研究

研究者グループ A. Graham（University of Westminster, 英国）

30

Journal Of China Tourism 
Research

中国および中国人のツーリズムに関する最新の研
究

研究者グループ
（設立時は編集長が所属する

The Hong Kong Polytechnic 
University）

Haiyan Song
（The Hong Kong Polytechnic University, 中国）

31
Journal Of Convention & Event 
Tourism（前身：Journal of Con-
vention & Exhibition Management）

会議、展示会・見本市、大会、イベントに関する研究 研究者グループ George G. Fenich
（East Carolina University, 米国）

32
Journal of Destination Marketing 
& Management

デスティネーション・マーケティングおよびデスティ
ネーション・マネジメントに関する研究

研究者グループ A. Fyall（University of Central Florida, 米国）
B. Garrod（Aberystwyth University, 英国）
Y. Wang（University of Central Florida, 米国）

33 Journal Of Ecotourism エコツーリズムに関する研究 研究者グループ David Fennell（Brock University, カナダ）

34
Journal of Environmental and 
Tourism Analyses

ツーリズムにおける持続可能な開発、環境の課題
に関する研究

大学
（Bucharest University）

Laura Comanescu
（University of Bucharest, ルーマニア）

35

Journal of Environmental Man-
agement and Tourism

環境マネジメントとツーリズムに関する研究 学術学会
（Association for Sustainable 

Education, Research and 
Science）

Ramona PIRVU
（University of Craiova, ルーマニア）

36 Journal Of Heritage Tourism ヘリテージ・ツーリズムに関する研究 研究者グループ Dallen J. Timothy（Arizona State University, 米国）

37

Journal Of Hospitality & Tourism 
Education（前身：Hospitality & 
Tourism Educator）

ホスピタリティおよびツーリズム分野における教育
の論点・見解に関する研究

国際協議会
（International Council on 
Hotel, Restaurant, and 
Institutional Education）

Miyoung Jeong
（University of Massachusetts, Amherst, 米国）

HyunJeong Jenny Kim
（Washington State University, 米国）
Michael C. Ottenbacher（Heilbronn University, ドイツ）

38

Journal of Hospitality & Tourism 
Research

ホスピタリティおよびツーリズム分野の理論的発展
を高める概念的・実証的研究

国際協議会
（International Council on 
Hotel, Restaurant, and 
Institutional Education）

Anna Mattila
（Pennsylvania State University, 米国）

39

Journal of Hospitality and 
Tourism Management

（前身：Australian Journal of 
Hospitality Management）

旅行・ツーリズムマネジメント、レジャー・レクリエー
ション研究、イベントマネジメントに関する研究

大学協議会
（Council for Australasian 

University Tourism and 
Hospitality Education Inc.,  
オーストラリア）

B. Richie
（University of Queensland, オーストラリア）

40 Journal of Hospitality and Tour-
ism Technology

ツーリズムおよびホスピタリティ分野における科学
技術とEビジネスに関する研究

研究者グループ Cihan Cobanoglu
（University of South Florida, 米国）

41
Journal of Hospitality, Leisure, 
Sport and Tourism Education

ホスピタリティ、レジャー、スポーツ、ツーリズム、イベ
ントにおける高等教育に関する研究

学術学会
（Hospitality, Leisure, Sport & 

Tourism Network, 英国）

J. Tribe（University of Surrey, 英国）

42 Journal Of Human Resources In 
Hospitality & Tourism

ホスピタリティおよびツーリズム産業における人材
に関する研究

研究者グループ Howard Adler（Purdue University, 米国）

43
Journal of Outdoor Recreation 
and Tourism

アウトドア・レクリエーションの計画とマネジメント、
自然に親しむツーリズム、パーク・マネジメントに関
する研究

研究者グループ W. Haider（Simon Fraser University, カナダ）
U. Pröbstl

（Universität für Bodenkultur, オーストリア）

44 Journal Of Policy Research In 
Tourism, Leisure And Events

ツーリズム、レジャー、イベント分野における政策論
議に関する研究

研究者グループ Rhodri Thomas
（Leeds Metropolitan University, 英国）

英国 Inderscience Publishers 2009〜現在 4回 ④ http://www.inderscience.com/jhome.php?jc
ode=ijltm 23

ギリシャ International Journal of Sport Management, 
Recreation & Tourism

2008〜現在 4回 ③ http://www.ijsmart.eu
24

英国 Inderscience Publishers 2010〜現在 4回 ④ http://www.inderscience.com/jhome.php?jc
ode=ijta 25

英国 Inderscience Publishers 2007〜現在 4回 ①③④ http://www.inderscience.com/jhome.php?jc
ode=ijtp 26

英国 John Wiley & Sons 1999〜現在
（前身が1989〜1994

→1995〜1998）

1999年〜6回
（それ以前は1回→

4回）

①②③④ ht tp: / /onl inel ibrary.wi ley.com/ journ
al/10.1002/(ISSN)1522-1970 27

韓国 Tourism Sciences Society of Korea 2000〜現在 2009年〜3回
（それ以前は1回）

① http://ijts.tosok.or.kr
28

オランダ Elsevier Science 1994〜現在 2012年〜7回もしく
は8回

（それ以前は4回〜6
回）

②③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
air-transport-management/ 29

英国 Taylor & Francis※2007まではThe Hong Kong 
Polytechnic University

2005〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wctr20/curr
ent#.Ux4cktwXou4 30

英国 Taylor & Francis 2004〜現在
（前身が1997〜2004）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wcet20/curr
ent#.Ux4csdwXou4 31

オランダ Elsevier Science 2012〜現在 4回 ③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
destination-marketing-and-management/ 32

英国 Taylor & Francis 2002〜現在 3回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/reco20/curr
ent#.Ux4l4twXou4 33

ルーマニア Research Center for Regional Analyses in Tourism, 
Environment and Sustainable Development’s mem-
bers, Faculty of Geography, Bucharest University

2013〜現在 1回 ③ http://jeta.rev.unibuc.ro
34

ルーマニア Association for Sustainable Education, 
Research and Science

2010〜現在 2回 ③ http://www.asers.eu/journals/jemt.html
35

英国 Taylor & Francis 2006〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rjht20/curre
nt#.Ux6hB9wXou4 36

英国／米国 Taylor & Francis / International Council on 
Hotel, Restaurant, and Institutional Education

1997〜現在
（前身が1988〜1996）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/uhat20/curr
ent#.Ux6mnNwXou4

37

米国 Sage Publications / International Council on 
Hotel, Restaurant, and Institutional Education

1976〜現在 4回 ①②③④ http://jht.sagepub.com
38

オランダ Elsevier Science 2002〜現在
（前身が1994〜2001）

1〜2回 ①②③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
hospitality-and-tourism-management/

39

英国 Emerald Group Publishing 2010〜現在 3回 ③④ http://www.emeraldgrouppublishing.com/pr
oducts/journals/journals.htm?id=jhtt 40

オランダ Elsevier Science
（2011年まではHospitality, Leisure, Sport & 

Tourism Network）

2002〜現在 2回 ①②③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
hospitality-leisure-sport-and-tourism-
education-johlste/

41

英国 Taylor & Francis 2002〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/whrh20/curr
ent#.Ux9gcNwXou4 42

オランダ Elsevier Science 2013〜現在 2回 ③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
outdoor-recreation-and-tourism/ 43

英国 Taylor & Francis 2009〜現在 3回 ②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rprt20/curre
nt#.Ux9wrtwXou4 44
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51 観光研究レビュー◉ツーリズム分野における国際学術誌の現状①
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23 International Journal of Leisure 
and Tourism Marketing

レジャー、レクリエーション、ツーリズム分野における
マーケティングに関する研究

研究者グループ Rajagopal（Monterrey Institute of Technology and 
Higher Education, メキシコ）

24
International Journal of Sport 
Management , Recreation  & 
Tourism

スポーツマネジメント、スポーツマーケティング、レク
リエーション、スポーツ・ツーリズムに関する研究

大学
（Democritus University of 

Thrace）

Costa George
（Democritus University of Thrace, ギリシャ）

25
International Journal of Tourism 
Anthropology

観光人類学に関する研究（民族学、社会学、心理
学、考古学、アート、言語学、経済学、政治学、歴史
学、哲学、地理学、生態学等の分野と相互に関連）

研究者グループ Cheng, Li（Sichuan University, 中国）

26
International Journal of Tourism 
Policy

ツーリズム政策の課題、政策立案に関する研究 研究者グループ George Agiomirgianakis
（Hellenic Open University, ギリシャ）

Konstantinos Andriotis（Middlesex University, 英国）

27
International Journal of Tourism Re-
search（前身：Progress in Tourism & 
Hospitality Management → Progress 
in Tourism & Hospitality Research）

ツーリズムおよびホスピタリティ分野の研究開発に
関する研究（新しい研究領域、技術、研究手法等）

研究者グループ
（設立時は編集長が以前所属

したUniversity of Surrey）

John Fletcher（Bournemouth University, 英国）

28
International Journal of Tourism 
Sciences

ツーリズム、レジャー、ホスピタリティ分野に関する
研究

学術学会
（Tourism Sciences Society of 

Korea）

Chulwon Kim（Kyung Hee University, 韓国）

29
Journal of Air Transport Manage-
ment

航空輸送産業における経済、マネジメント、政策に
関する研究

研究者グループ A. Graham（University of Westminster, 英国）

30

Journal Of China Tourism 
Research

中国および中国人のツーリズムに関する最新の研
究

研究者グループ
（設立時は編集長が所属する

The Hong Kong Polytechnic 
University）

Haiyan Song
（The Hong Kong Polytechnic University, 中国）

31
Journal Of Convention & Event 
Tourism（前身：Journal of Con-
vention & Exhibition Management）

会議、展示会・見本市、大会、イベントに関する研究 研究者グループ George G. Fenich
（East Carolina University, 米国）

32
Journal of Destination Marketing 
& Management

デスティネーション・マーケティングおよびデスティ
ネーション・マネジメントに関する研究

研究者グループ A. Fyall（University of Central Florida, 米国）
B. Garrod（Aberystwyth University, 英国）
Y. Wang（University of Central Florida, 米国）

33 Journal Of Ecotourism エコツーリズムに関する研究 研究者グループ David Fennell（Brock University, カナダ）

34
Journal of Environmental and 
Tourism Analyses

ツーリズムにおける持続可能な開発、環境の課題
に関する研究

大学
（Bucharest University）

Laura Comanescu
（University of Bucharest, ルーマニア）

35

Journal of Environmental Man-
agement and Tourism

環境マネジメントとツーリズムに関する研究 学術学会
（Association for Sustainable 

Education, Research and 
Science）

Ramona PIRVU
（University of Craiova, ルーマニア）

36 Journal Of Heritage Tourism ヘリテージ・ツーリズムに関する研究 研究者グループ Dallen J. Timothy（Arizona State University, 米国）

37

Journal Of Hospitality & Tourism 
Education（前身：Hospitality & 
Tourism Educator）

ホスピタリティおよびツーリズム分野における教育
の論点・見解に関する研究

国際協議会
（International Council on 
Hotel, Restaurant, and 
Institutional Education）

Miyoung Jeong
（University of Massachusetts, Amherst, 米国）

HyunJeong Jenny Kim
（Washington State University, 米国）
Michael C. Ottenbacher（Heilbronn University, ドイツ）

38

Journal of Hospitality & Tourism 
Research

ホスピタリティおよびツーリズム分野の理論的発展
を高める概念的・実証的研究

国際協議会
（International Council on 
Hotel, Restaurant, and 
Institutional Education）

Anna Mattila
（Pennsylvania State University, 米国）

39

Journal of Hospitality and 
Tourism Management

（前身：Australian Journal of 
Hospitality Management）

旅行・ツーリズムマネジメント、レジャー・レクリエー
ション研究、イベントマネジメントに関する研究

大学協議会
（Council for Australasian 

University Tourism and 
Hospitality Education Inc.,  
オーストラリア）

B. Richie
（University of Queensland, オーストラリア）

40 Journal of Hospitality and Tour-
ism Technology

ツーリズムおよびホスピタリティ分野における科学
技術とEビジネスに関する研究

研究者グループ Cihan Cobanoglu
（University of South Florida, 米国）

41
Journal of Hospitality, Leisure, 
Sport and Tourism Education

ホスピタリティ、レジャー、スポーツ、ツーリズム、イベ
ントにおける高等教育に関する研究

学術学会
（Hospitality, Leisure, Sport & 

Tourism Network, 英国）

J. Tribe（University of Surrey, 英国）

42 Journal Of Human Resources In 
Hospitality & Tourism

ホスピタリティおよびツーリズム産業における人材
に関する研究

研究者グループ Howard Adler（Purdue University, 米国）

43
Journal of Outdoor Recreation 
and Tourism

アウトドア・レクリエーションの計画とマネジメント、
自然に親しむツーリズム、パーク・マネジメントに関
する研究

研究者グループ W. Haider（Simon Fraser University, カナダ）
U. Pröbstl

（Universität für Bodenkultur, オーストリア）

44 Journal Of Policy Research In 
Tourism, Leisure And Events

ツーリズム、レジャー、イベント分野における政策論
議に関する研究

研究者グループ Rhodri Thomas
（Leeds Metropolitan University, 英国）

英国 Inderscience Publishers 2009〜現在 4回 ④ http://www.inderscience.com/jhome.php?jc
ode=ijltm 23

ギリシャ International Journal of Sport Management, 
Recreation & Tourism

2008〜現在 4回 ③ http://www.ijsmart.eu
24

英国 Inderscience Publishers 2010〜現在 4回 ④ http://www.inderscience.com/jhome.php?jc
ode=ijta 25

英国 Inderscience Publishers 2007〜現在 4回 ①③④ http://www.inderscience.com/jhome.php?jc
ode=ijtp 26

英国 John Wiley & Sons 1999〜現在
（前身が1989〜1994

→1995〜1998）

1999年〜6回
（それ以前は1回→

4回）

①②③④ ht tp: / /onl inel ibrary.wi ley.com/ journ
al/10.1002/(ISSN)1522-1970 27

韓国 Tourism Sciences Society of Korea 2000〜現在 2009年〜3回
（それ以前は1回）

① http://ijts.tosok.or.kr
28

オランダ Elsevier Science 1994〜現在 2012年〜7回もしく
は8回

（それ以前は4回〜6
回）

②③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
air-transport-management/ 29

英国 Taylor & Francis※2007まではThe Hong Kong 
Polytechnic University

2005〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wctr20/curr
ent#.Ux4cktwXou4 30

英国 Taylor & Francis 2004〜現在
（前身が1997〜2004）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wcet20/curr
ent#.Ux4csdwXou4 31

オランダ Elsevier Science 2012〜現在 4回 ③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
destination-marketing-and-management/ 32

英国 Taylor & Francis 2002〜現在 3回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/reco20/curr
ent#.Ux4l4twXou4 33

ルーマニア Research Center for Regional Analyses in Tourism, 
Environment and Sustainable Development’s mem-
bers, Faculty of Geography, Bucharest University

2013〜現在 1回 ③ http://jeta.rev.unibuc.ro
34

ルーマニア Association for Sustainable Education, 
Research and Science

2010〜現在 2回 ③ http://www.asers.eu/journals/jemt.html
35

英国 Taylor & Francis 2006〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rjht20/curre
nt#.Ux6hB9wXou4 36

英国／米国 Taylor & Francis / International Council on 
Hotel, Restaurant, and Institutional Education

1997〜現在
（前身が1988〜1996）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/uhat20/curr
ent#.Ux6mnNwXou4

37

米国 Sage Publications / International Council on 
Hotel, Restaurant, and Institutional Education

1976〜現在 4回 ①②③④ http://jht.sagepub.com
38

オランダ Elsevier Science 2002〜現在
（前身が1994〜2001）

1〜2回 ①②③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
hospitality-and-tourism-management/

39

英国 Emerald Group Publishing 2010〜現在 3回 ③④ http://www.emeraldgrouppublishing.com/pr
oducts/journals/journals.htm?id=jhtt 40

オランダ Elsevier Science
（2011年まではHospitality, Leisure, Sport & 

Tourism Network）

2002〜現在 2回 ①②③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
hospitality-leisure-sport-and-tourism-
education-johlste/

41

英国 Taylor & Francis 2002〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/whrh20/curr
ent#.Ux9gcNwXou4 42

オランダ Elsevier Science 2013〜現在 2回 ③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
outdoor-recreation-and-tourism/ 43

英国 Taylor & Francis 2009〜現在 3回 ②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rprt20/curre
nt#.Ux9wrtwXou4 44
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52

45 Journal Of Quality Assurance In 
Hospitality & Tourism

ホスピタリティおよびツーリズム分野におけるサー
ビス品質に関する研究

研究者グループ Hailin Qu（Oklahoma State University, 米国）

46

Journal Of Sport & Tourism
（前身：Journal Of Sport Tourism）

スポーツとツーリズムの関係に関するあらゆる研究 研究者グループ（設立〜2005
年まではSports Tourism Inter-
national Council
※実務家と研究者の両者を対
象にしていたが、2005年から
後者に対象を絞った）

Mike Weed
（Canterbury Christ Church University, 英国）

47
Journal Of Sustainable Tourism ツーリズムと持続可能な開発の関係性の理解に資

する研究
研究者グループ Bill Bramwell（Sheffield Hallam University, 英国）

Bernard Lane
（Leeds Metropolitan University, 英国）

48
Journal Of Teaching In Travel & 
Tourism

旅行およびツーリズムの教育に関する研究 国際機関
（International Society of Trav-
el and Tourism Educators）

Cathy H. C. Hsu
（The Hong Kong Polytechnic University, 中国）

49 Journal Of Tourism And Cultural 
Change

旅行・ツーリズムと文化の関係性と可能性に関する
研究

研究者グループ Mike Robinson（University of Birmingham, 英国）
Alison Phipps（University of Glasgow, 英国）

50

Journal of Tourism Challenges 
and Trends

ツーリズム産業における課題と動向に関する理論
的・実践的研究

学術学会
（Romanian-American Associ-

ation of Project Managers for 
Education and Research）

Mihaela Dinu
（Romanian-American University, ルーマニア）

51
Journal of Tourism Consumption 
and Practice

消費・実行モデルとしてのツーリズムの形態に関す
る研究

大学
（University of Plymouth）

Kevin Meethan（University of Plymouth, 英国）
Hazel Andrews

（Liverpool John Moore's University, 英国）

52

Journal Of Tourism History ツーリズムの歴史に関するあらゆる研究 国際委員会の関連組織
（International Commission for 

the History of Travel and 
Tourism）

John K. Walton
（University of the Basque Country, スペイン）

53

Journal of Transport Geography 現在の交通地理学に関する研究 学術学会
（Transport Geography Re-

search Group of the Royal 
Geographical Society）

T. Schwanen（University of Oxford, 英国）

54 Journal Of Travel & Tourism 
Marketing

旅行・ツーリズムのマーケティングに関する研究 研究者グループ Kaye Chon
（The Hong Kong Polytechnic University, 中国）

55
Journal of Travel Medicine 旅行医学の課題に関する研究 学術学会

（International Society of Trav-
el Medicine）

Eric Caumes（フランス）

56
Journal of Travel Research 旅行・ツーリズムにおける消費者行動、マネジメン

ト、開発に関する研究
学術学会

（Travel and Tourism Research 
Association）

Richard R. Perdue（Virginia Tech, 米国）

57
Journal of Unconventional Parks, 
Tourism, and Recreation 
Research

公園、ツーリズム、レクリエーション分野におけるこ
れまでの伝統や既存のモデルや型に当てはまらな
い研究

大学
（Radford University）

Susan R. Van Patten（Radford University, 米国）
Mr. Charles W. Cosmato（Radford University, 米
国）

58
Journal of Vacation Marketing ツーリズム、ホスピタリティ、イベント産業におけるデ

スティネーション、ビジネス、組織のマーケティング
に関する研究

研究者グループ J. S. Perry Hobson
（Taylor's University, マレーシア）

59
Journeys: The International Jour-
nal of Travel & Travel Writing

旅行文学に関する研究（人類学、文学研究、社会
史、宗教研究、人文地理学、カルチュラルスタディー
ズ等の視点）

研究者グループ Maria Pia Di Bella（CNRS-IRIS-EHESS, フランス）
Brian Yothers

（University of Texas at El Paso, 米国）

60 Leisure Sciences: 
An Interdisciplinary Journal

社会科学の視点から見る、レジャー、レクリエーショ
ン、公園、旅行、ツーリズムに関する研究

研究者グループ Gerard Kyle（Texas A & M University, 米国）

61

Leisure Studies レジャーに関するさまざまな研究（社会学、心理
学、人文地理学、計画、経済等の視点から）

学術学会
（Leisure Studies Association）

Scott Fleming
（Cardiff Metropolitan University, 英国）

Beccy Watson
（Leeds Metropolitan University, 英国）

Jayne Caudwell（University of Brighton, 英国）

62 Managing Leisure レジャー・マネジメントに関する研究 研究者グループ Leigh Robinson（University of Stirling, 英国）

63
Mobilities 社会文化的活動としてのモビリティ（人、モノ、資源、

情報の移動性）に関する研究
研究者グループ
※事務局は大学

（Lancaster University）

Kevin Hannam
（Leeds Metropolitan University, 英国）

Mimi Sheller（Drexel University, 米国）
John Urry（Lancaster University, 英国）

64

Scandinavian Journal Of 
Hospitality And Tourism

スカンジナビア、北海、バルト地域におけるホスピタ
リティおよびツーリズム産業に関する研究

学術学会
（Nordic Sociological Associa-

tion）

Reidar J. Mykletun
（University of Stavanger, ノルウェー）

Jan Vidar Haukeland（Norwegian School of Hotel 
Management, ノルウェー）
Anette Therkelsen

（Aalborg University, デンマーク）
Erika Andersson Cederholm

（Lund University, スウェーデン）

英国 Taylor & Francis 2000〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wqah20/cur
rent#.Ux9zsdwXou4 45

英国 Taylor & Francis 2006〜現在
（前身が1993〜2005）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rjto20/curre
nt#.Ux92-NwXou4

46

英国 Taylor & Francis 1993〜現在 8回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rsus20/curr
ent#.Ux_YrtwXou4 47

英国 Taylor & Francis 2001〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wttt20/curre
nt#.Ux_mG9wXou4 48

英国 Taylor & Francis 2003〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rtcc20/curre
nt#.Ux_v39wXou4 49

ルーマニア Romanian-American Association of Project 
Managers for Education and Research

2008〜現在 2回 ①②③ http://journaltct.ro
50

英国 University of Plymouth Press 2009〜現在 2回 ③ http://www.tourismconsumption.org
51

英国／米国 Taylor & Francis / International Commission for 
the History of Travel and Tourism

2009〜現在 3回 ③④ http://www.tandfonline.com/toc/rjth20/curre
nt#.Ux_9wXou4 52

オランダ Elsevier Science / Transport Geography 
Research Group of the Royal Geographical 
Society

1993〜現在 2013年から8回
（それ以前は4〜6回）

②③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
transport-geography/ 53

英国 Taylor & Francis 1992〜現在 8回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wttm20/curr
ent#.UyASCtwXou4 54

英国 John Wiley & Sons 1994〜現在 2001年から6回
（それ以前は4回）

①②③④ ht tp: / /onl inel ibrary.wi ley.com/ journ
al/10.1111/(ISSN)1708-8305 55

米国 Sage Publications 1968〜現在 4回 ①②③④ http://jtr.sagepub.com
56

米国 Journal of Unconventional Parks, Tourism & 
Recreation Research

2008〜現在 1回 ①②③ http://journals.radford.edu/index.php/JUPT
RR/ 57

米国 Sage Publications 1994〜現在 4回 ①②③④ http://jvm.sagepub.com
58

米国 Berghahn Books 2000〜現在 2回 ①③④ http://journals.berghahnbooks.com/jy/
59

英国 Taylor & Francis 1977〜現在 5回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/ulsc20/curr
ent#.UyCaaNwXou4 60

英国 Taylor & Francis / Leisure Studies Association 1982〜現在 6回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rlst20/curre
nt#.UyCf8dwXou4

61

英国 Taylor & Francis 1995〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rmle20/curr
ent#.UyCnPtwXou4 62

英国 Taylor & Francis 2006〜現在 4回 ③④ http://www.tandfonline.com/toc/rmob20/cur
rent#.UyCql9wXou4 63

英国 Taylor & Francis 2001〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/sjht20/curre
nt#.UyCwdNwXou4

64
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53 観光研究レビュー◉ツーリズム分野における国際学術誌の現状①

注：「収録資料/データベース」の番号は、本文中の「1・2国際学術誌の選定に用いた資料・データベース」と対応。
①先行研究、②Hospitality & Tourism Index、③図書館の蔵書データベース、④学術書出版社

45 Journal Of Quality Assurance In 
Hospitality & Tourism

ホスピタリティおよびツーリズム分野におけるサー
ビス品質に関する研究

研究者グループ Hailin Qu（Oklahoma State University, 米国）

46

Journal Of Sport & Tourism
（前身：Journal Of Sport Tourism）

スポーツとツーリズムの関係に関するあらゆる研究 研究者グループ（設立〜2005
年まではSports Tourism Inter-
national Council
※実務家と研究者の両者を対
象にしていたが、2005年から
後者に対象を絞った）

Mike Weed
（Canterbury Christ Church University, 英国）

47
Journal Of Sustainable Tourism ツーリズムと持続可能な開発の関係性の理解に資

する研究
研究者グループ Bill Bramwell（Sheffield Hallam University, 英国）

Bernard Lane
（Leeds Metropolitan University, 英国）

48
Journal Of Teaching In Travel & 
Tourism

旅行およびツーリズムの教育に関する研究 国際機関
（International Society of Trav-
el and Tourism Educators）

Cathy H. C. Hsu
（The Hong Kong Polytechnic University, 中国）

49 Journal Of Tourism And Cultural 
Change

旅行・ツーリズムと文化の関係性と可能性に関する
研究

研究者グループ Mike Robinson（University of Birmingham, 英国）
Alison Phipps（University of Glasgow, 英国）

50

Journal of Tourism Challenges 
and Trends

ツーリズム産業における課題と動向に関する理論
的・実践的研究

学術学会
（Romanian-American Associ-

ation of Project Managers for 
Education and Research）

Mihaela Dinu
（Romanian-American University, ルーマニア）

51
Journal of Tourism Consumption 
and Practice

消費・実行モデルとしてのツーリズムの形態に関す
る研究

大学
（University of Plymouth）

Kevin Meethan（University of Plymouth, 英国）
Hazel Andrews

（Liverpool John Moore's University, 英国）

52

Journal Of Tourism History ツーリズムの歴史に関するあらゆる研究 国際委員会の関連組織
（International Commission for 

the History of Travel and 
Tourism）

John K. Walton
（University of the Basque Country, スペイン）

53

Journal of Transport Geography 現在の交通地理学に関する研究 学術学会
（Transport Geography Re-

search Group of the Royal 
Geographical Society）

T. Schwanen（University of Oxford, 英国）

54 Journal Of Travel & Tourism 
Marketing

旅行・ツーリズムのマーケティングに関する研究 研究者グループ Kaye Chon
（The Hong Kong Polytechnic University, 中国）

55
Journal of Travel Medicine 旅行医学の課題に関する研究 学術学会

（International Society of Trav-
el Medicine）

Eric Caumes（フランス）

56
Journal of Travel Research 旅行・ツーリズムにおける消費者行動、マネジメン

ト、開発に関する研究
学術学会

（Travel and Tourism Research 
Association）

Richard R. Perdue（Virginia Tech, 米国）

57
Journal of Unconventional Parks, 
Tourism, and Recreation 
Research

公園、ツーリズム、レクリエーション分野におけるこ
れまでの伝統や既存のモデルや型に当てはまらな
い研究

大学
（Radford University）

Susan R. Van Patten（Radford University, 米国）
Mr. Charles W. Cosmato（Radford University, 米
国）

58
Journal of Vacation Marketing ツーリズム、ホスピタリティ、イベント産業におけるデ

スティネーション、ビジネス、組織のマーケティング
に関する研究

研究者グループ J. S. Perry Hobson
（Taylor's University, マレーシア）

59
Journeys: The International Jour-
nal of Travel & Travel Writing

旅行文学に関する研究（人類学、文学研究、社会
史、宗教研究、人文地理学、カルチュラルスタディー
ズ等の視点）

研究者グループ Maria Pia Di Bella（CNRS-IRIS-EHESS, フランス）
Brian Yothers

（University of Texas at El Paso, 米国）

60 Leisure Sciences: 
An Interdisciplinary Journal

社会科学の視点から見る、レジャー、レクリエーショ
ン、公園、旅行、ツーリズムに関する研究

研究者グループ Gerard Kyle（Texas A & M University, 米国）

61

Leisure Studies レジャーに関するさまざまな研究（社会学、心理
学、人文地理学、計画、経済等の視点から）

学術学会
（Leisure Studies Association）

Scott Fleming
（Cardiff Metropolitan University, 英国）

Beccy Watson
（Leeds Metropolitan University, 英国）

Jayne Caudwell（University of Brighton, 英国）

62 Managing Leisure レジャー・マネジメントに関する研究 研究者グループ Leigh Robinson（University of Stirling, 英国）

63
Mobilities 社会文化的活動としてのモビリティ（人、モノ、資源、

情報の移動性）に関する研究
研究者グループ
※事務局は大学

（Lancaster University）

Kevin Hannam
（Leeds Metropolitan University, 英国）

Mimi Sheller（Drexel University, 米国）
John Urry（Lancaster University, 英国）

64

Scandinavian Journal Of 
Hospitality And Tourism

スカンジナビア、北海、バルト地域におけるホスピタ
リティおよびツーリズム産業に関する研究

学術学会
（Nordic Sociological Associa-

tion）

Reidar J. Mykletun
（University of Stavanger, ノルウェー）

Jan Vidar Haukeland（Norwegian School of Hotel 
Management, ノルウェー）
Anette Therkelsen

（Aalborg University, デンマーク）
Erika Andersson Cederholm

（Lund University, スウェーデン）

英国 Taylor & Francis 2000〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wqah20/cur
rent#.Ux9zsdwXou4 45

英国 Taylor & Francis 2006〜現在
（前身が1993〜2005）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rjto20/curre
nt#.Ux92-NwXou4

46

英国 Taylor & Francis 1993〜現在 8回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rsus20/curr
ent#.Ux_YrtwXou4 47

英国 Taylor & Francis 2001〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wttt20/curre
nt#.Ux_mG9wXou4 48

英国 Taylor & Francis 2003〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rtcc20/curre
nt#.Ux_v39wXou4 49

ルーマニア Romanian-American Association of Project 
Managers for Education and Research

2008〜現在 2回 ①②③ http://journaltct.ro
50

英国 University of Plymouth Press 2009〜現在 2回 ③ http://www.tourismconsumption.org
51

英国／米国 Taylor & Francis / International Commission for 
the History of Travel and Tourism

2009〜現在 3回 ③④ http://www.tandfonline.com/toc/rjth20/curre
nt#.Ux_9wXou4 52

オランダ Elsevier Science / Transport Geography 
Research Group of the Royal Geographical 
Society

1993〜現在 2013年から8回
（それ以前は4〜6回）

②③④ http://www.journals.elsevier.com/journal-of-
transport-geography/ 53

英国 Taylor & Francis 1992〜現在 8回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/wttm20/curr
ent#.UyASCtwXou4 54

英国 John Wiley & Sons 1994〜現在 2001年から6回
（それ以前は4回）

①②③④ ht tp: / /onl inel ibrary.wi ley.com/ journ
al/10.1111/(ISSN)1708-8305 55

米国 Sage Publications 1968〜現在 4回 ①②③④ http://jtr.sagepub.com
56

米国 Journal of Unconventional Parks, Tourism & 
Recreation Research

2008〜現在 1回 ①②③ http://journals.radford.edu/index.php/JUPT
RR/ 57

米国 Sage Publications 1994〜現在 4回 ①②③④ http://jvm.sagepub.com
58

米国 Berghahn Books 2000〜現在 2回 ①③④ http://journals.berghahnbooks.com/jy/
59

英国 Taylor & Francis 1977〜現在 5回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/ulsc20/curr
ent#.UyCaaNwXou4 60

英国 Taylor & Francis / Leisure Studies Association 1982〜現在 6回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rlst20/curre
nt#.UyCf8dwXou4

61

英国 Taylor & Francis 1995〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rmle20/curr
ent#.UyCnPtwXou4 62

英国 Taylor & Francis 2006〜現在 4回 ③④ http://www.tandfonline.com/toc/rmob20/cur
rent#.UyCql9wXou4 63

英国 Taylor & Francis 2001〜現在 4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/sjht20/curre
nt#.UyCwdNwXou4
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54

65 The Service Industries Journal
（前身：Service Industries Review）

サービス産業、サービス業、サービスの効果的マネ
ジメントに関する研究

研究者グループ Eileen Bridges（Kent State University, 米国）

66
Studies in Physical Culture and 
Tourism

フィジカルカルチャーに関する研究 大学
（University School of Physical 

Education）

Wojciech Lipoński（University School of Physical 
Education, ポーランド）
Piotr Krutki（University School of Physical Educa-
tion, ポーランド）

67

The Journal of Hospitality Finan-
cial Management

ホスピタリティおよびツーリズム分野における財
務、金融経済、会計に関する研究

学術学会
（Association of Hospitality 
Financial Management 
Educators）

Atul Sheel（University of Massachusetts, 米国）

68

The Journal of Tourism and 
Peace Research

平和、協力、紛争解決とツーリズムに関する研究 研究者グループ
（International Centre for 

Peace Through Tourism 
Research）

Omar Moufakkir
（La Rochelle Business School of Tourism, フランス）

69

Tourism & Hospitality Manage-
ment

南東ヨーロッパ諸国のツーリズムおよびホスピタリ
ティ開発に寄与する、ツーリズムおよびホスピタリ
ティに関する研究

大学
（University of Rijeka）

Jože Perić（University of Rijeka, クロアチア）

70
Tourism Analysis レジャー、レクリエーション、ツーリズム、ホスピタリ

ティ分野における学際的な研究
研究者グループ Muzaffer Uysal

（Pamplin College of Business Virginia Tech, 米国）
Geoffrey I. Crouch（School of Business La Trobe 
University, オーストラリア）

71
Tourism and Hospitality 
Research

ツーリズムとホスピタリティに関する研究 研究者グループ
※事務局は大学

（University of Brighton）

Marina Novelli（University of Brighton / 
Bournemouth University, 英国）

72
Tourism Economics: 
The Business and Finance of 
Tourism and Recreation

ツーリズムの経済と財務に関するあらゆる研究 研究者グループ Stephen Wanhill（University of Limerick / 
Bournemouth University, 英国）

73
Tourism Geographies: An Inter-
national Journal Of  Tourism 
Space, Place And Environment

地理学の観点から見るツーリズム、レクリエーショ
ン、レジャーに関する研究

研究者グループ Alan A. Lew（Northern Arizona University, 米国）

74 Tourism in Marine Environments 海洋環境のマネジメント課題に関する研究 研究者グループ Michael Lück（AUT University, ニュージーランド）

75
Tourism Management

（前身：International Journal of 
Tourism Management）

旅行・ツーリズムの計画、政策、マネジメントに関す
る研究

研究者グループ
※76『Tourism Management 
Perspectives』とほぼ同じ

Chris Ryan
（University of Waikato, ニュージーランド）

76
Tourism Management 
Perspectives

旅行・ツーリズムの計画、政策、マネジメントに関す
る学際的な研究

研究者グループ
※75『Tourism Management』
とほぼ同じ

Chris Ryan
（University of Waikato, ニュージーランド）

77
Tourism Planning & Develop-
ment（前身：Tourism and Hospi-
tality Planning & Development）

ツーリズムの計画と開発に関する研究 研究者グループ Peter Burns（University of Bedfordshire, 英国）
Richard Sharpley

（University of Central Lancashire, 英国）

78
Tourism Review 多くの学問にまたがるツーリズムの理解に寄与する

研究
学術学会

（International Association of 
Scientific Experts in Tourism）

Christian Laesser
（AIEST, University of St Gallen, スイス）

79 Tourism Review International
（前身：Pacific Tourism Review）

ツーリズム研究における重要なテーマに関する研
究※各テーマは事務局が設定

研究者グループ Sue Beeton（La Trobe University, オーストラリア）

80
Tourism, Culture & Communica-
tion

文化的アイデンティティに関する研究 大学
（Victoria University）

Brian King（Victoria University, オーストラリア）
Anne-Marie Hede

（Victoria University, オーストラリア）

81
TOURISMOS: An International 
Multidisciplinary Refereed Jour-
nal of Tourism

ツーリズムおよび旅行、ホスピタリティ、レジャーに
関する研究

大学
（University of the Aegean）

Paris Tsartas
（University of the Aegean, ギリシャ）

82
Tourist Studies 社会現象としてのツーリズムに関する批判的研究 研究者グループ Tim Edensor

（Manchester Metropolitan University, 英国）
Gordon Waitt

（University of Wollongong, オーストラリア）

83

World Leisure Journal（前身：IRA 
Bulletin → WLRA Bulletin → 
WLRA Journal → World Leisure 
& Recreation）

レジャーに関する研究 国際協会
（World Leisure Organisation）

Atara Sivan（Hong Kong Baptist University, 中国）

英国 Taylor & Francis 1983〜現在
（前身が1981〜1982）

2011年から16回
（それ以前は4〜14回）

②③④ http://www.tandfonline.com/toc/fsij20/curre
nt#.UyC0rdwXou4 65

ポーランド University School of Physical Education 1990〜現在 2009年から4回
（それ以前は2年に1

回〜年3回）

③ http://www.awf.poznan.pl/index.php?id=91
&option=com_content&task=view 66

英国 Taylor & Francis 1991〜現在 2回 ③④ http://www.tandfonline.com/action/journalIn
formation?show=aimsScope&journalCode
=uhfm20#.UyIRU9wXou4 67

オランダ Stenden University 2010〜現在 1〜2回 ③ http://www.icptr.com
68

クロアチア Faculty of Tourism and Hospitality Manage-
ment, University of Rijeka
※Alexandreion Technological Educational In-
stitution of Thessaloniki （ギリシャ）が協力
※クロアチアの科学教育スポーツ省が支援

1995〜現在 2回 ② http://www.fthm.uniri.hr/index.php/thm-
current

69

米国 Cognizant Communication 1996〜現在 2006年から6回
（それ以前は4回）

①②③④ https://www.cognizantcommunication.com/
journal-titles/tourism-analysis 70

米国 Sage Publications 2004〜現在 4回 ①②③④ http://thr.sagepub.com
71

英国 IP Publishing 1995〜現在 2011年から6回
（それ以前は年4回）

①②③④ http://www.ippublishing.com/te.htm
72

英国 Taylor & Francis 1999〜現在 5回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rtxg20/curr
ent#.UyE1S9wXou4 73

米国 Cognizant Communication 2004〜現在 2008年から4回
（それ以前は2回）

①③④ https://www.cognizantcommunication.com/
journal-titles/tourism-in-marine-environments 74

オランダ Elsevier Science 1982（Vol.3）〜現在
（前身が1980〜1981）

1993年から6〜8回
（それ以前は年4回）

①②③④ http://www.journals.elsevier.com/tourism-
management/ 75

オランダ Elsevier Science 2012〜現在 2013年から4回
（2012年は年3回）

③④ http://www.journals.elsevier.com/tourism-
management-perspectives/ 76

英国 Taylor & Francis 2011〜現在
（前身が2004〜2010）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/loi/rthp20#.UyF
BPdwXou4 77

英国 Emerald Group Publishing 1946〜現在 4回 ①②③④ http://www.emeraldinsight.com/journals.ht
m?issn=1660-5373 78

米国 Cognizant Communication 2003〜現在
（前身が1997〜2003）

4回 ①②③④ https://www.cognizantcommunication.com/
journal-titles/tourism-review-international 79

米国 Cognizant Communication 1998〜現在 3回 ①②③④ https://www.cognizantcommunication.com/
j o u r na l - t i t l e s / t o u r i sm - c u l t u r e - a -
communication

80

ギリシャ Interdepartmental Program of Postgraduate 
Studies in Tourism Planning, Policy & Manage-
ment of the University of the Aegean

2006〜現在 2回 ②③ http://www.chios.aegean.gr/tourism/journal.
htm 81

米国 Sage Publications 2001〜現在 3回 ①②③④ http://tou.sagepub.com
82

英国 Taylor & Francis 2000〜現在
（前身1958〜1972

→1973〜1980
→1981〜1983
→1984〜1999）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rwle20/curr
ent#.UyFis9wXou4
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55 観光研究レビュー◉ツーリズム分野における国際学術誌の現状①

注：「収録資料/データベース」の番号は、本文中の「1・2国際学術誌の選定に用いた資料・データベース」と対応。
①先行研究、②Hospitality & Tourism Index、③図書館の蔵書データベース、④学術書出版社

65 The Service Industries Journal
（前身：Service Industries Review）

サービス産業、サービス業、サービスの効果的マネ
ジメントに関する研究

研究者グループ Eileen Bridges（Kent State University, 米国）

66
Studies in Physical Culture and 
Tourism

フィジカルカルチャーに関する研究 大学
（University School of Physical 

Education）

Wojciech Lipoński（University School of Physical 
Education, ポーランド）
Piotr Krutki（University School of Physical Educa-
tion, ポーランド）

67

The Journal of Hospitality Finan-
cial Management

ホスピタリティおよびツーリズム分野における財
務、金融経済、会計に関する研究

学術学会
（Association of Hospitality 
Financial Management 
Educators）

Atul Sheel（University of Massachusetts, 米国）

68

The Journal of Tourism and 
Peace Research

平和、協力、紛争解決とツーリズムに関する研究 研究者グループ
（International Centre for 

Peace Through Tourism 
Research）

Omar Moufakkir
（La Rochelle Business School of Tourism, フランス）

69

Tourism & Hospitality Manage-
ment

南東ヨーロッパ諸国のツーリズムおよびホスピタリ
ティ開発に寄与する、ツーリズムおよびホスピタリ
ティに関する研究

大学
（University of Rijeka）

Jože Perić（University of Rijeka, クロアチア）

70
Tourism Analysis レジャー、レクリエーション、ツーリズム、ホスピタリ

ティ分野における学際的な研究
研究者グループ Muzaffer Uysal

（Pamplin College of Business Virginia Tech, 米国）
Geoffrey I. Crouch（School of Business La Trobe 
University, オーストラリア）

71
Tourism and Hospitality 
Research

ツーリズムとホスピタリティに関する研究 研究者グループ
※事務局は大学

（University of Brighton）

Marina Novelli（University of Brighton / 
Bournemouth University, 英国）

72
Tourism Economics: 
The Business and Finance of 
Tourism and Recreation

ツーリズムの経済と財務に関するあらゆる研究 研究者グループ Stephen Wanhill（University of Limerick / 
Bournemouth University, 英国）

73
Tourism Geographies: An Inter-
national Journal Of  Tourism 
Space, Place And Environment

地理学の観点から見るツーリズム、レクリエーショ
ン、レジャーに関する研究

研究者グループ Alan A. Lew（Northern Arizona University, 米国）

74 Tourism in Marine Environments 海洋環境のマネジメント課題に関する研究 研究者グループ Michael Lück（AUT University, ニュージーランド）

75
Tourism Management

（前身：International Journal of 
Tourism Management）

旅行・ツーリズムの計画、政策、マネジメントに関す
る研究

研究者グループ
※76『Tourism Management 
Perspectives』とほぼ同じ

Chris Ryan
（University of Waikato, ニュージーランド）

76
Tourism Management 
Perspectives

旅行・ツーリズムの計画、政策、マネジメントに関す
る学際的な研究

研究者グループ
※75『Tourism Management』
とほぼ同じ

Chris Ryan
（University of Waikato, ニュージーランド）

77
Tourism Planning & Develop-
ment（前身：Tourism and Hospi-
tality Planning & Development）

ツーリズムの計画と開発に関する研究 研究者グループ Peter Burns（University of Bedfordshire, 英国）
Richard Sharpley

（University of Central Lancashire, 英国）

78
Tourism Review 多くの学問にまたがるツーリズムの理解に寄与する

研究
学術学会

（International Association of 
Scientific Experts in Tourism）

Christian Laesser
（AIEST, University of St Gallen, スイス）

79 Tourism Review International
（前身：Pacific Tourism Review）

ツーリズム研究における重要なテーマに関する研
究※各テーマは事務局が設定

研究者グループ Sue Beeton（La Trobe University, オーストラリア）

80
Tourism, Culture & Communica-
tion

文化的アイデンティティに関する研究 大学
（Victoria University）

Brian King（Victoria University, オーストラリア）
Anne-Marie Hede

（Victoria University, オーストラリア）

81
TOURISMOS: An International 
Multidisciplinary Refereed Jour-
nal of Tourism

ツーリズムおよび旅行、ホスピタリティ、レジャーに
関する研究

大学
（University of the Aegean）

Paris Tsartas
（University of the Aegean, ギリシャ）

82
Tourist Studies 社会現象としてのツーリズムに関する批判的研究 研究者グループ Tim Edensor

（Manchester Metropolitan University, 英国）
Gordon Waitt

（University of Wollongong, オーストラリア）

83

World Leisure Journal（前身：IRA 
Bulletin → WLRA Bulletin → 
WLRA Journal → World Leisure 
& Recreation）

レジャーに関する研究 国際協会
（World Leisure Organisation）

Atara Sivan（Hong Kong Baptist University, 中国）

英国 Taylor & Francis 1983〜現在
（前身が1981〜1982）

2011年から16回
（それ以前は4〜14回）

②③④ http://www.tandfonline.com/toc/fsij20/curre
nt#.UyC0rdwXou4 65

ポーランド University School of Physical Education 1990〜現在 2009年から4回
（それ以前は2年に1

回〜年3回）

③ http://www.awf.poznan.pl/index.php?id=91
&option=com_content&task=view 66

英国 Taylor & Francis 1991〜現在 2回 ③④ http://www.tandfonline.com/action/journalIn
formation?show=aimsScope&journalCode
=uhfm20#.UyIRU9wXou4 67

オランダ Stenden University 2010〜現在 1〜2回 ③ http://www.icptr.com
68

クロアチア Faculty of Tourism and Hospitality Manage-
ment, University of Rijeka
※Alexandreion Technological Educational In-
stitution of Thessaloniki （ギリシャ）が協力
※クロアチアの科学教育スポーツ省が支援

1995〜現在 2回 ② http://www.fthm.uniri.hr/index.php/thm-
current

69

米国 Cognizant Communication 1996〜現在 2006年から6回
（それ以前は4回）

①②③④ https://www.cognizantcommunication.com/
journal-titles/tourism-analysis 70

米国 Sage Publications 2004〜現在 4回 ①②③④ http://thr.sagepub.com
71

英国 IP Publishing 1995〜現在 2011年から6回
（それ以前は年4回）

①②③④ http://www.ippublishing.com/te.htm
72

英国 Taylor & Francis 1999〜現在 5回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rtxg20/curr
ent#.UyE1S9wXou4 73

米国 Cognizant Communication 2004〜現在 2008年から4回
（それ以前は2回）

①③④ https://www.cognizantcommunication.com/
journal-titles/tourism-in-marine-environments 74

オランダ Elsevier Science 1982（Vol.3）〜現在
（前身が1980〜1981）

1993年から6〜8回
（それ以前は年4回）

①②③④ http://www.journals.elsevier.com/tourism-
management/ 75

オランダ Elsevier Science 2012〜現在 2013年から4回
（2012年は年3回）

③④ http://www.journals.elsevier.com/tourism-
management-perspectives/ 76

英国 Taylor & Francis 2011〜現在
（前身が2004〜2010）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/loi/rthp20#.UyF
BPdwXou4 77

英国 Emerald Group Publishing 1946〜現在 4回 ①②③④ http://www.emeraldinsight.com/journals.ht
m?issn=1660-5373 78

米国 Cognizant Communication 2003〜現在
（前身が1997〜2003）

4回 ①②③④ https://www.cognizantcommunication.com/
journal-titles/tourism-review-international 79

米国 Cognizant Communication 1998〜現在 3回 ①②③④ https://www.cognizantcommunication.com/
j o u r na l - t i t l e s / t o u r i sm - c u l t u r e - a -
communication

80

ギリシャ Interdepartmental Program of Postgraduate 
Studies in Tourism Planning, Policy & Manage-
ment of the University of the Aegean

2006〜現在 2回 ②③ http://www.chios.aegean.gr/tourism/journal.
htm 81

米国 Sage Publications 2001〜現在 3回 ①②③④ http://tou.sagepub.com
82

英国 Taylor & Francis 2000〜現在
（前身1958〜1972

→1973〜1980
→1981〜1983
→1984〜1999）

4回 ①②③④ http://www.tandfonline.com/toc/rwle20/curr
ent#.UyFis9wXou4

83
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56財団活動のいま…

●
二
〇
一
三
年
度
を
振
り
返
る

二
〇
一
三
年
度
は
、
当
財
団
に
と
っ
て

「
’22
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
中
期
経
営
計
画
」

の
初
年
度
で
あ
り
、「
実
践
的
な
学
術
研
究

機
関
の
基
盤
づ
く
り
」
を
中
心
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
だ
年
と
な
り
ま
し
た
。

組
織
体
制
面
で
は
、
調
査
研
究
（
事
業
）

部
門
を
「
観
光
政
策
研
究
部
」「
観
光
文

化
研
究
部
」
の
二
部
体
制
へ
と
移
行
し
ま

し
た
。
ま
た
、
上
半
期
に
は
「
情
報
公
開

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
国
、
地
域

お
よ
び
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
認
知
・
評

価
さ
れ
る
学
術
的
・
専
門
的
な
知
見
の
発

信
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
新
た
に
「
観
光
研
究
情
報
室
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

調
査
研
究
分
野
で
は
、「
温
泉
ま
ち
づ
く

り
研
究
会
」「
自
然
公
園
研
究
会
」「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」
と
い
っ
た
内

外
の
研
究
者
や
地
域
の
方
々
等
と
協
働
し

た
研
究
会
活
動
を
は
じ
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、
震
災
復
興
、
観
光
の
経
済
効
果
、
観

光
に
対
す
る
住
民
意
識
、
観
光
客
の
意
識

や
行
動
等
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
み
、

積
極
的
に
論
文
や
学
会
な
ど
で
発
表
し
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
国
内
外
で
行
わ
れ

て
き
た
観
光
研
究
を
俯ふ

瞰か
ん

的
に
レ
ビ
ュ
ー

す
る
な
ど
、
今
後
の
観
光
研
究
に
向
け
た

基
盤
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
知
見
を
活
か
し
、
観
光
庁
を

は
じ
め
と
す
る
政
府
機
関
や
地
方
自
治
体

等
か
ら
の
委
託
調
査
研
究
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

観
光
研
究
情
報
室
で
は
、
本
誌
『
観
光

財
団
活
動
の
い
ま
…

総
務
部

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　

二
〇
一四
年
度
の
取
り
組
み

文
化
』
の
編
集
（
特
に
、
第
２
２
０
号
は

｢

調
査
研
究
専
門
機
関
化
50
周
年
記
念
号｣

と
し
て
発
刊
し
ま
し
た
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
刷
新
、
積
極
的
な
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
配

信
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
地
方
自
治
体
等
か

ら
の
相
談
・
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
旅
の
図
書
館
で
は
、
学

術
研
究
機
関
の
図
書
館
と
し
て
、
内
外
の

学
術
書
・
文
献
等
の
収
集
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
旅
行
・
観
光
に
関
連
す
る
書
籍

の
特
別
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
調
査
研
究
専
門
機
関
化
五
〇

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
二
〇
一
三
年

十
月
に
観
光
地
経
営
の
テ
キ
ス
ト
『
観
光

地
経
営
の
視
点
と
実
践【
丸
善
出
版
発
行
】』

を
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
当
財
団
の
五
〇
周

年
史
『
創
発
的
進
化
へ
向
け
て
〜
調
査
研

究
専
門
機
関 

50
年
の
歴
史
〜
【
当
財
団
発

行
】』
の
二
誌
を
発
刊
し
、
二
〇
一
四
年
五

月
発
刊
予
定
の
観
光
資
源
再
評
価
の
集
大

成
『
美
し
き
日
本
―
―
旅
の
風
光
【
Ｊ
Ｔ

Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
発
行
】』
の
編
集
・
校

了
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

●
二
〇
一
四
年
度
の
取
り
組
み

　（
二
〇
一
四
年
度
事
業
計
画
の
概
要
）

二
〇
一
四
年
度
は
「
第
一
次
中
期
経
営

計
画
（
三
カ
年
計
画
）」
の
二
年
目
で
あ
り
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
飛
躍
す
る
た
め
の
基
盤

を
着
実
に
固
め
る
年
度
と
な
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、

① 

実
践
的
な
学
術
研
究
活
動
の
推
進

② 

新
し
い
『
旅
行
年
報
（
仮
称
）』「
旅
行

動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
仮
称
）」
の
確
立

③ 

自
主
研
究
と
相
乗
効
果
が
発
揮
さ
れ
る

受
託
調
査
事
業
の
実
施

④ 

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
機
関
誌
『
観

光
文
化
』
な
ど
を
活
用
し
た
研
究
成
果

の
情
報
発
信

⑤ 

学
術
研
究
機
関
に
向
け
た
具
体
的
な
要

件
の
整
備
等

の
五
点
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

①
実
践
的
な
学
術
研
究
活
動
の
推
進

調
査
研
究
分
野
で
は
、
内
外
の
研
究
者

や
地
域
等
と
協
働
し
た
研
究
活
動
を
充
実

さ
せ
、
積
極
的
に
論
文
な
ど
と
し
て
発
表

し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
新
た
な
テ
ー
マ
と
し
て
「
観
光

産
業
に
関
す
る
研
究
（
立
教
大
学
と
の
協

働
研
究
）」「
オ
ン
パ
ク（
＊
）の
事
業
評
価
に

関
す
る
研
究
―
―
信
州
諏
訪
温
泉
泊
覧
会

ズ
ー
ラ
を
中
心
と
し
て
―
―
」「
文
化
観
光

の
市
場
特
性
と
そ
の
振
興
策
等
に
関
す
る

研
究
」
に
着
手
し
ま
す
。

主
催
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
・
実
績
、
地
域
と
の
協
働
事
業

か
ら
創
出
さ
れ
る
成
功
事
例
（
成
功
プ
ロ

セ
ス
）
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
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⑤
学
術
研
究
機
関
に
向
け
た

具
体
的
な
要
件
の
整
備
等

当
財
団
で
は
二
〇
一
五
年
度
に
学
術
研

究
機
関
（
文
部
科
学
省
指
定
）
申
請
を
予

定
し
て
お
り
、
具
体
的
な
要
件
を
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
他
、
旅
の
図
書
館
で
は
観
光
に
関

す
る
学
術
誌
、
学
会
誌
な
ど
、
学
術
的
価

値
の
高
い
国
内
外
の
資
料
の
収
集
・
保
管
・

公
開
を
進
め
る
と
と
も
に
、
図
書
館
で
の

研
究
会
（
研
究
者
を
対
象
と
し
た
小
規
模

な
勉
強
会
）
開
催
、
研
究
テ
ー
マ
に
合
わ

せ
た
資
料
・
文
献
な
ど
の
収
集
・
公
開
な
ど
、

観
光
に
関
す
る
研
究
者
の
交
流
に
も
活
用

さ
れ
る
、
学
術
研
究
機
関
の
図
書
館
と
し

て
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

以
上
、
二
〇
一
四
年
度
事
業
計
画
を
概

観
い
た
し
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
度
は
、
調

査
研
究
機
関
と
し
て
五
十
年
の
節
目
を
経

て
、
新
し
い
時
代
に
向
け
た
第
一
歩
と
な

り
ま
す
。

当
財
団
が
、
日
本
の
観
光
研
究
の
進
展
、

地
域
経
済
の
発
展
と
魅
力
的
な
観
光
地
の

形
成
、
そ
し
て
観
光
文
化
の
振
興
に
真
に

貢
献
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
ご
支
援
・

ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

（
企
画
課
長　

中
野
文
彦
）

と
し
、『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』
を

テ
キ
ス
ト
と
し
た
新
た
な
講
座
（
観
光
地

経
営
講
座
〔
仮
称
〕）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

立
教
大
学
や
琉
球
大
学
、
筑
波
大
学
大

学
院
な
ど
、
大
学
の
学
部
学
科
等
と
の
講

義
や
協
働
研
究
な
ど
を
通
じ
て
、
観
光
教

育
へ
の
貢
献
と
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
充
に
努
め
ま
す
。

＊
オ
ン
パ
ク
…
…
一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
オ
ン

パ
ク
を
中
心
に
各
温
泉
地
等
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
温
泉
博
覧
会
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
、
手
法
。

②
新
し
い『
旅
行
年
報（
仮
称
）』

「
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
仮
称
）」

の
確
立

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
各
種
調
査（
旅

行
者
動
向
調
査
・
海
外
旅
行
市
場
調
査
等
）

を
整
理
統
合
し
、
よ
り
精
度
の
高
い
分
析

お
よ
び
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
す
る
政
策
提
言

に
結
び
つ
け
る
調
査
と
し
て
、
財
団
独
自

の
旅
行
市
場
調
査
お
よ
び
観
光
政
策
に
関

す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調

査
分
析
結
果
は
刊
行
物
『
旅
行
年
報
（
仮

称
）』
や
「
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
仮

称
）」
と
し
て
、
積
極
的
に
公
開
・
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

③
自
主
研
究
と
相
乗
効
果
が
発
揮
さ
れ
る

受
託
調
査
事
業
の
実
施

実
践
的
な
調
査
研
究
機
関
と
し
て
、
政

府
機
関
や
地
方
自
治
体
か
ら
の
調
査
研
究

事
業
に
積
極
的
に
関
与
し
ま
す
。
特
に
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
自
主
研
究
と
の
関

連
が
深
い
事
業
、
政
策
立
案
に
深
く
関
わ

る
事
業
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
東
北
地
方
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
観
光
復
興
・
振
興

に
資
す
る
事
業
な
ど
を
中
心
に
取
り
組
み

ま
す
。

④
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

機
関
誌『
観
光
文
化
』な
ど
を

活
用
し
た
研
究
成
果
の
情
報
発
信

機
関
誌『
観
光
文
化
』は
、当
財
団
の
調

査
研
究
活
動
を
基
に
特
集
テ
ー
マ
を
設
定

し
、外
部
研
究
者
や
地
域
な
ど
の
実
践
者
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、財
団

の
論
考
・
提
言
と
し
て
発
信
し
ま
す
。引
き

続
き
内
容
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
観
光

分
野
に
関
心
の
高
い
研
究
機
関
、
行
政
や

図
書
館
な
ど
に
積
極
的
に
配
布
し
、財
団
の

公
益
活
動
へ
の
理
解
促
進
に
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
末
に
刷
新
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
現
在
の
研

究
活
動
や
研
究
成
果
の
紹
介
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
に
寄
与
す
る
こ
れ
ま
で
の
実
績
・

成
果
な
ど
を
整
理
し
、
積
極
的
に
発
信
し

ま
す
。

57 財団活動のいま…

旅行・観光
分野に
おける
実践的な
学術研究
機関
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58

ド
イ
ツ
文
学
者
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト　
　
　
　

池
内
　
紀

（
イ
ラ
ス
ト
＝
著
者
）

連載Ⅰ
あの町この町

第57回

蔵
造
り
と
パ
ソ
コ
ン 

─
─ 

茨
城
県
・
結
城
市

幕
末
・
維
新
期
は
激
動
の
時
代
で
あ
っ
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が

あ
っ
た
。
な
か
で
も
下し

も

総う
さ

・
結ゆ

う

城き

藩
で
起
き
た
こ
と
は
特
筆
も
の
だ
ろ
う
。
藩
主
が
自

分
の
城
を
攻
め
て
占
拠
し
、
奪
回
さ
れ
る
と
城
を
脱
出
、
江
戸
・
上
野
の
杜も

り

に
身
を
ひ

そ
め
た
。

結
城
市
を
訪
ね
る
前
に
下
調
べ
を
し
て
い
て
、
そ
ん
な
一
件
と
出
く
わ
し
た
。
は
じ
め

は
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
く
わ
し
く
知
っ
て
納
得
し
た
。
め
ま
ぐ
る
し
く
政

局
が
変
化
す
る
な
か
で
、
珍
し
い
と
は
い
え
、
た
し
か
に
あ
り
え
た
こ
と
。
た
だ
し
、
土

地
の
歴
史
と
風
土
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
表
面
だ
け
の
経
過
で
判
断
す
る
と
、
と
り
ち

が
え
る
。
さ
し
あ
た
り
現
地
を
歩
き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
考
え
る
と
し
よ
う
―
―
。

ハ
ラ
を
き
め
て
Ｊ
Ｒ
結
城
駅
に
降
り
立
ち
、
駅
前
の
風
景
に
目
を
丸
く
し
た
。
城
下

町
結
城
―
―
結
城
紬つ

む
ぎ―

―
蔵
造
り
の
町
。
そ
ん
な
ふ
う
に
聞
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
駅

前
右
手
に
ガ
ラ
ス
と
パ
イ
プ
と
鉄
骨
の
巨
大
な
ビ
ル
が
、
お
城
の
よ
う
に
そ
び
え
て
い
る
。

結
城
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
て
、図
書
館
、ホ
ー
ル
、交
流
施
設
な
ど
を
兼
ね
て
い
る
。

前
に
突
き
出
た
の
が
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
で
、
駅
か
ら
ガ
ラ
ス
張
り
の
連
絡
通
路
が
通

じ
て
い
る
。

う
か
つ
に
も
週
に
一
度
の
休
館
日
に
来
あ
わ
せ
た
よ
う
で
、
全
館
の
明
か
り
が
消
え
、
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59 あの町この町  57
蔵造りとパソコン—— 茨城県・結城市

林
立
し
た
パ
イ
プ
だ
け
が
白
々
と
光
っ
て
い
る
。
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
も
ひ
と
け
が
な
く
、

「
よ
う
こ
そ　

ゆ
う
き
」
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
見
え
る
が
、
も
と
よ
り
中

に
入
れ
な
い
。
未
練
げ
に
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る
と
、
う
し
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。
観

光
マ
ッ
プ
を
お
求
め
な
ら
お
ゆ
ず
り
し
よ
う
。
振
り
返
る
と
、
気
の
や
さ
し
げ
な
青
年
で
、

自
分
は
こ
れ
か
ら
体
験
学
習
に
行
く
と
こ
ろ
。
仲
間
が
い
て
地
図
は
不
要
だ
か
ら
、
こ

れ
を
ど
う
ぞ
。

お
も
い
が
け
ず
「
よ
う
こ
そ　

ゆ
う
き
」
が
手
に
入
っ
た
。
本
場
結
城
紬
の
「
は
た

お
り
体
験
」
を
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
ん
だ
と
い
う
。
草
木
染
の
教
室
も
あ
っ
て
、
そ
ち

ら
も
や
っ
て
み
る
そ
う
だ
。
地
図
に
は
「
つ
む
ぎ
の
館
」
と
あ
っ
て
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
マ

ル
が
つ
い
て
い
る
。
市
中
の
問
屋
街
に
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
わ
か
る
。
超
近
代
的
な
ビ
ル
の

前
で
、
古
め
か
し
い
問
屋
街
へ
の
行
き
方
を
お
そ
わ
っ
た
。

肝
入
町
、
白し

ろ

銀が
ね

町
、
陣
屋
町
、
番
匠
町
、
石こ

く

町
、
紺
屋
町
…
…
。
地
図
に
は
昔
な

が
ら
の
町
名
が
並
ん
で
い
る
。
旧
城
下
町
に
お
な
じ
み
だ
が
、
道
路
が
直
線
で
は
な
く
、

ゆ
る
や
か
に
う
ね
っ
て
お
り
、
足
に
こ
こ
ち
い
い
。
や
に
わ
に
カ
ギ
形
に
曲
が
っ
た
り
し

て
た
の
し
い
の
だ
。
そ
ん
な
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
歩
い
て
い
て
、
な
ぜ
か
す
が
す
が
し

い
。
先
ほ
ど
の
親
切
の
余
韻
だ
ろ
う
が
、
も
っ
と
直
接
的
に
ま
わ
り
が
明
る
い
せ
い
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
、通
り
に
よ
け
い
な
も
の
が
な
い
か
ら
だ
と
気
が
つ
い
た
。
店
頭
に
は「
お

茶
処
」「
薬
舗
店
」「
新
聞
店
」
な
ど
職
種
と
店
名
を
告
げ
る
標
識
が
あ
る
だ
け
で
、
広

告
看
板
と
い
っ
た
も
の
が
な
い
。
よ
く
見
る
と
「
屋
外
広
告
物　

重
点
モ
デ
ル
路
線
」

の
表
示
が
あ
る
。
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
規
制
を
か
け
た
と
み
え
る
。

「
や
れ
ば
で
き
る
ジ
ャ
ン
」

う
れ
し
く
な
っ
て
、
ヨ
ダ
レ
ク
リ
の
よ
う
な
言
葉
を
呟
い
た
。

右
に
一
つ
、
左
手
に
一
つ
、
右
に
ま
た
一
つ
、
重
厚
な
建
物
が
あ
ら
わ
れ
た
。
玄
関
わ

き
に
銘
板
が
と
り
つ
け
て
あ
る
。
多
く
が
「
国
登
録
有
形
文
化
財
」
で
、建
て
ら
れ
た
年
、

建
築
様
式
、
特
色
な
ど
が
添
え
て
あ
る
。
お
お
か
た
が
火
事
に
強
い
蔵
造
り
ス
タ
イ
ル

見世蔵の通り
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を
採
用
し
て
お
り
「
見
世
蔵
」
と
も
い
う
ら
し
い
。
創
業
元
禄
十
一
年
の
御
菓

子
司
は
、
赤
穂
浪
士
の
討
入
り
前
か
ら
饅
頭
を
つ
く
っ
て
き
た
。
何
の
商
い
か
、

「
カ
ネ
キ
チ
」
の
ロ
ゴ
を
染
め
つ
け
た
ノ
レ
ン
に
「
創
業
天
保
二
年
」
と
あ
る
。

　
　

干
瓢
問
屋

　

㋕
櫻
井
長
太
郎
商
店

ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
た
ガ
ラ
ス
に
、「
干か

ん

瓢ぴ
ょ
う」

と
桜
の
旧
字
が
並
び
立
ち
、

屋
号
の
マ
ー
ク
が
金
色
に
光
っ
て
い
る
。
奥
で
は
パ
ソ
コ
ン
が
事
務
処
理
を
し
て

い
て
も
、
店
が
ま
え
は
寸
分
変
え
な
い
。
商
品
の
干
瓢
が
変
わ
ら
な
い
の
と
同

じ
で
あ
る
。
瓢
は
「
ふ
く
べ
」「
ひ
さ
ご
」「
ひ
ょ
う
た
ん
」
の
意
味
だ
が
、
干
瓢

は
た
し
か
ウ
リ
で
は
な
く
、
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
を
ひ
も
状
に
む
い
て
干
し
た
も
の
だ

と
お
そ
わ
っ
た
。
煮
て
味
を
つ
け
た
の
を
巻
き
こ
ん
だ
の
が
干
瓢
巻
き
。
急
に

あ
の
素
朴
な
の
り
ま
き
が
食
べ
た
く
な
っ
た
。

問
屋
街
に
近
づ
い
た
よ
う
で
、
通
り
が
特
有
の
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
。
洋

品
店
に
小
さ
く
「
勉
強
の
店
」
と
つ
い
て
い
る
。
あ
る
年
代
以
上
で
な
い
と
、
何

の
「
勉
強
」
だ
か
わ
か
る
ま
い
。

織
物
の
町
で
あ
っ
て
問
屋
街
が
あ
る
の
は
わ
か
る
が
、
機は

た

織お
り

の
音
が
し
な
い

の
は
ど
う
し
て
か
？　

こ
れ
も
ま
た
下
準
備
を
し
て
き
た
の
で
、
お
お
よ
そ
は

知
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
の
成
り
立
ち
と
関
係
し
て
お
り
、
結
城
地
方
は
常
総

台
地
と
い
っ
て
鬼
怒
川
と
飯
沼
川
の
あ
い
だ
に
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
ひ
ら

け
て
い
る
。
水
に
乏
し
く
米
づ
く
り
が
難
し
い
。
そ
の
か
わ
り
養
蚕
が
盛
ん
で
、

古
く
は
「
絁
」
と
書
い
て
「
あ
し
ぎ
ぬ
」
と
い
っ
た
。
太
く
て
あ
ら
い
糸
で
織

っ
た
粗
製
の
絹
布
で
あ
る
。
絁
は
常ひ

た
ち陸

国
の
特
産
だ
っ
た
。
そ
れ
が
洗
練
さ
れ
、

高
級
化
し
て
結
城
紬
が
生
ま
れ
た
。
当
地
は
江
戸
時
代
に
一
時
、
幕
府
の
直
轄

地
と
な
り
、
代
官
が
赴
任
し
て
き
た
。
初
代
関
東
郡
代
伊
奈
忠た

だ

次つ
ぐ

は
有
能
な
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
製
品
の
改
良
を
は
か
り
、「
結
城
縞し

ま

紬つ
む
ぎ」

の
名

で
売
り
出
し
て
、
結
城
モ
ノ
を
全
国
最
上
の
紬
と
し
て
定
着
さ
せ
た
。

「
つ
む
ぎ
の
館
」
は
す
ぐ
に
見
つ
か
っ
た
。
明
治
年
間
創
業
の
卸
問
屋
が
蔵
を

開
放
し
て
資
料
館
、
陳
列
館
、
は
た
お
り
、
染
の
教
室
に
活
用
し
て
い
る
。「
本

場
結
城
紬
」
と
ア
タ
マ
に
「
本
場
」
が
つ
く
の
は
、
伝
統
的
な
工
程
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
、
大
幅
に
機
械
化
し
た
製
品
と
区
別
し
て
あ
る
。
組
合
の
合

格
証
に
必
ず
「
本
場
」
が
入
っ
て
い
る
。

わ
ざ
わ
ざ
名
の
る
だ
け
あ
っ
て
、
こ
れ
は
お
そ
ろ
し
く
手
間
と
時
間
が
か
か

る
の
だ
。
繭ま

ゆ

の
煮
出
し
か
ら
始
ま
っ
て
、
強
い
糸
を
と
る
た
め
の
「
真
綿
か
け
」、

糸
つ
む
ぎ
。
ふ
つ
う
糸
は
撚よ

り
を
か
け
て
つ
く
る
も
の
だ
が
、
結
城
の
糸
は
世

界
で
も
類
を
み
な
い
無
撚
系
で
、
一
反
分
の
糸
を
つ
む
ぐ
の
に
二
、三
ヵ
月
か
か

る
。
つ
づ
い
て
管く

だ

巻ま

き
、
糸
あ
げ
、
染
色
、
下し

た

糊の
り

づ
け
、
機
の
べ
、
墨
つ
け
、
絣

か
す
り

く
く
り
。
絣
の
柄
に
な
る
部
分
に
染
め
が
及
ば
な
い
よ
う
綿
糸
で
し
ば
る
の
が

「
絣
く
く
り
」。
一
つ
の
柄
に
二
〇
〇
～
四
〇
〇
箇
所
を
し
ば
ら
な
く
て
は
な
ら

ず
、
こ
れ
だ
け
で
三
ヵ
月
は
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
く
く
り
終
え
た
の
を
た

た
き
染
め
し
て
絣
ほ
ぐ
し
。
こ
れ
で
よ
う
や
く
工
程
の
半
ば
を
こ
し
た
ぐ
ら
い

な
の
だ
。
実
際
の
ギ
ッ
コ
ン
バ
ッ
タ
ン
に
至
る
ま
で
が
、
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
長

い
。
工
場
生
産
に
合
い
っ
こ
な
い
の
で
あ
る
。「
結
城
は
欲
し
い
け
ど
高
い
か
ら
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、「
合
格
」
に
至
る
ま
で
の
作
業
を
考
え
る
と
バ
チ
が
当
た
る
。

通
り
に
面
し
た
蔵
の
一
つ
が
カ
フ
ェ
に
な
っ
て
い
て
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

と
ケ
ー
キ
が
い
た
だ
け
る
。
い
か
な
る
建
築
家
が
手
を
か
し
た
も
の
か
、
古
い

建
物
が
あ
ざ
や
か
に
改
造
さ
れ
て
、
趣
味
の
い
い
味
の
あ
る
空
間
が
生
ま
れ
た
。

階
段
づ
た
い
に
二
階
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
旧
型
を
そ
の
ま
ま
の
こ

し
て
い
て
、
か
つ
て
の
棟
梁
の
手
わ
ざ
を
鑑
賞
で
き
る
。
生
活
上
の
す
べ
て
が
、

と
め
ど
な
く
技
術
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
お
よ
そ
反
時
代
の

精
神
と
手
職
美
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
。
ほ
か
に
も
紬
の
里
、本
場
結
城
紬
郷
土
館
、
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結
城
市
伝
統
工
芸
館
、
手
作
り
工
房
な
ど
が
伝
統
の
ワ
ザ
を
伝
え
て
い
る
。
四

年
前
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
は
地
道
な
積
み
上
げ
と
技
術
の
高
さ
へ

の
ゴ
ホ
ー
ビ
な
の
だ
。

旧
城
下
町
の
つ
ね
で
寺
や
神
社
が
多
い
。
寺
の
一
つ
に「
小
場
兵
馬
自
刃
の
跡
」

の
標
示
が
つ
い
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
幕
末
の
争
乱
で
切
腹
し
た
家
老
で
は

あ
る
ま
い
か
。

直
轄
地
時
代
が
終
わ
り
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）、
結
城
藩
が
成
立
。
水

野
家
が
譜
代
大
名
と
し
て
封
じ
ら
れ
た
。
十
代
目
、
幕
末
の
藩
主
水
野
勝
知
は

コ
チ
コ
チ
の
佐
幕
派
だ
っ
た
が
、
国
許
で
は
家
老
を
中
心
に
恭
順
に
傾
い
て
い
た
。

も
は
や
徳
川
の
時
代
で
は
な
い
と
見
き
わ
め
を
つ
け
た
わ
け
で
あ
る
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
は
明
治
元
年
で
も
あ
る
が
、
そ
の
年
の
三
月
、
江

戸
に
い
た
藩
主
は
国
許
恭
順
を
知
っ
て
激
怒
し
、み
ず
か
ら
「
水
心
隊
」
を
結
成
。

彰
義
隊
や
会
津
兵
を
率
い
て
東
山
道
を
進
み
、
結
城
城
を
砲
撃
し
て
占
拠
し
た
。

翌
四
月
、
政
府
軍
が
奪
還
。
藩
主
は
城
か
ら
逃
走
し
て
上
野
山
内
に
ひ
そ
ん
だ
。

結
城
藩
家
老
は
殿
の
尻
拭
い
で
切
腹
。

知
ら
れ
る
よ
う
に
明
治
維
新
の
あ
と
、
政
府
軍
と
幕
府
派
の
同
盟
軍
の
あ
い

だ
で
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
が
起
き
た
。
徳
川
へ
の
恩
義
を
主
張
し
て
武
士
の
意
地
に
こ
だ

わ
っ
た
あ
ま
り
、
城
も
ろ
と
も
城
下
も
炎
上
し
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
長
岡
、

会
津
若
松
は
、
も
っ
と
も
苛
烈
な
結
果
を
み
た
。

結
城
藩
の
家
老
は
藩
主
の
意
向
を
無
視
し
て
政
府
軍
受
け
入
れ
策
を
と
っ
た
。

為
政
者
と
し
て
状
況
を
判
断
し
た
上
の
正
し
い
決
定
で
あ
っ
て
、
お
か
げ
で
城

下
町
は
戦
火
に
あ
わ
ず
、
犠
牲
者
も
出
な
か
っ
た
。

市
中
の
あ
ち
こ
ち
に
蕪
村
の
句
碑
が
あ
る
。
句
友
砂い

さ

岡お
か

雁が
ん

宕と
う

を
た
よ
っ
て
き

て
、
十
年
あ
ま
り
滞
在
し
た
。

　

秋
の
く
れ
仏
に
化ば

く

る
狸
か
な

140402 221 連載1.indd   61 2014/04/02   16:39



62

お
城
下
の
外
れ
に
は
狸
や
ム
ジ
ナ
が
出
没
し
て
い
た
ら
し
く
、
い
ま
も
寺
の

並
ぶ
一
角
に
狸
堂
が
あ
り
、「
化
け
地
蔵
」
が
端
座
し
て
い
る
。
放
浪
の
俳
人
に

か
ぎ
ら
ず
、
結
城
地
方
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
往
き
か
い
し
て
い
た
。
奥
州
街

道
の
ほ
か
に
鬼
怒
川
の
水
運
が
あ
り
、
極
上
の
紬
は
江
戸
商
人
に
と
っ
て
ド
ル

箱
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
て
、
番
頭
や
手
代
が
卸
問
屋
へ
表
敬
訪
問
に
や
っ
て
く

る
。
旅
人
や
商
人
や
廻
国
の
僧
を
通
じ
て
最
新
の
情
報
が
入
っ
て
き
た
。
江
戸

表
の
藩
主
の
先
見
え
の
な
さ
を
危
ぶ
み
な
が
ら
、
国
許
の
幹
部
た
ち
は
新
時
代

の
到
来
を
、
は
っ
き
り
感
じ
と
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
う
い
え
ば
行
政
が
町
の
要
所
に
「
付
属
庁
舎
」
と
い
う
の
を
設
け
て
い
て
、

そ
こ
に
は
「
結
城
市
適
応
指
導
教
室
」「
フ
レ
ン
ド
“
ゆ
う
の
木
”」「
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
方
向
は
ち
が
っ
て
も
、
い

ず
れ
も
時
代
の
動
向
を
見
て
と
っ
て
の
「
適
応
」
と
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
窓
口

と
思
わ
れ
る
。
駅
前
に
超
近
代
的
ビ
ル
と
し
て
「
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
こ

し
ら
え
た
の
も
、
そ
ん
な
流
れ
の
こ
と
。
情
報
の
館
こ
そ
現
代
の
城
な
の
だ
。

タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
に
は
「
民
」
や
「
酒
」
や
「
染
」
や
「
寺
」
の
ほ
か
に
「
選
」

の
字
が
星
の
よ
う
に
ち
ら
ば
っ
て
い
る
。
民
話
関
係
、
酒
の
蔵
元
、
染
物
、
寺
社
、

そ
れ
に
「
結
城
百
選
」
の
意
味
で
、
町
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
と
り

た
て
て
探
さ
な
く
て
も
、
足
の
向
く
ま
ま
に
歩
い
て
い
る
と
、
お
の
ず
と
行
き

つ
い
て
、
薬
師
さ
ま
の
前
に
来
た
り
、
糀こ

う
じ味

噌
蔵
の
横
に
出
た
り
、
民
話
の
伝

え
る
九
尾
の
狐
と
出
く
わ
し
た
り
す
る
。
歴
史
を
保
存
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

上
手
に
そ
れ
を
現
代
に
生
か
し
て
い
る
。
市
中
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
鬼
怒
川

水
運
の
河
岸
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
ス
ポ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
て
、
百
選
が
一
〇
〇
で

足
り
ず
、
総
計
一
一
八
。

野
菜
・
果
物
の
店
先
に
白
菜
が
石
垣
の
よ
う
に
積
み
上
げ
て
あ
る
。
常
総
台

地
は
か
つ
て
は
一
面
の
桑
畑
だ
っ
た
。
養
蚕
の
衰
退
を
見
て
と
り
、
白
菜
づ
く
り

地酒の蔵元
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を
経
て
も
大
揺
れ
に
ビ
ク
と
も
せ
ず
、
町
の
人
々
は
ス
ッ
ク
と
立
つ
赤
黒
い
ノ
ッ

ポ
の
君き

み

に
、
ず
い
ぶ
ん
力
づ
け
ら
れ
た
ら
し
い
の
だ
。

駅
近
く
の
結
城
観
光
物
産
館
で
そ
の
地
酒
の
小
壜
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
係
の

お
ば
さ
ん
が
抱
く
よ
う
に
か
か
え
て
、「
お
い
し
い
お
酒
」
と
言
っ
た
。
大
屋
根

の
修
復
が
タ
イ
ヘ
ン
だ
っ
た
の
で
は
と
訊
く
と
、
こ
っ
く
り
う
な
ず
い
た
。
現
社

長
は
も
と
も
と
東
京
の
大
会
社
の
技
術
者
だ
っ
た
が
、
親
の
あ
と
を
継
ぐ
た
め

に
も
ど
っ
て
き
た
。

「
と
き
お
り
立
ち
寄
っ
て
コ
ボ
さ
れ
ま
す
ね
」

老
舗
の
蔵
元
に
生
ま
れ
合
わ
せ
た
ば
か
り
に
、
人
生
が
ま
ま
な
ら
な
い
。
下

降
一
方
の
日
本
酒
業
界
に
あ
っ
て
、
な
お
さ
ら
苦
労
が
多
い
だ
ろ
う
。
あ
れ
だ

け
の
大
屋
根
を
元
ど
お
り
に
す
る
大
旦
那
の
一
方
で
、
物
産
館
の
お
ば
さ
ん
に

身
の
行
く
末
を
コ
ボ
す
と
こ
ろ
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

気
が
つ
く
と
日
が
暮
れ
か
け
て
い
て
、
外
燈
が
明
る
く
と
も
っ
て
い
る
。「
宿
」

の
マ
ー
ク
の
一
つ
へ
向
か
っ
て
、
急
に
ひ
と
け
の
な
く
な
っ
た
裏
通
り
を
歩
い
て

い
っ
た
。
ま
っ
す
ぐ
進
ん
だ
つ
も
り
が
、
通
り
が
半
円
状
に
曲
が
っ
て
い
た
ら
し

く
、
め
ざ
し
た
と
こ
ろ
と
反
対
の
通
り
に
出
て
し
ま
っ
た
。
寺
の
甍い

ら
かの

上
に
細
い

月
が
か
か
っ
て
い
る
。
蕪
村
の
友
人
雁
宕
の
句
に
あ
っ
た
。

　

寺
々
の
古
い
す
ず
り
や
け
ふ
の
月

市
中
の
ど
こ
か
で
句
碑
を
メ
モ
し
た
ば
か
り
。
そ
れ
は
た
し
か
だ
が
、
さ
て
、

ど
こ
だ
っ
た
か
。
お
昼
す
ぎ
、
ほ
ん
の
数
時
間
前
の
こ
と
な
の
に
思
い
出
せ
な

い
。
結
城
紬
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
長
い
時
間
が
生
き
て
い
る
。
ひ
た
す

ら
宣
伝
し
て
加
速
す
る
効
率
社
会
の
な
か
で
、
よ
け
い
な
広
告
看
板
の
な
い
街

は
、
う
れ
し
い
別
天
地
と
い
う
も
の
だ
。
そ
れ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
の

あ
り
方
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
い
け
う
ち　

お
さ
む
）

に
切
り
か
え
た
。
鍋
物
に
欠
か
せ
な
い
冬
野
菜
の
代
表
で
あ
っ
て
、
し
か
も
ト

ラ
ッ
ク
便
を
使
え
ば
首
都
圏
は
ご
く
近
い
の
だ
。
一
千
万
都
市
の
鍋
物
を
下
総

産
が
一
手
に
ま
か
な
っ
て
い
る
。

梨
、
ト
マ
ト
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
ぶ
ど
う
も
結
城
特
産
の
つ
ぶ
よ
り
で
、
目

の
い
い
先
覚
者
が
い
た
ら
し
く
、
い
ち
早
く
桑
か
ら
果
樹
に
転
作
し
た
。
こ
の

点
で
も
保
守
的
な
城
下
町
で
は
な
く
、
情
報
と
商
人
の
町
の
伝
統
が
は
た
ら
い

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

城
跡
は
町
外
れ
に
あ
っ
て
、
小
振
り
の
石
垣
だ
け
が
の
こ
っ
て
い
る
。
城
の
規

模
と
く
ら
べ
て
城
下
が
広
い
の
は
、
町ま

ち

方か
た

が
力
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
、
織
物
の

ブ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
富
の
蓄
積
が
蔵
造
り
の
立
派
な
町
並
み
を
つ
く
り
あ

げ
た
。

県
道
が
旧
市
街
へ
入
る
と
こ
ろ
に
、
雄
大
な
瓦
屋
根
と
赤
黒
い
レ
ン
ガ
の
煙

突
が
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
に
は
た
だ
「
酒
」
と

だ
け
あ
る
が
、
古
く
か
ら
結
城
の
酒
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
醸
造
元
で
あ
る
。

裏
手
の
寺
か
ら
な
が
め
る
と
、
煙
出
し
を
も
つ
大
屋
根
の
半
分
は
、
黒
っ
ぽ
い

瓦
と
白
っ
ぽ
い
の
と
が
モ
ザ
イ
ク
状
の
模
様
を
つ
く
り
、
の
こ
る
半
分
は
整
然
と

白
っ
ぽ
く
光
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
醸
造
蔵
が
破
損
し
、
屋
根
瓦
の
多

く
が
大
き
く
ズ
レ
た
り
落
下
し
た
。
半
分
は
修
復
で
す
ん
だ
が
、
の
こ
り
の
半

分
は
新
し
く
葺
き
直
し
た
。
ひ
ら
た
い
平
面
に
す
る
と
運
動
場
に
な
り
そ
う
な

ほ
ど
の
大
屋
根
で
あ
っ
て
、
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
修
復
費
を
要
し
た
も
の
か
。

天
災
を
い
い
わ
け
に
し
て
、
手
の
か
か
る
瓦
屋
根
を
取
り
壊
し
、
鉄
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
機
能
型
に
乗
り
換
え
る
の
が
ふ
つ
う
だ
ろ
う
に
、
そ
っ
く
り
元
通
り

に
し
た
と
こ
ろ
が
江
戸
創
業
の
老
舗
の
ス
ゴ
イ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

赤
レ
ン
ガ
の
煙
突
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
高

さ
十
メ
ー
ト
ル
、
地
下
に
煙
道
が
の
び
て
釜
場
と
結
ば
れ
て
い
る
。
百
年
以
上
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　観
光
業
界
に
注
目
し
て
ほ
し
い
ソ
ウ
ェ
ト
の「
光
」

　
旅
を
し
て
い
る
と
、
思
わ
ぬ
偶
然
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。
昨
年
の
十
二
月
五

日
、
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
南
ア
フ
リ
カ
大
統
領
が
亡
く
な
っ
た
が
、
訃
報
を
聞

く
十
日
ほ
ど
前
、
私
は
期
せ
ず
し
て
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
滞
在
し
て
い
た
。

南
ア
フ
リ
カ
に
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
と
な
く
訪
れ
て
い
た
が
、
マ
ン
デ
ラ
が
終
身

刑
を
受
け
て
ロ
ベ
ン
島
に
収
監
さ
れ
る
以
前
の
自
宅
が
あ
り
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

運
動
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
南
ア
フ
リ
カ
最
大
の
旧
黒
人
居
住
区
、
ソ
ウ
ェ
ト
に
行
っ

た
の
は
そ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
時
代
、
有
色
人
種
は
法
律
に
よ
っ
て
住
む
場
所
を
定
め
ら
れ
、

そ
れ
ら
は
「
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
南
西
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
「
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ス
タ
ン
・
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
ス
」、
略
し
て
ソ
ウ
ェ
ト
（
Ｓ

Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
）
で
あ
る
。

ソ
ウ
ェ
ト
と
い
う
と
、
日
本
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
治
安
の
悪
さ
が
強
調
さ
れ
、
貧
困

層
の
住
む
ス
ラ
ム
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、
そ

れ
は
、
ソ
ウ
ェ
ト
の
一
面
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

人
口
は
約
四
百
万
人
。
貧
困
層
が
多
い
一
方
で
、
少
な
か
ら
ぬ
数
の
中
間
層
や
富

裕
層
も
い
る
。
モ
ダ
ン
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ
ル
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の

経
営
者
が
ソ
ウ
ェ
ト
出
身
の
黒
人
で
あ
る
こ
と
に
も
驚
か
さ
れ
た
。
成
功
し
て
豊
か

に
な
っ
て
も
彼
ら
は
、ソ
ウ
ェ
ッ
タ
ン
（
ソ
ウ
ェ
ト
っ
子
）
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

こ
こ
に
住
み
続
け
て
い
る
の
だ
。
随
一
の
繁
華
街
で
あ
る
フ
ィ
ラ
カ
ジ
ス
ト
リ
ー
ト

に
は
、
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
と
デ
ズ
モ
ン
ド
・
ツ
ツ
大
司
教
と
い
う
二
人
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
者
の
家
が
あ
り
、
２
０
１
０
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
そ
し
て
マ

ン
デ
ラ
の
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
も
ま
た
、ソ
ウ
ェ
ト
に
あ
る
。

私
が
滞
在
し
た
ソ
ウ
ェ
ト
唯
一
の
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
、
ソ
ウ
ェ
ト
・
ホ
テ
ル
＆
コ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
は
、
ク
リ
ッ
プ
タ
ウ
ン
と
い
う
エ
リ
ア
に
あ
っ
た
。
ソ
ウ
ェ
ト

の
中
で
も
貧
困
層
の
多
い
地
域
で
、
ホ
テ
ル
と
は
鉄
道
の
線
路
を
一
本
隔
て
て
、
ス

ラ
ム
街
が
広
が
っ
て
い
る
。

到
着
の
翌
日
、
私
は
、
ソ
ウ
ェ
ト
の
一
日
観
光
を
ホ
テ
ル
に
依
頼
し
て
い
た
。
ま

ず
は
周
囲
を
歩
い
て
観
光
す
る
と
い
う
。
最
初
の
見
学
場
所
は
ホ
テ
ル
の
目
の
前
だ

と
言
わ
れ
、
初
め
て
気
が
つ
い
た
の
だ
が
、
ホ
テ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
真
向
か
い

に
箱
の
よ
う
な
建
物
が
あ
っ
た
。

そ
こ
は
「
自
由
憲
章
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
っ
た
。

そ
う
か
、
こ
こ
は
後
に
新
生
南
ア
フ
リ
カ
憲
法
の
基
礎
と
な
る
、
あ
の
自
由
憲
章

が
一
九
五
五
年
に
採
択
さ
れ
た
場
所
だ
っ
た
の
だ
。

ホ
テ
ル
が
立
つ
「
自
由
広
場
（Freedom

 Square

）」
と
い
う
名
前
も
そ
れ
に

ち
な
ん
で
い
る
。「
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ス
ル
広
場
」
と
い
う
別
名
は
、
当
時
、
Ａ
Ｎ
Ｃ

（
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
）
の
書
記
長
だ
っ
た
人
物
の
名
前
に
由
来
す
る
。
マ
ン
デ
ラ
は

ソ
ウ
ェ
ト
と
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ

旅
行
作
家　
　
　
　

山
口
　
由
美
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釈
放
後
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
を
率
い
て
、
初
め
て
の
黒
人
大
統
領
に
選
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
マ

ン
デ
ラ
を
Ａ
Ｎ
Ｃ
に
誘
っ
た
の
が
シ
ス
ル
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ホ
テ
ル
の
外
壁
に
は
、

眼
鏡
を
か
け
た
シ
ス
ル
と
、
そ
し
て
若
き
日
の
マ
ン
デ
ラ
の
顔
が
イ
ラ
ス
ト
で
描
か

れ
て
い
た
。

そ
の
若
者
の
顔
が
当
初
、
マ
ン
デ
ラ
だ
と
気
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
私
た
ち
の
見

慣
れ
た
晩
年
の
柔
和
な
笑
顔
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
客
室
に
掲
げ
ら
れ
た
マ
ン
デ

ラ
の
写
真
も
ま
た
、
若
き
日
の
闘
士
を
思
わ
せ
る
顔
だ
っ
た
。
自
由
憲
章
の
採
択
後
、

間
も
な
く
彼
は
武
装
闘
争
の
リ
ー
ダ
ー
に
抜ば

っ
て
き擢

さ
れ
る
。
長
年
、非
暴
力
を
モ
ッ
ト
ー

に
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
活
動
を
行
っ
て
き
た
Ａ
Ｎ
Ｃ
だ
っ
た
が
、
組
織
を
非
合
法
化

し
暴
力
で
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
当
時
の
政
府
の
や
り
方
に
、
平
和
的
解
決
を
諦
め

た
の
だ
。
国
家
反
逆
罪
に
よ
り
終
身
刑
と
な
っ
た
彼
が
再
び
非
暴
力
に
よ
る
和
解
と

許
し
を
説
く
心
境
に
至
る
の
は
、
長
い
獄
中
生
活
の
日
々
に
お
い
て
で
あ
る
。

自
由
憲
章
は
、
民
族
の
自
由
と
平
等
、
平
和
と
友
情
を
誓
う
平
易
な
文
言
の
十

カ
条
か
ら
成
る
。
広
場
に
は
、
条
文
の
内
容
を
か
た
ど
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
条
文

を
刻
み
込
ん
だ
礎
石
を
守
る
よ
う
に
立
つ
塔
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
今
あ
る
南
ア
フ

リ
カ
と
い
う
国
の
原
点
で
あ
り
、
彼
ら
が
勝
ち
取
っ
た
民
主
主
義
の
あ
り
よ
う
を
示

す
場
所
な
の
だ
。

そ
れ
な
の
に
、
日
本
語
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
観
光
局
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
こ

れ
ら
の
広
場
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
関
す
る
記
述
が
一
切
な
い
。

十
一
月
、
南
ア
フ
リ
カ
は
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
季
節
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。

紫
色
の
小
さ
な
花
が
樹
木
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
る
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
は
、
桜
を
ほ
う
ふ

つ
さ
せ
る
か
ら
だ
ろ
う
、
日
本
人
観
光
客
に
人
気
が
高
い
。
花
の
盛
り
の
十
月
は
、

日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
書
き
入
れ
時
の
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
だ
。
確
か
に

花
は
美
し
い
。
で
も
、
南
ア
フ
リ
カ
の
魅
力
は
南
米
原
産
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
だ
け
で

は
な
い
の
に
、
と
私
は
思
う
。
欧
米
人
観
光
客
に
は
、
ソ
ウ
ェ
ト
の
観
光
ツ
ア
ー
は

人
気
が
高
く
、
南
ア
フ
リ
カ
を
旅
す
る
目
的
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
で
は
ソ
ウ
ェ
ト
と
聞
く
だ
け
で
誰
も
が
及
び
腰
に
な
り
、
こ
の
美
し
い
国
の
宝

が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
も
し
な
い
。

訃
報
の
後
、
マ
ン
デ
ラ
亡
き
後
の
南
ア
フ
リ
カ
を
展
望
す
る
新
聞
記
事
の
中
に
も
、

「
影
」
の
象
徴
と
し
て
ソ
ウ
ェ
ト
の
ク
リ
ッ
プ
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ
っ
た
。
隣
の
広
場

に
は
こ
の
国
の
「
光
」
も
あ
る
の
に
、
そ
こ
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
ソ

ウ
ェ
ト
の
光
に
注
目
す
べ
き
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
よ
り
も
観
光
業
の
役
割
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
観
光
と
は
、「
光
」
を
観み

る
も
の
な
の
だ
か
ら
。（

や
ま
ぐ
ち　

ゆ
み
）
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カ
ラ
ン
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美
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に
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光
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史
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刻
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光
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日
本
の
地
方
都
市
で
は
中
心
市
街
地
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
化
が
深
刻
で
あ
る
。
日
本
と
同
じ
く

島
国
で
あ
り
政
治
制
度
が
類
似
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
再
生
を
ヒ
ン
ト
に
、
日
本
の
地
方
都

市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
を
提
示
す
る
の
が
、
本
書
『
イ
ギ
リ
ス
に
学
ぶ
商
店
街
再
生
計
画
／

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
を
変
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
』（
足
立
基
浩
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
に
学
ぶ
都
市
再
生
の
ヒ
ン
ト
は
、
各
種
商
業
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
町
の
魅
力
の

差
別
化
と
、「
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
の
再
生
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
街
の
伝
統
的
町
並
み
を

残
す
よ
う
な
都
市
再
生
を
実
施
し
、
空
き
物
件
を
貸
し
や
す
く
し
、
そ
の
結
果
、
あ
る
程
度
資

本
力
の
あ
る
店
（
全
国
チ
ェ
ー
ン
店
も
含
む
）
を
増
や
し
、
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
、
郊
外
型
店
舗
と
の
差
別
化
が

可
能
と
な
る
だ
ろ
う
と
筆
者
は
み
て
い

る
。
本
書
は
、「
商
店
街
vs.
郊
外
型
の

大
型
店
舗
」
と
い
う
旧
来
の
構
図
を
打

破
し
、「
個
性
を
活
か
し
た
都
市
再
生
」

の
視
点
か
ら
両
者
〈
共
存
共
栄
〉
の
道

を
示
す
、
興
味
深
い
本
と
言
え
る
。

四六判　210ページ
定価　2,400円
ミネルヴァ書房

旅
行
の
成
熟
化
を
背
景
に
旅
行
目
的
が
多
様
化
し
て
い
る
な
か
で
、
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
や
ご
当
地

グ
ル
メ
、
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー
ム
な
ど
、「
地
域
の
食
」
を
楽
し
む
新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
生

ま
れ
、
定
着
し
て
き
て
い
る
。
日
本
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
始
め
た
フ
ー

ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
歴
史
的
変
遷
、
広
範
な
旅
行
者
を
対
象
と
し
た
調
査
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
か
ら
類
型
化
し
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
フ

ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
用
の
あ
り
方
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
か
ら
分
析
し
た
の
が
『
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
論
／
食
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
』（
安
田
亘
宏
著
、
古
今
書
院
）
で
あ
る
。

本
書
で
は
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
高
級
、庶
民
、マ
ル
チ
、食
購
買
、食
体
験
、ワ
イ
ン
・
酒
の
六

つ
に
類
型
化
。
持
続
可
能
な
フ
ー
ド
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
は
、「
ま
ち
」
を
商
品
と
し
て
市
場

に
売
り
込
ん
で
い
く
「
ま
ち
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を
明
示

し
て
い
る
。 

（
挑
全
）

Ａ5判　258ページ
定価　3,200円
古今書院
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新
着
図
書
紹
介

　観光に関わる資料の収集機能は、当財団が調査研究専門機関と
なった51年前の1963年に前組織から引き継いだもので、67年に「資料
室」が発足……このほど「50年史」作成にあたり、「旅の図書館」の源
流を振り返ってみた。
　図書館としての開設は1978年だが、実はこの「資料室」が原点で、
当時は欧米先進国を中心とする観光事業関係の最新情報を収集・
翻訳し、ニュースとして発行していたという。その後、“教養型旅行者”
ニーズへの対応として情報提供サービスを開始し、開館に至る。
　時代と社会情勢に応じた情報収集、分析、発信・コミュニケーショ
ン。役割を再認識した。 （久保田）

館 長 の つ ぶ や き

ベストリーダー （2013年11月～2014年1月）
当図書館への来館者によく閲覧されている本を紹介。

【旅行ガイドブック部門】
海外旅行では、
・『地球の歩き方フランス2014-2015』（ダイヤモンド・ビッグ社）
・『るるぶシンガポール2014』（JTBパブリッシング）
・『地球の歩き方台湾2013-2014』（ダイヤモンド・ビッグ社）
国内旅行では、
・『まっぷる山口・萩・下関 門司・津和野2014』（昭文社）

【その他一般部門】
・『旅行年報2013』（公益財団法人日本交通公社）
・『JTBレポート2013 日本人海外旅行のすべて』（JTB総合研究所）
・『観光白書 平成25年版』（国土交通省観光庁）

利用状況

旅の図書館 掲示板

＊ 詳細は、ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。

おもてなしとホスピタリティ
2014年4月1日（火）～2014年5月30日（金）

2020年東京オリンピック招致をきっかけに世界に発信さ
れた日本語の「おもてなし」。いま日本では、「おもてなし」の
心や文化をみつめなおし、世界に発信していこうという気運
が高まっています。欧米では、他者を気持ちよくお迎えして
心を込めて対応することは、「ホスピタリティ」という概念で
説明されますが、「おもてなし」と「ホスピタリティ」はどのよ
うに違うのでしょうか、どのような共通点があるのでしょうか。

そこで今回は、「おもてなし」と「ホスピタリティ」をキー
ワードに、関連する国内外の図書、専門書、古書・稀

き

覯
こう

書
（抜粋コピーを展示）等を集めてみました。

例えば、日本で「おもてなし」「ホスピタリティ」が一般に
使われるようになったのは比較的最近で、以前は「接遇」

「サービス」という言葉が頻繁に使われていたことなどが分
かります。また米国では、「ホスピタリティ」の精神的・情緒
的な側面だけではなく、宿泊・飲食・エンターテイメント等
を総称する「ホスピタリティ産業」発展のための「ホスピタリ
ティ・マネジメント」研究が進んでいるなど、時代や文化によ
ってさまざまな特徴も見られます。

ぜひ多くの方に当館を訪れていただき、「おもてなし」と
「ホスピタリティ」についてあらためて考える機会にしていた
だければと思います。

特別展示のご案内

ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。旅の図書館特別展示で検索
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■
旅
行
年
報
２
０
１
３　

最
新
刊

直
近
一
年
間
の
旅
行
・
観
光
市
場
に
ま
つ
わ

る
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
に
つ
い
て
、
数
多
く
の

デ
ー
タ
・
資
料
を
基
に
分
析
。
日
本
人
の
国

内
・
海
外
旅
行
、
外
国
人
の
訪
日
旅
行
、
観

光
産
業
、国
内
観
光
地
、
観
光
政
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
旅
行
・
観
光
市
場
の
現
状
を
一
望
で
き
る
一
冊
。

二
〇
一
三
年
十
月
発
行
。

■
旅
行
者
動
向
２
０
１
３　

最
新
刊

最
新
の
旅
行
の
実
態
や
旅
行
者
の
意
識
に
関

す
る
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
、
当
財

団
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
分
析
。
グ
ラ

フ
や
図
表
を
多
用
し
て
分
か
り
や
す
く
解
説
。

政
策
立
案
や
事
業
展
開
な
ど
に
幅
広
く
活
用

で
き
るマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
デ
ー
タ
集
。
二
〇
一
三
年
十一
月
発
行
。

■
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践　

最
新
刊

観
光
地
の
持
続
的
発
展
に
と
って
、今
や
「
観

光
地
を
経
営
す
る
」と
い
う
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
考
え
方
が
重
要
。
本
テ
キ
ス
ト
は
、
既

存
観
光
地
の
現
場
で
日
々
努
力
し
、
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
が
主
な
対
象
。「
観
光
地
経

営
」
を
「
一
定
の
方
針
（
ビ
ジ
ョン
）
に
基
づ
い
て
、
観
光
地
を
構
成
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
経
営
資
源
、
推
進
主
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
一
連
の

組
織
的
活
動
」
と
定
義
し
、
八
つ
の
視
点
と
十
の
実
践
例
に
つい
て
、
そ
の

考
え
方
と
展
開
手
法
を
解
説
。
当
財
団
調
査
研
究
専
門
機
関
化
五
〇
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
発
刊
。二
〇
一
三
年
十
二
月
発
行（
丸
善
出
版
）。

■
機
関
誌『
観
光
文
化
』２
２
０
号

当
財
団
が
調
査
研
究
専
門
機
関
と
な
っ
て

五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、「
観
光
研
究
の
今

日
的
課
題
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」
を
特
集

テ
ー
マ
に
企
画
。
わ
が
国
の
二
〇
世
紀
初
頭

か
ら
の
歴
史
の
な
か
で
国
内
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
観
光
が
期
待
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
知
り
、
観
光
研
究
の
今
後
を

考
え
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る一冊
。
二
〇
一四
年
一月
発
行
（
季
刊   

一、四
、七
、
十
月
）。

※ 

当
財
団
出
版
物
の
ご
注
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当
：
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
情
報
室

　
　
　

電
話 

０
３・５
２
５
５
・６
０
７
３ http://w

w
w
.jtb.or.jp

◆
前
号
２
２
０
号
で
は
、「
観
光
研
究
の
今
日
的
課
題
と

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」
を
特
集
テ
ー
マ
に
し
て
、
わ
が

国
の
観
光
を
め
ぐ
る
動
き
や
研
究
の
経
緯
、
現
在
そ

し
て
今
後
の
課
題
に
つい
て
考
察
し
ま
し
た
。
今
号
で

は
、
国
内
の
観
光
研
究
が
海
外
の
学
術
界
で
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
か
、
観
光
研
究
と
他
の
学
問
領
域
と

が
ど
う
関
連
す
る
の
か
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

◆
国
内
外
で
研
究
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
、
観
光
研

究
を
取
り
巻
く
状
況
につい
て
、
角
度
を
変
え
た
忌き

憚た
ん

の
な
い
論
考
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
観
光
研
究

と
い
う
学
問
領
域
が
他
の
領
域
と
相
互
に
関
連

し
合
って
い
て
、い
ろ
い
ろ
な
切
り
口
か
ら
の
研
究

が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
わ
が

国
に
お
け
る
観
光
研
究
は
今
後
ど
の
よ
う
な
展

開
を
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
国
内
で
の
観
光
研
究
の
成
果
が
普
遍
的
で
あ
り
、

世
界
の
国
・
地
域
に
も
有
用
で
あ
る
と
示
さ
れ

る
こ
と
が
今
後
は
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

よ
り
多
く
の
日
本
の
観
光
研
究
者
が
海
外
に
向

け
て
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
の
巻
頭
言
は
、
ピ
ザ
ム
氏
か
ら
の
興
味

深
い
メッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

◆
当
財
団
研
究
員
が
取
り
組
む
「
自
主
研
究
」

の
報
告
に
加
え
て
、「
観
光
研
究
レ
ビュー
」
を

新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。「
ツ
ー
リ
ズ
ム

分
野
に
お
け
る
国
際
学
術
誌
の
現
状
①
」
で
は
、

ど
の
よ
う
な
学
術
誌
が
あ
る
か
が
整
理
さ
れ
ま

し
た
。
国
内
外
の
観
光
に
関
す
る
研
究
活
動
の

情
報
収
集
と
分
析
そ
し
て
評
価
な
ど
を
整
理

し
て
随
時
掲
載
し
ま
す
。
観
光
を
研
究
対
象

と
さ
れ
て
い
る
読
者
の
皆
様
に
参
考
に
な
る
誌

面
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
片
桐
）

観
光
文
化
編
集
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kankoubunka@
jtb.or.jp

●

当
財
団
は
「
日
本
に
お
け
る
観
光
資
源
の
評
価
に
関
す
る
研
究
」
に
長
年
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
、
調
査
研
究
専
門
機
関
と
し
て
五
〇
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
期
に
、写
真
集
『
美
し
き
日
本
―
旅
の
風
光
』と
し
て
今
年
五
月

に
出
版
し
ま
す
。
次
号
の
特
集
で
は
、
写
真
集
の
発
刊
を
受
け
て
、
観
光
資
源

評
価
の
枠
組
み
や
今
日
的
評
価
の
重
点
、
加
え
て
日
本
の
美
し
さ
の
根
源
な
ど
に

つい
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
者
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

「
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介
」（
二
〇
一
三
年
十
二
月
〜
二
〇
一
四
年
二
月
）

行
く
先
々
で
見
て
触
れ
て
、
そ
し
て
地
元
の
人
た
ち
と
語
り
、
感
じ
た
こ
と
。
世
相
の
な
か

に
見
た
観
光
の
未
来
像
な
ど
、
各
研
究
員
が
独
自
の
経
験
と
視
点
を
基
に
し
て
、
ホ
ッ
ト

な
雑
感
を
綴
り
ま
す
。
当
財
団
ホ
ー
ム
ペー
ジ
「
研
究
員
コ
ラ
ム
」
に
掲
載
し
た
三
カ
月
分

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
０
３ 

二
〇
一三
年
の
「
観
光
研
究
」
を
振
り
返
る

 

　

〜
日
本
観
光
研
究
学
会
を
例
に
し
て 

（
梅
川
智
也
）

２
０
４ 

年
頭
コ
ラ
ム
「
美
し
き
日
本
」 

（
寺
崎
竜
雄
）

２
０
５ 

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
事
業
の
間
に
あ
る
壁
① 

（
後
藤
健
太
郎
）

２
０
６ 

自
然
の
利
用
は
無
料
か
？ 

（
五
木
田
玲
子
）

２
０
７ 

指
標
を
活
用
し
た
持
続
的
な
観
光
地
の
管
理
・
運
営 

（
清
水
雄
一
）

２
０
８ 

「
現
代
ア
ー
ト
」
を
活
用
し
た
観
光
地
づ
く
り
と
は 

（
高
﨑
恵
子
）

当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w
.jtb.or.jp/   

研
究
員
コ
ラ
ム
一
覧   

で
検
索
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「
２
０
１
４
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・セ
ミ
ナ
ー
」

当
財
団
主
催
の
今
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・セ
ミ
ナ
ー
つい
て
ご
案
内
し
ま
す
。

●
観
光
地
経
営
講
座（
仮
称
）　
上
期

こ
れ
ま
で
の「
観
光
基
礎
講
座
」「
観
光
実
践
講
座
」を
統
合
し
、二
〇
一三
年
十
二
月
発
刊

の『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』（
上
記
の「
出
版
物
の
ご
案
内
」参
照
）を
テ
キ
ス
ト
に

し
て
、当
財
団
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果・実
績
、地
域
と
の
協
働
事
業
か
ら
創
出
さ
れ
る

成
功
事
例（
プ
ロ
セ
ス
）な
ど
を
活
用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
す
る
予
定
で
す
。

●
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
仮
称
）　
下
期

当
財
団
独
自
の
旅
行
市
場
調
査
お
よ
び
観
光
政
策
に
関
す
る
調
査
の
研
究
成
果
発
信
の

場
と
し
て
、財
団
研
究
員
と
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
発
表
す
る
予
定
で
す
。

最
新
情
報・詳
細
に
つい
て
は
、準
備
が
で
き
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
で

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ U
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